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　熱帯の激しい雨音が、室内にまで響ひびいていた。

（ひどい雨だ）

　来客用のソファーに身をうずめ、フランス陸軍大尉ベルナール・ベルトランは窓の外をながめた。遅おそい家主の帰りを待つ彼の顔には、隠かくしきれない焦あせりの色がある。

　顔見知りの使用人が出したコーヒーは、口をつけられないまますでに冷え切っていた。

　その時、ようやく応接室の扉とびらが軋きしんだ。

「おう、待たせたな、ベル！」

「本当に、お久しぶりです」

　豪ごう放ほう磊らい落らくな大声と慎つつましやかな挨あい拶さつに、ベルトランは部屋の入り口を振ふり返る。

　そこにいたのは、軍服を着た若い男女だった。マランパ共和国陸軍少しよう佐さのマホメド・サムラと、妹のサラ・サムラ少しよう尉いだ。

　兄妹きようだいそろって、北アフリカベルベル系の血を引く彫ほりの深い顔立ちに笑えみを浮うかべている。

「一年ぶりだねマホメド。それにサラも任官おめでとう」

　挨拶の握あく手しゆと抱ほう擁ようを交かわす。頬ほおに軽くキスをすると、サラの顔はさっと赤くなった。

　そんな妹の恥はじらう姿に、マホメドはにやにやと笑っている。

「まったく、貴様も来るなら来るで、事前に連れん絡らくくらいしろ。今日になって押しかけてこられても、ろくなもてなしができんじゃないか」

「すまない。少し事情があってね」

「最近は食料品の流通まで滞とどこおり気味でな、メシも酒もろくなものがないぞ。外に食べに行くにしても、そういった店もかなり潰つぶれている。貴様の親父おやじさんが贔ひい屓きにしていたあの店も、最近たたんでしまった」

「マホメド、今回マランパに来たのは、いつものように君たちとの旧交を温めるためじゃないんだ」

「ほう」

「話がしたい、二人でね」

　ベルトランの表情から何かを悟さとったのか、マホメドも表情を引き締しめた。

「分かった。俺の部屋でいいか？」

「ああ、勝手なことばかりですまない」

「なーに、俺と貴様の仲じゃないか」

　軽く肩かたをたたき合い、ベルトランとマホメドは応接室を後にする。

「それじゃあ、また後でね、ベル」

　見送るサラは、屈くつ託たくのない笑みを浮かべていた。




　夜半を過ぎても、雨足は一向に弱まらなかった。

「この国──マランパで、クーデターの計画があるだと……？　確かに今の政情では、ありえん話ではないが」

　脂あぶら汗あせをにじませ、マホメドがうめく。

「これだけ証しよう拠こを並べられては、認めざるをえんか」

　マホメドが、机の上の資料から顔を上げる。そのままひどく不ふ穏おん当とうな目で、ベルトランをにらみつけた。

「それにしても、真っ先に国外の人間に露ろ見けんするとはな。おい貴様、いつからスパイの真ま似ね事をするようになった？」

「確かに僕の職務じゃないけれど、フランスとマランパの関係上、見過ごせなかったんだ。そりゃ、君から見れば他国の人間にこんなことを調べられるのは不ふ愉ゆ快かいだろうけど」

　ベルトランにたしなめられ、マホメドは不愉快そうに鼻を鳴らす。

「ふん。それで、貴様は俺にどうしろと？」

「協力して欲しい。いくら僕にマランパの土と地ち勘かんやコネがあるとはいえ、外からの調査には限界がある。肝かん心じんの首しゆ謀ぼう者は、見当もつかないしね。これ以上は、内部の協力者が必要なんだ」

「……分かった」

　ベルトランの申し出に、マホメドは即そく答とうする。

「さっそく明日あしたから、探さぐりを入れてみよう」

「ありがとう、マホメド」

「だがここから先は、マランパ人自身の問題だ。ここは俺たちに任せて、貴様はフランスに戻もどってくれんか？　大体、貴様は本職の情報将校でもないだろうが」

「おいおい、非公然とはいえ、任務で来てるんだよ僕は。それに僕にとっても、この国は第二の故郷みたいなものだ。この事態は見過ごせない」

「なるほど……」

　腕うでを組んで目を閉じたマホメドは、じっと考えこむ。再び口を開くまでには、ベルトランが不安を感じるほどの時間が経過していた。

「──ならば、仕方ないか」

「良かった。実はこれから連絡員と会う予定でね。今までの報告を済ませてしまいたい。君のことも含ふくめて。そういうわけで、早々に失礼させてもらう」

「ほう、今夜、これから……」

　立ち上がったベルトランとマホメドは、固く握手を交わす。

「慌あわただしくてすまなかったね。この件が片づいたら、また三人で飲もう」

「その時はお前のおごりだぞ」

「はは、覚かく悟ごしておくよ」

　言葉を交わしながら、ベルトランは部屋を出る。ドアノブに手をかける、その寸前──

「それと、サラの──」

　何気なく振り返ったベルトランは、そのまま驚きよう愕がくに凍こおりつく。

　こちらをにらむ、黒々とした銃じゆう口こう。そして拳けん銃じゆうを構えたマホメドの、一いつ切さいの表情を削そぎ落とした仮面のような顔が、網もう膜まくに焼きついた。

「マホメド、まさか──」

「手を頭の後ろで組め、ベルトラン大たい尉い。貴官を拘こう束そくする」

　親友の聞いたことがないほど冷ややかな声に、ベルトランも事実を悟らざるを得なかった。

「まさか君が、クーデターの首謀者だったのか」

　分かりきった問いかけに、マホメドは答えなかった。

「なぜ、こんな真似を？」

　マホメドは無言のまま、ベルトランに近づく。

「サラは知っているのか!?」

　その言葉に、ようやくマホメドの表情が揺ゆらいだ。揺れた視線が、わずかにそれる。

「……あいつは、何も知らん」

「そうか──」

　絞しぼり出すようなマホメドの声と同時に、ベルトランは長身を床ゆかに投げ出した。

「貴様!?」

　一いつ瞬しゆんの動どう揺ようをつかれたマホメドは、顔を歪ゆがめて引き金を絞った。鳴り響く銃声。だが銃じゆう弾だんは外れ、絨じゆう毯たんに黒い弾だん痕こんを穿うがつ。

　そのままベルトランはソファーの陰かげに転がりこんだ。膝ひざ立ちで素す早ばやく拳銃を抜ぬき、遊底スライドを引く。初弾装そう填てん。

「銃を引け、マホメド!!　今ならまだ間に合う！」

「もう引けん……そして引く気もない！」

　きっぱりと、マホメドは答える。

「この国を、変えねばならんのだ。誰だれかがやらねばならんのだ」

「サラを悲しませてもか!?」

「──黙だまれ！」

　マホメドが血相を変えた時、部屋の扉が外から開かれた。

「何、今の銃せ──」

　振り向いたベルトランとマホメドが見たのは、呆ぼう然ぜんと立ちつくすサラの姿だった。見開かれた黒い瞳ひとみには、銃を手に対たい峙じする兄と友人の姿が映っている。

　その登場が、最後の破局をもたらした。

　二つの銃声が、重なり合って響く。

「う……く」

　頭部を走る激しい衝しよう撃げき、そして焼けつくような激痛。

　ベルトランのかすむ視界に映ったのは、拳銃を手にしたまま倒たおれ伏ふしたマホメドの姿だった。

「兄さん！」

　悲鳴を上げたサラが、マホメドに取りすがった。ベルトランも重い体を引きずり、近づいていく。

「ベル……」

　弱々しく、マホメドは顔を上げた。軍服の胸むな元もとには弾痕が穿たれ、噴ふき出す血で真っ赤に染まっている。

「本当に……本当に、こいつは──サラは、何も知らないんだ。無関係、なんだ……だか、ら──」

「ああ、分かったよ。だからもうしゃべるな。早く手当てを──」

　ベルトランの言葉に、マホメドは首を振った。泣きじゃくる妹の髪かみを、そっとなでる。

「サラ……すまな──い……」

　ことりと、力を失ったマホメドの手が、床に落ちた。

「分からないよ。何でなの？　何が起こったの？」

　ゆらりと、サラが立ち上がった。血の気の失うせた顔で、まるで幽ゆう鬼きのように、じっとベルトランを見ている。

「何で──何でベルが兄さんを撃うったの!?」

　叫さけびながらサラはベルトランに駆かけ寄り、両手で胸元をつかんだ。

　サラの言葉が、マホメドを手にかけた事実が、ベルトランを苛さいなむ。

「答えてよベル!!　ねえ、答えて!!」

　閃ひらめいた雷らい光こうが、まるで影かげ絵えのように黒々と、惨さん劇げきの場を映し出した。
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　輸送機の貨カ物ー室ゴから滑かつ走そう路ろに降り立ち、市いち之の瀬せ達たつ哉やはコキコキと首を鳴らした。

「うし、資材の搬はん入にゆう作業しゅーりょーっと」

　うっすらと雲がかかった、秋晴れの空を見上げる。たとえ東京でもカリフォルニアでも、空は変わらないように見えた。

　ここは民間軍事会社ＰＭＣＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスの総合訓練キャンプ。達哉たちＡＳアーム・スレイブ教導課第三班〈オシラ〉は、今日から新たな業務に向かう。

　目的地はアフリカ西部の小国、マランパ共和国だ。

「予定より四分も遅おくれているぞ」

　背後からの声に、達哉は振ふり向く。踊おどる金きん髪ぱつのポニーテールと、青い制服に包まれたすらりとした体つきの少女。同じ第三班の同どう僚りようであるアデリーナ・ケレンスカヤが、いつも通りのむっつり顔で立っていた。

「いいじゃないかよ、四分くらい」

「四分くらい……だと？　何を悠ゆう長ちようなことを。戦場では一分一秒の差が生死を分かつことさえある。四分もあれば、カップラーメンの準備ができ、なおかつマヨネーズのトッピングすら可能なのだぞ」

「……カップラーメン基準なのはまだいいとして、ラーメンにまでマヨネーズかけるのかよ？」

「当然だ。濃のう厚こうなトンコツから、コクのあるミソ、さっぱりとした塩まで、マヨネーズはどんなラーメンにでも合う」

「……そ、そうか」

「君も一度は試ためしてみるといい。そうだな、一いつ緒しよに醤しよう油ゆラーメンでも──」

「気持ちだけもらっとくよ」

　うんざりしながらも達哉は、携けい帯たい端たん末まつをアデリーナに手て渡わたした。

　達哉が輸送機に搬入したＡＳの機種や機数、それに各種装備にチェックが入っている。ＢＫ─５４５ライフル一〇挺ちように、ペイント弾五〇〇〇発。さらにＬＴＭ１０１やＬＴＭ１０３といった、マウリッツ・システム（ＡＳ用の模も擬ぎ戦システム）の各種端末まで──

（こういう事前の準備ってのは、軍隊も土建屋もあまり変わらないよな）

　ふと実家の市之瀬建設を思い出した達哉に、アデリーナがつぶやいた。

「どうした、間が抜けた顔をして」

「間抜け顔で悪かったな。ちょっと実家のことを思い出しただけだよ」

「……そうか」

　少し視線を落としたアデリーナが、小声で言った。

「良いのか？」

「いいって、何が？」

「君の学校のことだ。この出張は、かなり長くなるぞ」

「ん、ああ──大だい丈じよう夫ぶだって。こないだ計算したけど出席日数は大丈夫だし、期末でよほど大コケしない限り、ちゃんと卒業できそうだ」

「そうか」

　小さくうなずいたアデリーナの表情を、達哉はそっとうかがう。

（やっぱりリーナ、こないだの『あの一件』以来、少し変わった──か？）

　そんな達哉の内心を知ってか知らずか、アデリーナは手渡された情報端末にざっと目を通すと、そのまま身を寄せてきた。

（お、おおお!?）

　さらさらした金の髪で頬ほおをなでられ、驚おどろく達哉。青みがかった灰色の瞳が、そっと彼を見つめ──

「機体の固定チェックが入ってないぞ」

　冷ややかな声で、そう告げられた。

「え、ええ!?」

「ここだ。よく見てみろ、項こう目もくからチェックが外れている」

「あ、本当だ。あははは、わりーわりー」

「笑ってごまかすな、バカ者」

　必殺の一撃が炸さく裂れつした。

　久々のデコピンを食らい、達哉は声すら上げられずに昏こん倒とうする。

「何せ重さ一〇トン近い機械を、複数輸送するのだ。ちょっとした油断で、とんでもない事故が起きかねないのだぞ。君にはまだ、そういった危機感というものが──」

　昏倒した達哉に向け、アデリーナの説教は長々と続いた。




「何をやっておるのだ、あやつらは」

　同じ滑走路、輸送機脇わきのタラップ。達哉とアデリーナのやり取りを見て、ユースフ・アル・ケートリーはつぶやいた。

　秀しゆう麗れいなその顔には、心底から呆あきれた表情が浮うかんでいる。

「相も変わらず、アデリーナ殿どのはタツヤ殿に厳しいようですなあ」

「……ツンドラ？」

　副官のハッサン・ビン・ジャスイーム中ちゆう佐さと、その娘むすめで侍じ女じよのサミーラ・ビント・ハッサンが、口々に答える。両名とも、ユースフがまだ幼いころから仕えてきた、忠実な側近だ。

「では行ってなさいませ、殿でん下か」

「……武運長久」

「うむ」

　続く二人の言葉に、ユースフは鷹おう揚ようにうなずいた。

「本国の件は、そなたらに任せる」

「はは。謹つつしんで承ります」

　ユースフは中東の新興国家、ラシッド王国の第三王子だ。王室の一員として、父のムハンマド国王から陸軍大佐の地位を与あたえられていた。

　それがＡＳ戦術を学ぶために訪おとずれたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で、逆に社長からのスカウトを受け、インストラクターとして採用されたのだ。

　ユースフとしては自身のＡＳ戦技を磨みがくため、ひいては将来のラシッド王国に貢こう献けんするため、よかれと思っての決断だった。だがその行動は、ラシッド本国で様々な波は紋もんを呼んでいるらしい。

　そのため事態を釈しやく明めいするべく、一時ハッサンたちを帰国させることになったのだ。

「しかし、このたび殿下が赴おもむかれるマランパなる国、中々に世情が乱れておる様子。いかに実戦には立たぬ任務とはいえど、殿下の御おん身みに万一のことが起こらぬとは言えませぬ」

　顔を曇くもらせながら、ハッサンが言った。

「何が言いたいのだ、そなたは？」

「せめてサミーラだけでも、お連れくださるわけには参りませぬか？」

　その意見に、ユースフは大げさに顔をしかめてみせる。

「ハッサン、そなたの主は侍女の背に隠かくれねば、己おのれの身一つも守れぬ腰こし抜ぬけなのか？」

「い、いえ。決して左様なことは」

「なに、ただの戯ざれ言ごとよ。──だが他の者は、左様に思っていような」

　わずかに嘆たん息そくしながら、ユースフは周囲を見回す。

「この社の者は、大半が私の決断を単なる道楽と思っていよう。それではいかぬ。そうでないことを示すためにも、此こ度たびの任務は私一人の手でやり遂とげねばならぬのだ」

「なるほど、得心いたしました。そこまでのお考えがあるのならば、それがしから申し上げることはありませぬ」

「なに、タツヤあたりに言わせれば、そう──『つまんねえボンボンの見み栄え』というものなのだろうがな」

　苦く笑しようするユースフ。と、今まで無言を通していたサミーラが、懐ふところから二個の石を取り出した。そのままおもむろに、二つの石を打ち合わせる。

「何だそれは？」

「……火打ち石」

「それは見れば分かる。そなたは何をしてるのだと聞いているのだ」

「……東洋での別れの儀ぎ式しき？」

「何な故ぜ、疑問形なのだ」

　飛び散る火花に、ユースフは首を傾かしげた。




　北米大陸西岸のカリフォルニアからアフリカ西部のマランパ共和国までは、直線距きよ離りにしておよそ一万キロ。地球を四分の一周する長旅となる。

「リーチ」

　長旅へと飛び立った輸送機のキャビンに、ユースフの声が響ひびいた。

「へ、へえ。南四局オーラスでトップ目のラス親だってのに、ずいぶんと強気だな王子サマ」

　対面トイメンのカルロス・メンドーサが、やや引きつった笑えみを浮かべる。

　キャンプからさっそく始まった恒こう例れいのカード麻雀マージヤン。他にも班長のダグラス・バクスターと、恵比寿重工ＥＨＩから出向中のＡＳエンジニアである溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろうが、卓たくを囲んでいる。

「強気？　それは違ちがうな。単に押すべき時と引くべき時を見み極きわめているだけのことよ」

　うそぶきながら、ユースフは牌パイをツモる──もとい、カードを引いた。その口元に、薄うすい笑みが浮かんでいる。

「参加したそうな顔だな」

　奇き妙みようにザワめく空間を眺ながめながら、アデリーナは言った。その問いに達哉は、うんざりと手を振る。

「冗じよう談だんじゃない。この前、ケツの毛までむしられかけてもう懲こりたよ。ギャンブルには、もう金輪際手を出さないよ」

「そうか、それにしても──」

　アデリーナはもう一度、卓の様子を見やる。自信満々のリーチから四巡じゆん立ってもあがれず、段々とユースフの表情が険しくなってきた。

「ユースフも、ずいぶんと馴な染じんできたようだ」

「馴染んだっていうか、染まってきたよな。朱しゆに交われば、何とやらってか？」

　気軽そうに笑う達哉を、アデリーナは何か言いたげに見つめる。

「な、何だよ？」

「君も十分染まってると思うが──まあいい、説明を続けるぞ」

「お、おう」

　アデリーナにうながされ、達哉は手にしたタブレット型ＰＣにあらためて視線を落とした。

　今回の仕事先であるマランパ共和国について、アデリーナからレクチャーを受けている真っ最中だったのだ。

「マランパ共和国はアフリカ大陸の西部、ギニア湾わん岸がんの小国だ。面積はおよそ七万平方キロで、人口は五〇〇万人弱。黒人が半数以上を占しめ、アラブ系や北アフリカ系の住民が三割ほど。残りは植民地時代に入植した白人だな」

　語りながら、アデリーナはタッチパネルにしなやかな指を這はわせる。マランパの地図上に様々なウインドウが開き、人口分布をはじめとした各種のデータが表示された。

「ふむふむ」

「現在の国家元首は、カロン大統領──」

　ＰＣの画面に、壮そう年ねんの黒人が大写しになった。ぎょろりとした目でにらまれた気がして、達哉は思わずのけぞった。

　整った容姿とはお世辞にも言えないが、いかにも精力的で、不ふ貞て不ぶ貞てしい顔立ちをしている。これがカロン大統領なのだろう。

（馬力はありそうだが、あまりつきあいたくないツラ構えだな）

　身も蓋ふたもないことを考える達哉に対して、アデリーナは説明を続ける。

「元は軍部の出身で、二〇年以上の長期政権が続いている。ただ近年は、反カロンを掲かかげる反乱軍勢力との間で国土が事実上二分されている状態だ。内戦のため、国民の生活は非常に貧しい」

「そりゃ大変だな」

　特に実感もなくうなずいた達哉を、アデリーナは横目でにらんだ。

「何だよ？」

「別に」

　そっけなく答えるアデリーナ。その態度に内心で首を傾げながら、達哉は問いかけた。

「で、俺たちは政府軍にＡＳ戦の訓練つけに行くんだよな。向こうさんは、どんなＡＳ使ってるんだ？」

「マランパは以前、フランスの植民地だった。独立後も何かと関係は深く、武器兵器も主にフランス製のものを輸入している」

　画面が切り替かわり、ＡＳの三面図が表示される。頭部を持たない、独特なデザイン。まるで装そう甲こう車に手足をつけたような、無骨な外見をしている。

「フランスのＡＳ……〈ミストラル２〉だっけか？」

「それに加え、少数だが第三世代型の〈アルカンシェル〉も配備されているな」

　ＡＳの映像が、別の機体に切り替わった。

　頭部をもたない基本デザインは〈ミストラル２〉と同じだが、よりスマートで洗練された姿をしている。平べったい胸部の周囲には、多数のセンサやペリスコープが備わっている。

「あえて人型から逸いつ脱だつした設計により、〈アルカンシェル〉は高いペイロードと走行時の安定性を誇ほこっている。特とく徴ちよう的なのは、胸部に備わった四機のウェポンラックだな。サブアームが内蔵されており、迅じん速そくな火器の交こう換かんを可能としている」

「……なんで内戦中の貧びん乏ぼう国が、そんな新しん鋭えい機を買えるんだ？」

「本来、マランパは豊かな国なのですよ」

　達哉の疑問に、静かな声が答える。向かいの兵員シートで読書中だった、戦ア術ナ分リ析ス官トのベルナール・ベルトランだ。

　読みかけの本──家庭料理の手引き書だった──から顔を上げ、眼鏡越ごしに達哉を見やっている。

「マランパの領内には、非常に豊かな貴金属や希少金属レアメタルの鉱山が存在します。そこからあがる利益が適切に社会へと還かん元げんされているならば、あの国が最さい貧ひん国の一つに数えられることもなかったでしょう」

「つまり、そうじゃないってことっすか」

「残念ながら。鉱山の利権はカロン大統領の一族が一手に握にぎっています。必然的に、大統領の地じ盤ばんである軍部に対しては、莫ばく大だいな予算が割り振ふられているということです」

「コテコテの独裁国家ですね。そりゃ反乱や内戦も起こるわけだ」

「とはいえ、反乱軍が『正義の味方』というわけではありませんよ。内戦の引き金を引き、今のマランパの混こん迷めいを招いたのは彼らだ。国民を無視していることでは、政府も反乱勢力も変わらない」

「うわぁ……」

　政治や軍事に疎うとい達哉でも、さすがに段々と気が滅め入いってきた。げんなりとした表情で、額の汗あせをぬぐう。

　そんな達哉の反応を見ながら、ベルトランは眼鏡を軽く直した。

「こんな国に最新のＡＳ戦術を伝えるとは──正直、感心できませんね。社長も、もう少し仕事を選ぶべきでしょう。これでは、イナゴのように戦争を食いつぶしていた中近世の傭よう兵へいと、何も変わらない。演習システムに拝借したマウリッツ公の名が、泣くというものです」

「ちょ、ちょっと──」

「ベル？」

　珍めずらしく毒のあるベルトランの口調に、聞いていた達哉の方が驚おどろく。アデリーナも切れ長の目を、わずかにだが見開いた。

「それともまさか社長は、スフォルツァかヴァレンシュタインでも目指しているのでしょうか？　それはそれで気宇壮そう大だいなことですが──」

「そこまでにしておけ」

　重低音の声が響く。ユースフからのハネ満直ちよく撃げきで逆転したバクスターが、こちらを振り向いていた。

「批判は結構だが、お前がそんな態度では若い連中に示しがつかん」

「──申し訳ありません、ダグ」

　軽く頭を下げたベルトランは、そのまま料理本を手にした。

　顔を見合わせた達哉とアデリーナも、マランパのレクチャーに戻もどる。

「……続けてくれないか？」

「そうだな──詳くわしい入手ルートは判明していないが、反乱軍は主に東側の兵器を使用している。そのため我々も演習で使用する機体は、〈サベージ〉や〈シャドウ〉だ」

「あれを除いてか」

　達哉が、格納庫後部を振り向く。そこには二機のＡＳが厳重に固定されていた。うち一機、青く塗と装そうされた鎧よろい武者のような機体をじっと見やる。

　日本初の純国産ＡＳ、ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉の一号機だ。様々ないきさつからＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に預けられ、今は達哉を専任オペレータとして各種データ収集や運用マニュアル製作が進められている。

　ちなみにアデリーナが専任オペレータを務める二号機は、他の輸送機に積まれていた。

「ただいまサービス期間中！　我がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社と契けい約やくをお結びになられたお客様には、漏もれなく謎なぞの新型ＡＳとの演習をサービスいたしまーす！──ってな」

　妙みような声こわ音ねを出した溝呂木が、くつくつと肩かたを震ふるわせる。

〈レイヴン〉の『地方巡じゆん業ぎよう』は溝呂木の発案だが、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．内でも時期尚しよう早そうだと反対の声が大きかった。だが日本側の責任者である霧きりヶが谷や代議士の強い後押しもあり、実じつ施しされることになったのだ。

「ずいぶん楽しそうだな、溝呂木のセンセイ」

「そりゃまあな、何せようやく本番に入れるんだからよ。お前もロックにいけよ、坊ぼう主ず」

「あーはいはい、ロックっすねロック」

「おいこら、ロックって言葉を軽々しく使うんじゃねえよ！」

「あんたが一番、軽々しく使ってるでしょうが！」

　溝呂木の言動にも段々と慣れてはきたが、やはり意味不明だ。と、そこにユースフが口を挟はさんできた。

「〈ブレイズ・レイヴン〉か、確かに悪い機体ではないな。もっとも、我が〈ヴォルフ〉には及およばぬが」

　カリフォルニアのキャンプに残した自分の愛機を思い出したのか、ユースフの小鼻がわずかに膨ふくらんだ。

（……あれ？）

　ユースフの態度に、達哉は一つ疑問を抱いだく。

「なあ、ハッサンさんやサミーラはラシッド王国まで〈シャドウ〉持って帰るんだろ。なのに〈ヴォルフ〉はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に置きっぱなしでいいのかよ？」

「そのことか」

　達哉の指し摘てきにも、ユースフは悠ゆう然ぜんとした態度を崩くずさない。

「〈シャドウ〉と違ちがい、あの〈ヴォルフ〉は軍のものではない」

「……は？」

「あくまで私の私物だ。購こう入にゆう費用も国家予算からではなく、王室の資産から出ている」

「「ちょっと待て──!!」」

　あまりの言い種ぐさに、達哉とカルロスは異口同音につっこんだ。

「ポ、ポケットマネーでＡＳ買ってんじゃねえよ、このボンボン!!」

「く、くそ、これだからブルジョワって連中は──」

　歯ぎしりする二人の態度に、ユースフも眉まゆをひそめる。

「我がケートル王家を、富裕市民層ブルジヨワジーと同一視されるのは心外だぞ」




　カリフォルニアから東に進んで北米大陸を横断。フロリダで給油と輸送機の点検を済ませた後、大西洋を渡わたってマランパ共和国まで。旅程は順調に進んでいた。

「……眠ねむれん」

　兵員シートの上でアクリルのブランケットにくるまりながら、達哉はぼやく。

　断続的な振しん動どうに固いシート。人間すら『貨物』として運ぶ輸送機の乗り心地ごこちには、まだ慣れない。

（よく眠れるよな、みんな）

　仮か眠みん中の同どう僚りようを見回す。兵隊暮らしが長いバクスターたちはともかく、ユースフまで安眠していた。

「────ん」

　小さな声とともに、達哉の右肩に何やら重みがかかる。

「何だよ──ってオイ」

　アデリーナだった。まだ眠ったままの彼女が、達哉にもたれかかっている。

　端たん整せいな細ほそ面おもての顔立ちからは、いつものきつい表情が消え去っており、年相応のあどけない素す顔がおをさらしている。

　そしてタンクトップの胸むな元もとからは、深い谷間がのぞいていた。

「……あ」

　そんな無防備な姿に、思わず達哉は声を出した。

　決して！　断じて！　万に一つも！　劣れつ情じようを催もよおしたのでは──ない!!

　言うなればこれは、真の芸術というものを目にした時の賛さん嘆たんに等しいのだ。美と真の探求こそは人が獣けものを脱だつした証あかしであり、ゆえに今アデリーナの胸をガン見しているのは決してやましいことではなくそれは今に残るギリシア彫ちよう刻こくの多くが男女を問わず裸ら体たいであることが証明していてでもぶっちゃけ作り物でも野や郎ろうのフリチンだけは勘かん弁べんして欲しいミロのヴィーナス万ばん歳ざい──

「ああ、分かったヘウレーカ」

　つまり俺は、リーナのおっぱいが見たいのだ!!

　完かん璧ぺきな黄金比を描えがく、なだらかな曲面。美と神秘の極きよく致ちを見いだすため、達哉の視線は真っ白な双そう丘きゆうの頂を目指す。そしてついに──

　と、不意にアデリーナが、何の前まえ触ぶれもなく両目を見開いた。

「うおっ!?」

　間近から灰色の瞳ひとみにのぞきこまれ、達哉は大きくのけぞった。そんな彼を尻しり目めに、アデリーナは小さく伸のびをする。

「何をしているのだ、君は？」

　やや呆あきれた声でそう告げ、腕うで時計を確かめる。

「あと一時間半で到とう着ちやくだな。時差ボケで無様な姿を見せないように、体調は整えておけ」

「お、おう……」

（バ、バレてないよな？）

　下心を見み透すかされた気がして、どうしても達哉はアデリーナの姿を正視できなかった。




　練り絹のように白い肌はだを、熱い湯の玉たまが流れ落ちる。半月ぶりの感覚に、三さん条じよう菊きく乃のは思わず満足の吐と息いきを漏らした。

「ああ……生き返りますわ」

　モロッコ経由でマランパに密入国し、反乱軍勢力と合流して一ひと月つきあまりになる。その大半を密林のキャンプで過ごし、体を洗うことさえままならない日々が続いていた。

　だが、それも終わりだ。昨日の攻こう勢せいで反乱軍は、東部の要よう衝しようであるマブル鉱山の占せん拠きよに成功したのだ。

　奇き襲しゆうを受けた政府軍はあっけなく敗走し、鉱山の設備は、無傷で反乱軍が接収した。菊乃が堪たん能のうしているシャワーも、その一つだ。

「いいお湯よ、あなたも入ったら？」
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「姉さんが上がったらね」

　腰こしまである黒くろ髪かみを丁てい寧ねいに洗いながら、菊乃はシャワー室の外で見張りをしていた弟の旭あきらに呼びかける。

『男集団の中、兵の獣じゆう欲よくから、うら若くか弱き乙女おとめを守りなさい』──そう立りつ哨しようを命じたのだが、実はそれほど心配してはいない 。

　ここ一月の彼女の戦いぶりは、味方であるはずの反乱軍にすら、恐きよう怖ふを刻みこむのに十分だったのだから。

「それと、首都から連れん絡らくがあったよ」

「小お父じさまは何ておっしゃってた？」

　わずかに速まる胸の動どう悸き。弟の返答は、果たして期待通りのものだった。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の連中、予定通りに来たってさ」

「──まあ」

　わずか一言、その一言に雄ゆう弁べんな想おもいを乗せる菊乃。シャワーを止め、見事なプロポーションの裸ら身しんをタオルで拭ぬぐう。

「それじゃあ、ちゃんと歓かん迎げいしないと」

「そうだね、たっぷりと」

　含ふくみ笑いを浮うかべる旭。一方の菊乃は、そっと胸元に手を当てる。

「お会いするのが待ち遠しいです、達哉さん」

　蜜みつのように甘く、毒のように熱い声で、少女は思い人の名を口にした。




　　　　２




　青空には雲一つなく、天頂では太陽が輝かがやいている。

　ここはマランパ共和国の首都コイド、その近きん郊こうの国際空港だ。到着した達哉たちを出で迎むかえたのは、熱帯の強きよう烈れつな陽光だった。

「あ、暑い……」

　コンクリート舗ほ装そうされた駐機場エプロンの片かた隅すみで、だらしなく野戦服を着き崩くずした達哉は、手を休めてぼやいた。

　汗あせで濡ぬれたシャツが肌に張り付き、ひどく気持ち悪い。

「こら小こ僧ぞう、口を動かす暇ひまがあれば手を動かせ」

「了りよう解かい！」

　バクスターの叱しつ責せきに慌あわてて背筋を伸ばし、達哉は輸送機からのＡＳ搬はん出しゆつ作業を続行する。ここからはマランパ軍の輸送車両にＡＳを載のせ替かえて、陸路で基地へと向かうことになるのだ。

「今は乾季の始まりですから。もう一月ほど早ければ、雨季のスコールに悩なやまされたでしょうね」

　機材のチェックをしながら、ベルトランはマランパの気候について講こう釈しやくする。

「ベルさん、この国のことに詳くわしいっすね？」

　何気なく達哉が聞き返すと、ベルトランはふとその手を止めた。

「少々、縁えんがありまして」

「ふーん──っと、これでよし」

　とくに意識せず聞き流しながら、達哉は輸送車両に〈レイヴン〉の固定を終えた。額の汗を拭う。

「おーいユースフ、そっちはどうだ？」

「こちらも作業終しゆう了りようだ。それにしても──」

　隣となりの車両に〈シャドウ〉を積み終えたユースフが、ふと顔を上げる。

「それなりに設備は整っておるな」

「そんなものか？」

　その意見に、達哉は首を傾かしげた。

「アスファルトで舗装された三〇〇〇メートル級の滑かつ走そう路ろを二本備え、ターミナルビルや管かん制せい塔とうといった設備も充じゆう実じつしておる。我がラシッドのハーイル国際空港にも劣おとらぬな。内戦中の貧ひん困こん国というから、土剥むき出しの滑走路に吹ふき流しのみ、くらいは覚かく悟ごしておったのだが」

「いや、さすがに国際空港でそれはないだろ」

　と、そこに政府軍の将校と打ち合わせをしていたバクスターが、大声を張り上げた。

「教導班と戦術分ぶん析せき班は集合だ！」

　その指示に、達哉とユースフは顔を見合わせる。

「まだ作業、全部は終わってないよな？」

「だが呼ばれたからには行くしかあるまい」

　わらわらと集まってくる、いつものメンバー。

「どうしたのだ、班長」

「カロン大統領閣下から直じき々じきのお招きだ」

「は？」

「官かん邸ていで俺たちとお会いしたいらしい」

　気乗りしなさそうな声で、バクスターはそう告げた。




　結局ＡＳをはじめとする機材の運うん搬ぱん作業は、整備課や輸送課といった兵へい站たん部門の社員に任せることになった。そのため大統領官邸に向かったのは、達哉たち五人のＡＳオペレータと、分析官のベルトランのみだ。

「独裁者にお目通りねえ」

　気の進まない声でぼやきながら、達哉は官邸から差し回された車を見やる。ずいぶんとくたびれた、二台の軍用車ハンヴイーだった。

「リーナ、お前は小僧とユースフのお守もりをしていろ」

「了解した。いくぞ、二人とも」

　いつも通りムッツリ顔のアデリーナにうながされ、達哉とユースフは後部座席に乗りこむ。

「くそ、まだ半人前あつかいかよ」

「仕方あるまい」

　毒づく達哉と対照的に、ユースフの反応はごく自然なものだった。

　三人を乗せ、軍用車は走り出す。サスペンションもシートも完全にへたりきっており、まるでトランポリンで揺ゆられているようだ。

　正直、車くるま酔よいしそうになる。

「おいおい、もう少し丁寧に運転してくれよ」

　達哉の抗こう議ぎにも、運転している兵士は答えない。どうやら英語が話せないようだ。あきらめた達哉は、せめて姿勢を整えた。

　滑走路を後にした車は、管制塔の横を通り、空港の正面ゲートをくぐって、未舗装の道路に出た。

「こいつは……」

　軍用車の後席で揺られながら、達哉は絶句した。

　赤茶けた地面に、無数のバラックがひしめいている。あり合わせの木材やトタンで建てられており、吹けば飛ぶような粗そ末まつな造りだ。まだ遠くに見える首都コイドの市街まで、延々と続いている。

　土つち埃ぼこりの舞う乾かわいた地面のそこかしこに子供たちが座りこみ、力のない虚うつろな目で周囲を眺ながめていた。

「国内難民のキャンプだな」

　隣のアデリーナが小さくつぶやいた。うつむいた顔には、暗い翳かげりがある。

「内戦で故郷を追われ、戦禍を逃のがれてきたのであろうな。そしてひとまずは、安全なように見える首都へ来たのか」

　ユースフの嘆たん息そくも、重く響ひびく。

「──難民」

　ニュースや新聞の中でしか知らない、難民という存在。それを初めて目まの当たりにし、達哉は言葉を失う。

　同情や憐れん憫びんが生まれる余地すらない。目の前に存在する現実の圧力に、ただただ圧あつ倒とうされていた。

　しばらく走っているうちにトラックは難民キャンプを抜ぬけ、本来のコイド市街にさしかかった。

「ここもひでえな……」

　再び達哉はうめく。市街地の混こん沌とんっぷりも相当なものだった。

　フランス植民地時代に建てられたとおぼしきアール・ヌーヴォー調の建物が建ち並んでいるのだが、その半数近くはほぼ廃はい屋おくと化していた。

　そして街角の至る所に、拳こぶしを振ふり上げたカロン大統領のポスターがはられていた。

『大統領と共に苦難を乗り越こえよう！』

『勝利の日は近い！』

　そんな勇ゆう壮そうで空くう虚きよな煽あおり文句が、ひどく目についた。

「プロパガンダにしては、洗練が足りないな」

　アデリーナが、呆あきれ気味の声でつぶやいた。

　狭せまい道路を車が行き交かう。信号もなければ交通整理の警官さえおらず、トラック同士が正面から向き合って立ち往生している。ふさがれた道路には後続車が詰つまり、あっという間に渋じゆう滞たいとなった。

「ちっ」

　達哉たちの軍用車を運転した兵士が、いらだたしげにクラクションを鳴らす。だがその程度で車は動けない。むしろ混乱に拍はく車しやをかけるだけだ。

　ついに兵士は、かたわらのサブマシンガンをひっつかむと、運転席の窓から身を乗り出した。

「お、おい!?」

　止める間もなく、銃じゆう口こうを空に向けて発はつ砲ぽうする。

　乾いた銃声が響き渡わたった。ぱらぱらと薬やつ莢きようが地面にこぼれ落ちる。

　泡あわを食った車が慌てて無理に道を空けようとし、接せつ触しよく事故が多発する。中には道沿いの露ろ店てんにつっこむ車まであった。

「な、何て国だよ、おい」

「まったくだな」

　絶句した達哉に、ユースフもうなずいた。

「終わらぬ内戦と、増え続ける難民。外向けの箱物が立派な反面で、市民生活に必要なインフラは手つかずのまま。足らぬ官憲に、軍の横暴か」

　指折り数えるユースフの隣で、アデリーナは物もの憂うげな仕草で窓の外を眺めていた。

「こんな仕事だ。別段、珍めずらしい光景じゃないが──」

「ないが？」

「────」

　オウム返しに達哉はたずねる。だがアデリーナから返ってきた答えは、ただ沈ちん黙もくだけだった。




　マランパ共和国大統領官邸は、フランス植民地時代の弁務官府を接収したものだ。

　本来はネオ・バロック様式で築かれた豪ごう壮そうな建物なのだが、今では庭園や屋根のいたるところにトーチカや銃座がゴテゴテと据すえられており、ほとんど要よう塞さいのような外見になっていた。

　正門前には、二機のＡＳ──〈ミストラル２〉までもが立りつ哨しようし、道行く人々を威い圧あつしている。

「やけにものものしいけどよ、こんなとこまで敵が攻せめてきたらさ、その時点でもうこの国は終わりなんじゃねーのか？　ここって大統領が住んでる本丸なんだろ」

　あれやこれやと身体検査を受けながら、達哉は小声でつぶやいた。

「そなたにしては正しい見解だな。だが往々にして、そのような単純な答えにすらたどりつけぬ為い政せい者しやもおるのだ」

　何やら遠い目で、ユースフは嘆息した。

「心当たりでもあるのか？」

「いや、何でもない。検査も終わったことだし、行こうではないか」

　ユースフにうながされ、達哉も官邸内へと入る。

　厳重な警備態勢は、官邸内部でも変わらなかった。

　要所要所に武装した兵士が立っており、出で迎むかえの将校に案内された達哉たちをじろりとにらむ。

「こちらで、閣下はお待ちになられております」

　そう告げられた扉とびらの前で、達哉たちは再度ボディチェックを受けた。

　正門前には女性の兵士がいたのだが、ここでは男の兵士のみ。それが、服の上からだがアデリーナのすらりとした肢し体たいをまさぐっている。

『……このスケベ野や郎ろう』

　思わず日本語で悪態をつく達哉。当のアデリーナ自身は、顔色一つ変えず平然としていたが。

　うんざりした内心を押し隠かくしながら、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメンバーは室内に足を踏ふみ入れた──最後の入念なボディチェックを、五分以上かかって受けた後に。

「え？」

　室内の様子に、達哉は驚おどろいた。てっきり執しつ務む室か応接室に案内されたと思ったのだが、ここは寝しん室しつだった。

　悪あく趣しゆ味みなまでに飾かざり立てられた部屋の中央に、豪ごう奢しやな天てん蓋がい付きのベッドが据え付けられている。そこに、一人の男が横たわっていた。

「よく来てくれた、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の諸君。儂わしがマランパ共和国大統領、マケニ・カロンじゃ」

　木のうろを吹き抜ける風のように掠かすれた声で、その男は名乗った。その姿に達哉は絶句する。

（ま、まさか、こいつが？）

　今までネットやポスターで見たカロン大統領は、まるでゴリラのように大おお柄がらな壮そう年ねんの黒人だった。だが実際に達哉たちが目にしたのは、まるで猿さるのミイラのように痩やせこけ、しなびた老人だったのだ。

「直じき々じきの丁てい重ちような歓かん迎げい、痛み入ります大統領閣下。私はこのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ＡＳ教導課第三班を預かるダグラス・バクスターです。そしてこちらが、カルロス・メンドーサ──」

　大統領と握あく手しゆを交かわした後、バクスターは班員を一人ずつ紹しよう介かいしていく。面めん倒どうくさそうにカルロスは頭を下げる。

　さすがにユースフはケートル王家の名を伏ふせ、『ユースフムハンマ・ビン・ドの子ムハンマドユースフ』とのみ名乗っていたが。

「驚いているのかね、儂のこの有様に」

「……多少は。公表されている写真と、その──多少の差異がありますので」

「仕方あるまいて。この国難を乗り切り、敵に打ち勝つその日まで、儂は強き指導者であることを止めるわけにはいかぬのよ」

「なるほど、確かに内戦は激化しつつある真っ最中ですからな」

「反徒どもだけではないわ！」

　バクスターが打った相あい槌づちに、カロン大統領はくわっと両目を見開く。

「米べい帝ていも共産主義アカどもも、虎こ視し眈たん々たんと我がマランパを狙ねらっておる！　奴やつらに打ち勝つ、真の独立を勝ち取らねばならぬのだ！」

（ベーテーやアカって何だ？）

　達哉は内心で首を傾かしげた。

　だが、大統領の粘ねばついた光をたたえた目は、完全に本気だった。

「そうとも。いや、このマランパだけではないぞ。今こそアフリカ全土の人民が結束して白人どもを駆く逐ちくし、真のアフリカ独立を勝ち取らねば……」

　熱を帯びた声は、もはや話している相手のことすら忘れているようだ。ぎらついた瞳ひとみには、全アフリカの指導者になった自分の姿が映っているのだろうか？

　耄もう碌ろくした老独裁者の誇こ大だい妄もう想そう、冷静に見れば裸はだかの王様そのものなのだが、達哉は笑い飛ばせなかった。カロン大統領の吹ふき出す狂きよう的てきな熱気に、すっかり当てられてしまっている。

「──閣下」

　背後に控ひかえていた秘書の言葉に、大統領ははっと我に返る。

「おお、う、うむ。さて、それでは紹介しよう」

　もったいぶった仕草で、カロン大統領が手を叩たたいた。乾かわいた音に招かれて、隣りん室しつへと続くドアが開く。

　大統領の毒気から解放され、達哉はほっと息を吐はき出し──

「おお？」

　思わず声を上げてしまった。

　隣室から姿を現したのは、二〇代半ばに見える女性将校だったのだ。

　彫ほりの深い細ほそ面おもての顔立ちで、豊満な肢体をカーキ色の軍服に押しこんでいる。黒い瞳には、どこか憂うれい気な翳かげりがあった。

「マランパ陸軍第一〇一機兵大隊長、サラ・サムラ少しよう佐さです」

　起立したＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のメンバーに向け、サラと呼ばれた将校は几き帳ちよう面めんな敬礼をした。表情は全く動いておらず、ぽってりした唇くちびるは真一文字に引き結ばれている。

（お、おお……陰かげのある美人、素す敵てきだ）

「…………」

　目を輝かがやかせた達哉を、アデリーナは半目でにらみつけた。

「サムラ少佐のＡＳ大隊は、首都防衛軍の精せい鋭えいじゃて。諸君らには、その部隊に訓練をつけてもらう」

　カロン大統領にうながされ、バクスターは握手を求めた。

「初めまして、サムラ少佐。お互たがいにとって良いビジネスを」

「こちらこそ。以前からお噂うわさは聞いておりますわ。──ええ、色々とね」

　バクスターの手を、やんわりと握にぎり替かえしたサラ。そのまま鋭するどい視線を、一いつ瞬しゆんだけベルトランに向ける。

（あれ？）

　そのわずかなやり取りに、達哉は少し驚く。常つね日ひ頃ごろから冷静なベルトランが、確かに動どう揺ようしていた。




　　　　３




　薄うす暗ぐらい通りの片かた隅すみ、半ば崩くずれた教会の陰に、一機の〈サベージ〉が身を潜ひそめていた。

機体はグレーの都市迷めい彩さいに塗ぬられており、ロシア製のＡＳライフルを構えている。

「さて、と。こっちに来るかな」

〈サベージ〉のコクピットで、一人つぶやく達哉。通りの向かいにはアデリーナの乗る〈サベージ〉が、さらに一つ向こうの裏通りにはユースフの〈サベージ〉が、それぞれ待機していた。

　この一帯はコイド市街の南東部に当たるのだが、内戦初期に市街戦の舞ぶ台たいとなって廃はい墟きよと化した後、再建もされずに放置されている。

　政府軍が市街戦の演習場として封ふう鎖さしているため、流入した難民たちも住み着けずにいるらしい。

　今はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を防ぼう御ぎよ側とした、市街戦演習の真っ最中である。攻め手側である『敵軍』──マランパ政府軍は、ここから三ブロック先の美術館（の廃墟）を目指して進しん攻こう中だ。

　迎むかえ撃うつＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は、このポイントを達哉とアデリーナとユースフの〈サベージ〉が、反対側の通りをカルロスの〈サベージ〉とバクスターの〈シャドウ〉が、それぞれ押さえている。

　ふと達哉がスクリーンをみやると、壁かべの穴から教会の内部がのぞいていた。風雨に晒さらされて朽くち果てた礼拝堂、傾かたむいたキリストの磔たつ刑けい像が哀あわれを誘さそう。

「アーメン、ハレルヤ、ナンマンダー」

　達哉が罰ばち当たりなことをつぶやいたその時、アデリーナの〈サベージ〉から通信が入った。

『オシラ３よりオシラ４および５へ、敵機の接近を確かく認にん』

「りょ、了りよう解かい」

　あわてて返答し、達哉は外部マイクの拾う音声に意識を集中させる。視界の利きかない市街地、電子兵装の貧ひん弱じやくな〈サベージ〉が頼たよりにするのはまず『耳』だ。

　聞こえた。鋼鉄の脚きやく部ぶが瓦が礫れきを踏みしめる足音と、ガスタービン・エンジンのうなり。まだ遠いが、着実に近づいてくる。

『二時方向、距きよ離りは──四といったところか。足音は三機分、うち一機は腰こしの位置が高いな。エンジン音は二機分のみ』

「そんなことまで分かるのかよ」

　まるでＡＩのように正確なアデリーナの分ぶん析せきに、達哉は舌を巻く。だが、感心している余よ裕ゆうはない。

　敵ＡＳは三機、その中にエンジン音を立てない機体が一機だけ混じっているということは──

『一機は第三世代型と見て間ま違ちがいないな』

「〈アルカンシェル〉、だっけ？」

『おそらく』

　ユースフと達哉の判断に、アデリーナも同意した。

『今回の演習で、マランパ側のＡＳは〈ミストラル２〉が四機に〈アルカンシェル〉が二機だ。それをきれいに二分しているな』

『ふむ、おそらく表と裏から同時に攻こう撃げきをかける心づもりであろう。いささか趣おもむきに欠ける手だ』

「分かっていたけど厳しいぞ。どうする？」

『この状じよう況きようでは、下手に後退はできん。かといって現時点で援えん軍ぐんを呼ぶのも論外だ。踏み止とどまるぞ』

「ＯＫ」

『了解した』

　アデリーナの指示に従い、達哉とユースフは息を潜めた。

　熱帯の猛もう暑しよに焙あぶられ、額に汗あせの玉が浮うき出る。近づいてくる足音とエンジン音。一瞬だけ廃はいビルと廃ビルの間から覗のぞく影。〈ミストラル２〉だ。

『仕し掛かけるぞ』

「おう！」

　絶好の好機に、達哉はトリガーを引いた。〈サベージ〉が構えたライフルの砲ほう口こうで、レーザー発信器が瞬またたく。

　マウリッツ・システムを駆かけ抜ぬける架か空くうの十字砲火。その焦しよう点てんに晒された〈ミストラル２〉は、瞬時に撃げき墜つい判定を下されて機能を停止する。

「うし、まずは一つ」

　操縦スティックを握る手に、達哉はぐっと力をこめる。

『前衛を第二世代型に任せたか。判断が甘いな、減点だ』

「……そうなのか？」

　アデリーナの手厳しい評点に、達哉は首を傾げた。そこに、ユースフからも通信が入る。

『私にはむしろ、小隊単位で二種類のＡＳを混在させた編制こそに問題があるように見えておる。あれでは、〈アルカンシェル〉の性能を生かしきれまいて』

『確かに〈ミストラル２〉が足を引っ張っている』

　アメリカや欧おう州しゆうといった先進諸国の軍でも、第三世代と第二世代のＡＳが混在してはいる。だが通常は機種別に部隊を編制し、それぞれに適した任務を割り振ふっている。

　例えば米軍の場合、Ｍ９が空挺エアボーン作戦やヘリボーン作戦に投入される一方で、Ｍ６は主に歩兵部隊の支し援えんに当たる。あるいは敵軍の侵しん攻こうに際して、Ｍ６は歩兵や砲兵と共同で阻そ止しに回り、Ｍ９はその機動力と打撃力を生かして反撃の要かなめとなる──など。

　だがそもそも、第三世代ＡＳの絶対数が不足しているマランパのような小国では、中隊や小隊の単位で異なる機種のＡＳが混在していることも珍めずらしくないのだ。

『なるほど。今日はその点を重点的に教育すべきかと具ぐ申しんするが、どうかな？』

『異議はないな』

「お前ら、もっと分かりやすく喋しやべってくれよ……」

　ユースフとアデリーナのＡＳ戦術論について行けず、達哉はぼやいた。自分だけのけ者にされているようで、面おも白しろくない。

「要するに、今からが本番ってことなんだろ！」

　達哉がそう気合いを入れ直した時、滑すべるような足取りでビルの谷間から一機のＡＳが姿を現した。

「来たかよ本命」

　フランス製第三世代型ＡＳ〈アルカンシェル〉──

　頭部を持たない非人間的なシルエットは、〈ミストラル〉系列の流れをくんでいる。だがその姿はよりスマートに洗練されており、独自の美学すら漂ただよわせていた。

　両手に一挺ちようずつ構えた、短砲身のカービン・ライフル。段だん違ちがいの機動性で〈サベージ〉の射線から身をそらしつつ、二つの砲門が達哉機とアデリーナ機それぞれの機体をとらえる。

「やべ！」

『クッ』

　辛かろうじて回かい避ひに成功した達哉とアデリーナ。こちらの迎げい撃げきが途と絶だえた隙すきに、残るもう一機の〈ミストラル２〉も姿を現す。

（やばい、詰つんだか？）

　達哉が焦あせったその瞬間、『敵軍』のさらに背後から一機のＡＳが飛び出す。ユースフの〈サベージ〉だった。戦場を巧たくみに迂う回かいし、絶ぜつ妙みようのタイミングで『敵』の後背を衝ついたのだ。

　挟はさみ撃ちの態勢に、〈アルカンシェル〉の動きがわずかに乱れる。同時に、アデリーナの〈サベージ〉が動いた。

『行くぞ』

　そう一言だけ告げるとアデリーナ機は遮しや蔽へいから飛び出し、〈アルカンシェル〉に猛もう射しやを加える。

「と、特攻!?　いや──」

　アデリーナらしからぬ無む謀ぼうな機動に焦った達哉だが、すぐ彼女の意図に気づいた。

　真っ正面からの無謀な撃ち合い──と見せかけて、アデリーナは回避に徹てつしている。

　乱射を相手にそれと悟さとらせず、小刻みな後退を繰くり返し、怒いかれる〈アルカンシェル〉を引き回している。まるで、熟練の闘牛士マタドールのようだ。

『うむ、見事なり』

　そして孤こ立りつした〈ミストラル２〉には、ユースフの〈サベージ〉が猛然と突つっこんでいた。

（リーナが〈アルカンシェル〉を引きつけて、その隙にユースフが〈ミストラル２〉を仕留めるってか）

　アデリーナの戦術を、達哉は悟る。確かに思おも惑わく通りに戦せん況きようが進み、三対一で〈アルカンシェル〉に当たることができれば勝算も立つ。

　ならば自分のなすべきことは、アデリーナのフォローだ。

「まったく、キツイ相方を持ったもんだよ」




　細心の機動で〈アルカンシェル〉を引き回しながら、アデリーナは戦況を確認する。

　飛び出した達哉の〈サベージ〉が、ちょこまか動き回りながら〈アルカンシェル〉に銃じゆう撃げきを浴びせている。

（多少はマシになったとはいえ、相変わらず射撃はまだまだだな。相応のプレッシャーをかけているだけで良しとするか）

　一方、ユースフの〈サベージ〉は、マランパ軍の〈ミストラル２〉を圧あつ倒とうしていた。無謀にすら見えるアグレッシブな動きで、常に先手を取り続けている。

（性能で劣おとる〈サベージ〉に乗ってこれか。ラシッドでの演習に比べても、動きが格段に良い）

　おそらく指揮官の責務から解放されたことにより、ＡＳオペレータとしては本来の技量を存分に発揮できているのだろう。以前の慎しん重ちような、どこかぎこちなさすら感じさせる動きが、完全に消えている。

　ただ、問題は──

『ふ、何とも他た愛わいなきことよ。この地に、我が無ぶ聊りようを慰なぐさめる戦士フエダーインはおらぬのか』

「…………」

　何とも大おお仰ぎようで芝しば居いがかった台詞せりふ回しだが、最近のユースフはこの手の無む駄だ口を頻ひん繁ぱんに叩たたいていた。一度などスピーカー越ごしに名乗りを上げようとして、バクスターにどやされたくらいだ。

　あれは早めに矯きよう正せいするべきだ──そう考えながらアデリーナは、バクスターへの通信回線を開く。

「オシラ３よりオシラ１へ。Ｍマイク４を撃破。Ｍ５、Ｍ６と交戦中。以上」

『オシラ１了解。現在、オシラ２との共同でＭ２、３を撃破──お供は排はい除じよしたが、本命が存外しぶとい』

　バクスターの〈シャドウ〉とカルロスの〈サベージ〉で、すでに二機の〈ミストラル２〉を撃破したようだ。これで向こうの敵は〈アルカンシェル〉一機。

『三分もたせろ』

「了りようか──」

　アデリーナは言葉を切った。

『どうした？』

「……少々、まずいことになった」

　アデリーナ機のメインスクリーンに映った、達哉の〈サベージ〉。その右みぎ腕うでにマウリッツ・システムの照準レーザーが照射され、ライフルごと機能を停止していた。




「しまった！」

〈サベージ〉のコクピットで、青ざめる達哉。振り向きもしないまま〈アルカンシェル〉の放った射撃が、達哉の機体から右腕と火器を奪うばっていた。

　決して戦況を甘く見ていたのではない。甘く見ていたのではないが──結果として達哉は第二世代型と第三世代型の、隔かく絶ぜつした性能差を見せつけられた。

「ど、どうすりゃいい？」

　慌あわてて達哉は、自機を遮蔽に飛びこませる。と、〈サベージ〉のスクリーンには真っ先に撃破された〈ミストラル２〉と、そのライフルが映る。

（いや、ダメだ）

　あのライフルは使えない。ＡＳの携けい帯たい火器は敵軍に奪われても使えないよう、発射システムに高度な暗号化が施ほどこされている。第二世代型の貧ひん弱じやくなＡＩでは、突とつ破ぱすることは不可能だ。

　アデリーナ機を見やる。達哉の援えん護ごを失った途と端たん、彼女の〈サベージ〉はあっという間に追いこまれていた。いやここはむしろ、〈アルカンシェル〉と一対一で交戦してまだ持ちこたえている、アデリーナの腕を賞賛するべきだろう。

　頼たのみの綱つなのユースフも、まだ〈ミストラル２〉を仕留め切れてはいない。

「こうなったら──」

　まだ動く左手で、訓練用カッターを構え直す。もう、突っこむしかない。

「ちっ」

　遮蔽から飛び出した途端、〈アルカンシェル〉の右のライフルがぴたりと達哉の〈サベージ〉を照準した。

（あ、やばい）

　読まれていた。硬こう直ちよくする達哉に、回避起動中のアデリーナ機が頭部のメインセンサを向ける。機体越しに交かわす視線。

「──そういうことか！」

　そのわずかなジェスチャーで、達哉はアデリーナの意図を悟った。フットペダルを蹴けり、地面に倒たおれこむ。

　位置エネルギーを運動エネルギーに変へん換かんするＪロール機動で、辛うじて〈アルカンシェル〉の射撃を回避。素早く跳はね起き、そのまま後退する。

　無様を装よそおう必要はなかった。本気で必死な機動を取り、演技抜きで逃にげ惑まどう。そんな達哉機を庇かばうように、駆けつけるアデリーナ機。

　二機の〈サベージ〉が交差した瞬間──アデリーナ機は、ライフルを放ほうり投げる。

　くるくると回りながら放物線を描えがいたライフルに、達哉機はまだ動く左手を懸けん命めいに伸のばした。

「と……とどけぇぇっ!!」

　決死の叫さけびと共に、〈サベージ〉の両りよう脚あしが地面から離はなれた。マニピュレータの指先が、ギリギリ銃じゆう把はに引っかかる。マスター・アームのホイールスイッチを押しこむ。握にぎり締しめた〈サベージ〉の左手が、辛うじてライフルをつかみ取った。

　ぎりぎりのアリウープ機動を決め、そのまま発はつ砲ぽう。ノーマークだった達哉機によって真正面から不意打ちを受けた〈アルカンシェル〉は、右半身に被ひ弾だん判定を受ける。

　右腕と右脚の機能が停止し、体勢を崩くずす〈アルカンシェル〉。その隙をつき、アデリーナの〈サベージ〉が突撃する。

「いけ、リーナ!!」

〈アルカンシェル〉の応射を、〈サベージ〉は跳ちよう躍やくして回避。空中からの斬ざん撃げきが胸部に接せつ触しよくする。

　行き詰づまる一いつ瞬しゆん。その直後──撃破判定を下された〈アルカンシェル〉がその動きを停止させる。

「や、やった──のか？」

　自分でも信じられない結果に、あえぐ達哉。その耳に、ベルトランからの通信がようやく届いた。

『訓練状じよう況きよう終しゆう了りようです。お疲つかれさまでした』




　コイドの市街に、重く鈍にぶい足音が響ひびく。連れ立って進む三機の〈サベージ〉に、住民たちは慌てて道を譲ゆずった。

「ったく、トランスポーターが故障したから歩いて基地まで帰れって、何だよそりゃ」

〈サベージ〉の狭せまいコクピットで、達哉はぼやく。

「あーもう、疲れたー」

『あまりだらけるな、オシラ４。まだデブリーフィングが残っているぞ』

『少しは気合いを入れぬか』

　気の抜ぬけた声を絞しぼり出した達哉を、通信機越しにアデリーナとユースフがたしなめた。

「大金星だったんだ。少しはゆっくりさせてくれよ」

『まったく』

　だらけていた達也だが、ふとその声が真しん剣けんなものになった。

「……なあ」

『どうした？』

「この国での仕事、このまま続けていいのかな？」

『────』

　無言のままのアデリーナとユースフに、達哉はつっかえながら言葉を重ねる。

「ほら、この国って相当にアレみたいじゃないか」

　基地のフェンスの向こうに目をやると、仮設されたテントの前に長ちよう蛇だの列が出てきた。非政府組織ＮＧＯによる食しよく糧りよう配給だ。

　麦や豆、塩などを配っているのだが、行列のあちこちで順番を巡めぐるいさかいが起こっていた。

「ベルさんも言ってたけどさ、そういう国の軍隊に最さい先せん端たんのＡＳ戦術を教えるとか、ろくな結果にならないんじゃないか、って──」

『それは、私たちの判断することではない』

　明快に、アデリーナは言い切った。

『いつもバクスター班長が言ってるが、わたしたちの目的は商売ビジネスだ。顧こ客きやくに自分の技術を売ることで、報ほう酬しゆうを得ている。君は少し勘かん違ちがいをしていないか？　わたしたちがやっていることは平和維持活動ＰＫＯでもＮＧＯでもないのだぞ』

「い、いや、それは分かってるけど……」

　しどろもどろになった達哉に、今度はユースフが声をかける。

『戦いくさの大義とは、国を統すべる者こそが示すものであろう。一いつ介かいの兵や将校に、負わせるべきではない。それに、下手な同情はかえって民たみのためにならぬ』

「そりゃそうかもしれないけど、そもそも俺たちを雇やとった金にだって、もっと他に使い道が──」

『そこまでにしておけ』

　アデリーナの声は、あくまで静かだった。

『考えても、答えの出る問題ではない。矛む盾じゆんに目をつぶれとは言わないが、ある程度は割り切るべきだ。そうしないと、辛つらいぞ』

「……了解」




　達哉たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．第三班は現在、コイド市郊こう外がいのアネイル陸軍基地に駐ちゆう留りゆうしている。サラ率いる第一〇一機兵大隊が配属されているため、大規模なＡＳ格納庫が設置されている。

　他に司令部棟とうや兵員宿舎、グラウンド、射撃場などの設備が整っており、南には野外演習場も隣りん接せつしている。やや施し設せつの老ろう朽きゆう化が進んでいるものの、首都防衛の要かなめの一つとして位置づけられていた。

「終わったー、と言いたいとこだけど、まだデブリーフィングが残ってるんだよなあ」

　格納庫で〈サベージ〉から降りた達哉は、肩かたを落としてぼやいた。とはいえ口では愚ぐ痴ちりながらも、整備員が差し出した情報端たん末まつには手早くチェックを入れていたが。

「さっさと切り上げて、冷たいビールでも飲みたいよ」

「本当に染まってきたな、君も」

　連れ立って歩きながら、アデリーナが呆あきれ声でつぶやく。

「いいだろう。お前だってウィスキーボンボン食べる人だし」

「それはそうだが……」

「よし、決まりだ。明日あしたは休みだし、基地の酒パ場ブに行こう。ユースフはどうする？」

「酒はアラーの教えに反する」

「そういやそうだったな──おっと」

　格納庫の出口をくぐり、達哉たちは足を止めた。ちょうど隣となりの格納庫から出てきたマランパ軍将校と、鉢はち合あわせになったのだ。

　つい先ほどまで演習で戦っていた、サラ・サムラ少しよう佐さだった。

「これはサムラ少佐」

　アデリーナとユースフは、軽く一礼する。達哉も慌ててそれに倣ならった。

　ちらりとこちらを見やったサラは、敬礼を返してそのまま立ち去る──と思いきや、足を止めた。

「さっきの〈サベージ〉、いい動きだった。あなたたちね」

　サラは振ふり返りもしないまま、ハスキーな声でそう尋たずねてきた。アデリーナが、三人を代表する形でうなずく。

「肯こう定ていです、少佐殿どの。詳くわしい判定は、デブリーフィングまでお待ちください」

「完全に一本とられたわ。最後のアリウープなんて、特にね」

「少なくない報酬をいただいている以上、当然のことです。それに、わたしたちはチームですから」

「そう、信しん頼らいしあってるのね。うらやましいわ」

　振り返ったサラの口元に、小さな笑えみが浮うかぶ。

（あ……）

　密ひそやかで慎つつましげな笑顔に、達哉の胸は高鳴った。

（なんでこの人、こんなに寂さびしそうに笑うんだろう？）

　そんな達哉の様子に気づいたのか、サラは笑みを引っこめると、いぶかしそうに達哉を見やる。

「どうかしたの？」

「あ、いや、その……」

　たちまち達哉はしどろもどろになる。と、そこにため息まじりの声がかけられた。

「まだここにいたのですか」

　ファイルを小こ脇わきに抱かかえたベルトランだった。

「何をしているのです。もうとっくに、デブリーフィングの時間ですよ」

「あ──すんません」

　注意され、謝る達哉。と、そこにサラが口を挟はさんだ。

「あまり怒おこらないでくれない？　三人を引き留めたのは私なのよ」

「……行きますよ、三人とも」

「え、ちょっとベルさん──」

　サラの言葉を無視し、ベルトランは達哉たちに先へ行くよううながす。

「そう、私と話すことなんてないわけね」

　うつむいたサラが、低い声を絞り出す。ようやくベルトランは、足を止めて振り向いた。

「今は仕事中です」

　あくまでも事務的な言葉に、サラは奥歯を噛かみしめる。

「……臆おく病びよう者もの」

　最後にそう吐はき捨て、サラは足早に歩み去る。

「デブリーフィングなんでしょ、先に行ってるわ」
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　残されたベルトランに、達哉は遠えん慮りよがちに声をかける。

「あ、あの、ベルさん……」

「我々も急ぎましょう。第二会議室ですよ」

　答えたベルトランの声も表情も、いつも通り平静そのものだった。何となくしどろもどろになった達哉に変わり、ユースフがベルトランにたずねた。

「一つ聞きたいのだが、この演習計画を立案したのはそなたか？」

「いえ、今回のプログラムはダグが制作していますが、ああ──」

　ユースフの表情に気づいたベルトランが、小さくうなずく。

「あなたも気づきましたか」

「こうも重なるとな」

「……どういうことだ？」

　意味ありげな二人のやり取りだが、傍そばで聞いている達哉には意味が分からない。アデリーナは無言で耳を傾かたむけている。

「演習の内容ですよ。少々、腑ふに落ちないところがありまして」

「何か変なところあったっけ？」

「訓練自体は尋じん常じようなものです。問題なのは、想定状じよう況きようでしてね」

　噛んで含ふくめるように、ベルトランは達哉に説明する。いや、むしろ説明することによって、自分の考えをまとめようとしているのかもしれない。

「一〇一大隊が首都防衛を任務とする部隊である以上、市街戦の訓練が中心なのは当然のこと。ですが実じつ施しされた演習は、その大半が一〇一大隊による攻撃を想定したものです」

「この首都で、いったいどこを──」

　そうつぶやいたアデリーナが、うそ寒そうな表情になる。目配せを交かわしたユースフとベルトランは、それ以上の考察を打ち切った。

「考えすぎであろうな」

「おそらくは」

「…………？」

　最後まで達哉は話が呑みこめていなかった。




　　　　４




「起きろ、バカ者」

　マランパに来て初めての休日。朝の惰だ眠みんを貪むさぼるというささやかな幸福は、理り不ふ尽じんな声によって破られた。

「────!?」

　ベッドから叩たたき落とされた達哉は、床ゆかで腰こしを打ってごろごろと転がる。涙なみだ目めを見開くと、ブルマにジャージのアデリーナが仁に王おう立ちになっていた。

「な、何だよ？　今日、休み──」

「そうだ」

　ささやかのその抗こう議ぎに、アデリーナは力強くうなずく。

「だからこそ、気き兼がねなく自身の肉体と技量を鍛きたえ直せる貴重な一日だ。だというのに、君は──」

　きついまなざしでにらまれ、達哉は慌あわてて視線をそらす。

「まさかわたしが一走りしてきても、まだ眠ねむっていたとは思わなかったぞ。たるんでいるな、まったく」

「いやちょっと待て、俺たち教官なのに訓練するの!?」

「当たり前だろう。駆かけ足!!」

　達哉の疑問は、あっさりと無視された。

「わ、分かったよ。行けばいいんだろ、行けば」

　さらば、安あん逸いつなる休きゆう暇か。未練たっぷりのため息をつきながら、達哉は部屋から駆け出した。

「ちょうどいい機会だ。わたしは今からウェイトトレーニングをするが、君の走りこみが終わった後、久しぶりにたっぷりと揉もんでやろう」




「ぜーはー、ぜーはー」

　自分自身の喘ぜん鳴めいが、耳に響ひびく。

　ライフルにヘルメット、背はい嚢のうその他──総計三六キロのフル装備で、朝あさ霞がすみに包まれた演習場の山野を走る達哉。さすが熱帯なだけあって樹木や草が生おい茂しげっていた。

　恒こう例れいとなった朝のさわやか兵隊さんマラソンにも、ずいぶんと慣れてきた。相変わらず心臓は爆ばく発はつ寸前で、肺は酸素を求めて激しくあえいでいるが、少なくとも足取りだけはしっかりしている。

　七月から続く訓練漬づけの日々は、達哉の肉体を目に見えて逞たくましくしていた。

「おや？」

　足を止める達哉。左手から、何やら人の声が聞こえたのだ。

　そちらを見やると、霧きりの切れ目からぼんやりと人ひと影かげが浮かんでいる。身をかがめて茂みの陰に隠かくれ、様子をうかがう達哉。

「あれは……ベルさんとサラさん？」

　間ま違ちがいなく、あの二人だ。さすがに距きよ離りがあるため、会話の内容までは分からない。

　しばらく考えこんだ達哉は、荷物を下ろして腹ばいになり、そのままの姿勢で動き出した。慎しん重ちように手足を動かし、草をかき分けながら、ベルトランたちに接近する。

（これはただ、匍ほ匐ふく前進の訓練をしてるだけ。のぞきなんかじゃない……はず）

　自分自身をごまかしながら、達哉はにじり寄る。

　幸いにもベルトランたちは話に夢中で、聞き耳を立てている達哉には気づいていないようだった。

　二人の会話が聞こえてくる。

「……変わったね、サラ？」

「お互たがいにね、ベル」

（おお、何かオトナの雰ふん囲い気きだ）




　再会の言葉は、想像以上に寒々しいものだった。

　くじけそうになる心を押し殺し、ベルトランは言葉を続けた。

「サラ、君に言わなくてはいけないことがある」

「今さら兄さんのことを詫わびたい、とかだったらやめて」

「…………」

　ベルトランの決意は、ただ一言で切って捨てられた。

「やっぱり。相変わらず、頭も顔もいいのに何か足りないのよね、あなたって」

　物もの憂うげにため息をついたサラの目が、不意に鋭するどく細まる。

「それより教えて欲しいの。三年前のあなたと兄さん、先に銃じゆうを抜ぬいたのはどっち？」

「それは……」

　今さら何を言っても無む駄だではないか──そんな考えもある。

　いっそ自分が裏切り者を演じるべきではないか──そんな思いもある。

　だがそれでも結局、ベルトランは事実を告げることしかできなかった。

「マホメドだ」

「……でしょうね」

　その一言に、どれだけの莫ばく大だいな感情がこめられていたのか。

　まるで苦い薬を無理矢理に呑み下すような表情で、サラは兄の凶きよう行こうを受け入れた。

「僕も一つ聞きたい。なぜ君がまだ軍にいる？」

「他に生きていく方法がないからよ」

「そんなことはないはずだ。よしんばマランパではそうだとしても、この国を出さえすれば──」

　ベルトランの声が途と絶だえる。唇くちびるを引き結んだサラが、悲しげに視線をそらしたのだ。

「やっぱり、あなたと私たちは違うわ。どんなにあなたとマランパの縁えんが深くても、あなたはこの国の人間じゃない」

　うつむいたサラの声は震ふるえ、ひび割れていた。

「確かにあなたの言うとおり、マランパはどうしようもない失敗国家よ。それでも、私の故郷なの。この国で生まれ、育ち、骨を埋うずめる人間の気持ちなんて、所しよ詮せんはよそ者に分からない」

「そんなことはない！　僕は──」

「なら三年前、兄さんが銃を向けずに何もかも打ち明けていたらどうしてた？」

「────！」

「この国を変えるために力を貸してくれ──そう言われたら、あなたは協力してた？　ベルナール・ベルトラン、フランス陸軍大たい尉い殿どの」

「それは……」

　サラのしなやかな指が動いた。ベルトランの金きん髪ぱつをかき分け、その下に隠されていた傷きず跡あと──小さな銃じゆう創そうを優やさしく撫なでさする。

「それは、できなかった……と、思う」

「そういうことよ」

　疲つかれた声で答えながら、サラはベルトランから身を引いた。

「言っておくけど、私はあなたを恨うらんでいるわけじゃないわ。それだけは、言っておく」

「サラ──」

「サムラ少しよう佐さと呼びなさい、ベルトラン分ぶん析せき官。今の私とあなたは、そういう関係でしょう」

　きっぱりとそう言いきり、サラは基地施し設せつの方角を指さした。

「もういいわ、行ってちょうだい。二人で会うのは、もうこれっきりにしましょう」

「…………」

　わずかな躊ちゆう躇ちよの後、ベルトランは無言の一礼だけを残し、重い足を引きずるようにしてこの場から立ち去る。

　無力感にうちひしがれた背に、サラの最後の一言が届いた。

「……バカ」




（ど、どうしよう）

　思いがけない話の展開に、達哉はひたすら困こん惑わくしていた。

　せいぜい久しぶりに再会した元恋こい人びと同士の修しゆ羅ら場ば、くらいの軽い気持ちで聞き耳を立てていたら、人の生き死にに関かかわる話が飛び出してきたのだから。

（つまり三年前、ベルさんとサムラ少佐のお兄さんが銃で撃うち合って、ベルさんが相手を殺してしまったのか？　何でそんなことを）

　生なま唾つばを呑んだ達哉の方を、サラが不意に振ふり向く。

「いるんでしょう。イチノセくん、だっけ？」

（やばい、気づかれた）

　焦あせる達哉だが、今さらごまかすのは無理だ。覚かく悟ごを決め、茂みの陰から身を起こす。

「すいませんでした。その、立ち聞きなんてしてしまって……」

　神しん妙みように頭を下げた達哉に、サラは肩かたをすくめた。

「そう硬くならないでよ。別段、人に聞かれて困る話じゃないし」

「は、はあ。それにしちゃ、撃っただの何だのとやけに物ぶつ騒そうな話をしてましたけど」

　それには答えず、サラは下草から突つき出した岩に腰を下ろすと、タバコをくわえる。

「火、持ってない？」

「どうぞ」

　ポケットから取り出したジッポで、達哉はサラのタバコに火をつける。

「ありがと。あなたも一本どう？」

「あ、俺は吸いませんので」

「ライター持ってるのに？」

「あると色々便利なんですよ。火を熾おこしたりすんのに」

「ふーん、そんなもの」

「そんなものです」

　タバコを吹ふかしながら、サラはひどく醒さめた顔をしていた。

「あの──」

「何？」

　若じやつ干かんためらいながらも、達哉は話を切り出す。

「少佐とベルさんって、お知り合いだったんですか」

「…………」

　しばしの沈ちん黙もくの後、サラは小声で答えた。

「まあね。ほんの小さなころからのつきあい」

「え？　でもベルさんってフランス人ですよね？」

「あいつの親父おやじさんが外交官でね、駐ちゆうマランパ大使として一〇年近くこの国にいたの。子供のころのあいつを連れてね」

「はあ、なるほど。幼おさな馴な染じみってやつですか」

「まあね。私とあいつ、そして私の兄のマホメド。三人でいつも遊んでいたわ」

　笑えみとも呼べぬ、何かぼんやりした表情が、サラの顔をよぎった。ふと達哉は、東京の友人──楓かえでや健けん司じを思い出す。

「あいつがこの国を去り、大人になっても関係は変わらなかった。兄がフランスの士官学校に留学した時は何かと便べん宜ぎを図はかってくれたし、年に一度はわざわざマランパに来てくれたしね──三年前までは」

　サラの声が、暗い翳かげりを帯びる。話が本題に近づいたことを悟さとった達哉は、小さくつばを呑んだ。

「三年前──マランパに内乱が起こる直前のことだけど、フランスの情報部はいち早くその情報をつかんだらしいの。今も昔もフランスはカロン大統領を支持しているわけで、内乱勃ぼつ発ぱつを防ぐため色々な工作を行ったらしいわ」

「それで、ベルさんも？」

「ええ。本職の工作員でもないのに、マランパに詳くわしいものだから駆かり出されてね。それで、兄のマホメドのところに協力を求めに来たの。よりにもよって、反乱の首しゆ謀ぼう者だった兄のところにね」

「────!?」

「本当に抜けてるわよね、あいつ。子供のころから頭はいいくせに、肝かん心じんなところで大事なことを見落としてばかり。最も、気づかなかった妹の私は、それに輪をかけたボンクラだけどさ」

　憤いきどおるわけでもなく、自じ嘲ちようするわけでもなく、ただ淡たん々たんとサラは言った。

「後は、知っての通りよ。兄一人が死んだ程度で、反乱軍は首都での武装蜂ほう起きを止めはしなかった。コイドの四分の一を灰にした挙げ句、地方に飛び火した反乱は三年たっても終わる気配はなし」

　もう一本、サラはタバコを取り出した。今度は何も言われずとも、達哉はジッポで火をつける。

　不ま味ずそうに紫し煙えんを吐はき出すサラに、達哉は恐おそる恐る尋たずねた。

「ベルさんを、恨んでいるんですか？」

「いいえ」

　達哉の問いに、きっぱりとサラは答えた。

「兄さんもあいつも、いつまでも子供のころの友情を引きずってはいられなかった。大人になれば、より重い立場や責任が出来てしまう。当たり前のことじゃない」

「……そんなことは、ないですよ」

　思わず達哉は反はん駁ばくした。楓や健司の顔が、脳のう裏りにちらつく。

　確かに卒業すれば、自分がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に就職する一方で、楓たちは日本で進学するだろう。進路が異なる以上、二人との関係も変化せざるを得ない。

　だがだからといって、今の友情までもが失われてしまうはずがない。

「大人になっても変わらないものだって、きっとあるはずです」

「そう──」

　サラの口元に、ごく小さな笑みが浮うかんだ。

「あ、あの少佐。俺、変なこと言いましたか？」

「サラでいいわ。別に何でもないのよ、タツヤくん」

「ええ？　ああ、はい──サラさん」

　目を白黒させる達哉の前で、サラは言った。

「それでも、人は変わるものよ。兄さんも、あいつも、私もね──」




　　　　５




　その日の訓練は、午前中で切り上げられた。

「少し付き合え」

　その一言で達哉は、アデリーナに連れられて基地から外出することになった。

「何でまた、いきなり？」

　コイド市の外れ。相変わらずゴミゴミした通りで人ひと混ごみを避さけながら、達哉はアデリーナに尋ねる。

「君がずいぶんと腑ふ抜ぬけていたからな」

　アデリーナは、不ふ機き嫌げんそうにそう答えた。

「何があったのかは知らないが、あんな集中力を欠いた状態で訓練を続けても、百害あって一利なし。怪け我がでもされたら、こちらが迷めい惑わくだ」

「あー」

　どうやら見み透すかされていたようだ。ぽりぽりと頬ほおをかきながら、達哉は明後日あさつての方向に視線を逸そらす。

「まあいい、休日は休日だ。今日はゆっくりして、また明日あしたからの訓練に備えろ」

「わりぃ」

　軽く頭を下げた達哉は、ふと思った。

（あのこと、リーナに相談してみるか？）

　とはいえ、ベルトランとサラの話をそのままストレートに伝えるわけにもいかない。少し考えた達哉は、慎しん重ちように言葉を選んだ。

「なあリーナ、ちょっと今からたとえ話をするぞ」

「たとえ話？」

　怪け訝げんそうなアデリーナに構わず、話を続ける。

「ああ。そうだな──まず、俺がお前のマヨネーズを盗ぬすみ食いしたとする」

「……何だと？」

「それで怒おこったお前が、俺を射殺した」

「当然だな」

「その後でお前が俺の妹──由ゆ加か里りと会ったらどうする？　やっぱり負い目は感じるか」

「何だ、そんなことか」

　アデリーナは冷ややかに言った。

「たとえユカリを前にしても、恥はじることは何一つない。マヨネーズの一いつ滴てきは血の一滴に値あたいする。血に対して血の報復を果たしただけなのだからな」

「……分かった、聞いた俺がバカだった」

　酷こく薄はくかつ非情な断言に、達哉はうめく。

（つーかリーナにとって、俺の命はマヨネーズ以下の価値なのか……）

　無む性しように悲しくなってきた。先ほどまでとは別の意味で、気分が重い。

「タツヤ」

　落ち込む達哉に、アデリーナがずいっと迫せまった。

「な、何だよ？」

　至近距きよ離りからにらまれ、達哉は思わずのけぞる。

「何があったのかは知らんが、あまり妙みようなことに首をつっこむなよ」

「え？」

「こういう業界だ、誰だれでも何かしら、人に言えない事情の一つ二つは持っているものだ。すねの傷の探さぐり合いは、御ご法はつ度とだぞ」

「あ、ああ？」

　アデリーナのひどく真しん剣けんなまなざしに、達哉は思わずうなずいた。

「わ、分かったよ」

　同意した達哉の目が、ふと通りの一角に止まった。

　この一帯では様々な露ろ店てんや屋台が連なっており、ちょっとした市場のようになっている。中には明らかに盗とう品ひんとおぼしき自動車のパーツや、拳けん銃じゆうやライフルのような武器を売っている店まであった。

　そんな中に混じって、一人の少女が露店を開いていた。道ばたに座りこみ、その前にシートを広げて商品のアクセサリーを並べている。

「へえ」

　興味を引かれた達哉は、少女の露店の前にしゃがみこんだ。まだ十代前半に見える少女が、クリクリした大きな目で達哉を見上げる。

　アクセサリーとは言っても、宝石や貴金属は使われていない。木き彫ぼり細工や石細工、複雑に編み上げた紐ひもなどを、ペンダントやブレスレットに仕立てている。素そ朴ぼくだが、奇き妙みような味があった。

「これ、お嬢じようちゃんが作ったのか？」

「わたしのは、これとこれ。あとは、母さんが作った」

　客商売とは思えない無愛想な態度で、少女は答えた。

「ふーん。で、これいくらだ？」

「──米ドルで一〇ドルね」

「……いくらなんでも高くないか？　しかもドル指定って」

「外人は金持ちだから」

「ぼったくりかよ」

　公言するところが、いっそ清すが々すがしかった。

「なあ、これって何かご利り益やくはあるのか？」

「ご利益？」

「要するに、持ってるだけでいいことがあるとか、そういうお守りっぽい感じだよ」

　動物の角から削けずり出された、いかにもそれっぽいペンダントを手に、達哉はたずねる。

「ないのか？」

「──家内安全」

　むやみやたらといい笑顔で、少女はピッと親指を立てた。

「絶対今考えただろ、それ」

「そしてそっちは無病息災」

「分かった分かった、だがそれでも一〇ドルは高すぎる。このペンダントとブレスレット、二つで一五ドルはどうだ」

「……えー」

　顔をしかめた少女だが、渋しぶ々しぶうなずく。

「仕方ない、それでＯＫにしとく」

「契けい約やく成立な」

「チクショー、持ってけドロボー」

「誰に習ったんだそれ!?」

　よれよれのドル紙し幣へいと引ひき替かえに、達哉はアクセサリーを受け取る。

「日本への土産みやげか？」

　アデリーナが隣となりにかがみこんできた。

「ああ、由加里と楓にな」

「そうか」

　うなずいたアデリーナがちらちらと、露店のアクセサリーに目を向けている。

「何か気に入ったやつはあったか？」

「いくつか」

　そう答えながら、達哉に何か言いたげな視線を送るアデリーナ。

「そっか、ぼったくり価格だからしっかりいいのを選べよ」

「…………」

　達哉が気楽に答えると、アデリーナがひどく不機嫌そうな半目でにらみつけてきた。

「な、何だよ」

「何でもない」

　どうみても何かある様子だが、達哉には見当もつかない。戸と惑まどいながらも、何とか言葉を続けようとした時──

「────」

　むくれていたアデリーナが、小さく息を呑のんだ。切れ長の目が、鋭するどく細まる。

「ど、どうした、リーナ？」

　達哉にでさえ、アデリーナが緊きん張ちようしているのが分かった。

「あの男、まさかここに──」

　低くつぶやいたアデリーナが、達哉を振ふり向く。

　その姿を見て、達哉は驚おどろいた。アデリーナが、今までの訓練でも見せたことがないほど厳しい表情をしていたのだ。灰色の瞳ひとみでは、複雑に絡からみ合った様々な感情が、激しく揺ゆれている。

「野や暮ぼ用ができた」

「は？」

「君は先に帰れ」

　それだけを一方的に告げると、アデリーナは足早に歩き始めた。人混みに紛まぎれ、潜ひそみながら、通りを進んでいく。

「お、おい、リーナ──」

　事態の急転についていけず、達哉が唖あ然ぜんと見送る中、アデリーナの姿はあっという間に視界から消え去った。

「……何だってんだ一体？」




　大通りから裏通り、そして路地裏へ。

　先を進む人ひと影かげの後を追い、道を曲がる度たび、周囲の人影は徐じよ々じよに減っていく。

（誘さそわれているのか？）

　脳裏を疑念がよぎるが、それでもアデリーナの足は止まらない。空き屋同士に挟はさまれた角を曲がり──

「やはりお前か」

　背後から、低く深みのある男の声がかけられた。弾はじかれたように、アデリーナは振り返る。

　四十代半ばの白人男性が、静かに立っていた。

　半白の髪かみと髭ひげは、短く刈かり揃そろえられている。どこか眠ねむたげな眼まな差ざしをこちらに向けているが、その仕草には一分の隙すきもない。

　アデリーナにとって、よく見知った顔だった。きつく奥歯を噛かみしめ、少女は男をにらみつける。

「ステファン・イリイチ・ミハイロフ……」

「久しぶりだな。五年ぶりになるのか」

「六年だ」

「そうか。キクノたちからお前の消息を聞いた時には、少し驚いたぞ」

「よくも、そのように言えるな」

　アデリーナは唇くちびるを噛みしめる。

「なぜあの時、わたしたちを見殺しにした？」

「その理由が分からないほど、子供ではあるまい」

「……そうだな。なら言い直そう──なぜあの時、わたしだけ見み逃のがした？」

「ふむ──」

　ミハイロフは言い淀よどむ。言葉に詰つまった──というよりも、言葉の選せん択たくに迷っているように見えた。

　続けて、アデリーナは言葉を重ねる。

「あの直後、お前がロシア軍を追われてテロリストにまで身を落としたことは知っている。それはひょっとして、わたしを助けたためなのか？」

「俺としてはテロ屋ではなく、傭よう兵へいのつもりなのだが……確かに顧こ客きやくも仕事もあまり選んではいないが。それにしても、そんなつまらんことを今まで気にしていたのか？　相変わらず几き帳ちよう面めんな娘むすめだ」

「答えろ！」

「大した理由はない。要するに、ただの気まぐれだ」

　心底から興味がなさそうなその言葉に、ついにアデリーナは爆ばく発はつした。

「貴様……！」

　一挙動で自動拳銃を抜ぬき放ち──そこでアデリーナは気づいた。自分自身の白い肌はだを這はう、小さな赤い光点に。

（レーザー・サイト？）

[image: ]

　状じよう況きようから見て、狙そ撃げき手が潜んでいるのはおよそ一五〇メートル先の廃はいビル。いまだに撃うってこないのは、警告のつもりだろうか。

　そんなアデリーナに、ミハイロフは悠ゆう然ぜんと背を向ける。

「昔のことを忘れろとは言わんが、こだわりすぎると早死にするぞ」

「……くっ」

　敗北感が胸を焼く。去りゆく広い背中を見ることしか、アデリーナにはできなかった。




「確か、こっちだったよな」

　達哉は道に迷っていた。アデリーナの様子が普ふ通つうではなかったので後をつけてきたのだが、あっさりと人混みで見失ってしまったのだ。

『この街は危険だ。いいか、決してわたしの側そばを離はなれるな。自分を子牛か子羊だと思え。牧童から離れたら、たちまち狼おおかみに喰くい殺されるぞ』

　アデリーナの忠告が耳に甦よみがえった。甦ったのだが──

（お前から俺を離れてどうするんだよ!?）

　人ひと気けのない街路を、達哉は不安そうに見回す。

「えーっと、多分──うおっ!?」

　人気のない街路を不安そうに見回し──達哉は大きくのけぞる。不意に道の角から、白人の男性が現れたのだ。

「お前は……確かアデリーナの連れか」

「そ、そうですけど……どこかで会いましたっけ」

　男の言葉に、達哉は戸惑う。

　大きな男だった。逞たくましい、引き締しまった体たい躯くには、まるで巨きよ大だいな岩がん盤ばんのような存在感がある。

　決して凄すごんでいるわけでも、周囲を威い圧あつしているわけでもない。ただ存在するだけで、男は周囲を圧あつ倒とうしていた。

（待てよ、こいつ）

　男の風ふう貌ぼうが、達哉の記き憶おくを刺し激げきした。

「あんた──」

　アデリーナやバクスターから見せられた資料にあった顔だ。三条姉弟きようだいのボスである、ロシア出身のテロリスト。名は確か、ステファン・ミハイロフ。

「やめておけ」

　押しつけられた護身用拳けん銃じゆうに伸のびた手は、その一言で凍こおりついた。

「ただでさえ最近はつまらん仕事が多いんだ。この上、プライベートでまでつまらん殺しをさせるな」

　本当にどうでもよさそうに、ミハイロフは言った。軽くあしらわれた──どころか、相手にすらされていない。

「お前が探している娘なら、あっちにいるはずだ。忠告しておくが、このままあの娘むすめを連れてこの国を出るんだな」

「はあ？」

　圧倒されっぱなしの達哉だが、この一言にはかちんときた。

「何言ってんだよおっさん。俺たち仕事で来てるんだぞ」

　そういいながら、じりじりと後ずさって距きよ離りをとる。

「勝手に帰るとか、できるわけないだろう」

「……そうか、仕事か」

　達哉の返答に、ミハイロフは意表を突つかれたような、何とも言い難がたい表情を浮うかべる。同時に達哉は素す早ばやく身を翻ひるがえすと、そのまま駆かけ出した。

「仕事なら、仕方ないな」




「あれでよかったのでしょうか、ステファン・イリイチ？」

　ミハイロフに、小こ柄がらな人影が駆け寄る。旭だった。

　分解したライフルを詰めたケースを背負っており、姉と瓜うり二ふたつの顔には若じやつ干かんの困こん惑わくが浮かんでいる。

「ああ、かまわん。面めん倒どうをかけたな」

「いえ、それは別にかまいませんが」

　そう答えながらも旭は、もの言いたげにこちらを見ている。

「どうした？」

「お知り合いだったのですね、彼女と」

「ん、ああ……お前たちからあの娘の消息を聞いた時は、少し驚いた」

「因いん縁ねんに、ですか？」

「いや、この業界の狭せまさにだ」

「……ああ、そうですか」

　予想外に平へい凡ぼんな答えに、旭はため息をつく。

「それにしても、あの二人を見逃して良かったのですか？　作戦の直前ですよ」

「ここでＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の人間を始末すれば、かえって藪やぶ蛇へびになる。それに、キクノのことがな」

「姉さん、ですか？」

　怪け訝げんそうな旭に、ミハイロフはうなずいた。

「せっかくあの気まぐれな娘が本気になっているのだ。わざわざぶら下げたニンジンを捨てることもあるまい」

「すいません、あんな姉で本当にすいません」

　慨がい嘆たんするミハイロフに、旭はひたすら頭を下げた。




「──以上で、報告は終わりです」

　大統領官かん邸てい、カロン大統領の寝しん室しつで、サラは口頭による報告を終えた。

「なるほどの」

　大統領は、鷹おう揚ようにうなずく。今日は体調が良いのか、ベッドを離れてソファーに腰こしかけていた。

　小さなテーブルの上には、封ふうを切ったワインとグラスが並んでいる。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．とやらとの訓練、順調に進んでおるか」

「はい。日々、小官の至らなさを自覚させられておりますが」

「いやいや、そちはよくやっておるよ。何と言ったか──そうそう、マホメドの分もな」

「────」

　兄の名を出され、サラの顔は強こわ張ばる。

「閣下、そのような反逆者の名はお忘れ下さい」

「すまぬすまぬ、そちの働きは、兄の不忠の埋うめ合わせをするに十分──そう伝えたかっただけよ」

　大統領は、なぶるように笑っている。サラは気づかれぬよう、唇を噛みしめた。

「さて、そちの働きに、一いつ杯ぱい進ぜよう」

　新しいグラスに、大統領はワインを手ずから注いだ。

「さあさあ、飲むがよい」

「は、頂ちよう戴だいいたします」

　サラが足早に近づく。その目前で大統領は、不意にグラスを逆さまにした。

「え？」

　こぼれ落ちたワインは、大統領の裸足はだしの右足にぶちまけられた。指先から、赤い滴しずくがしたたり落ちる。

　手を滑すべらした、というわけではないようだ。カロン大統領の笑えみは、ますます深まっている。

「閣下？」

　怪訝そうなサラの前で、大統領はワインに濡ぬれた右足を上げる。

「どうした、早はよう飲め」

　その一言で大統領の言わんとすることを悟さとり、サラは唇くちびるを噛かんだ。

（そういう趣しゆ向こうか）

　こみ上げる嫌けん悪おで背筋が震ふるえるのを、懸けん命めいにこらえる。

「まさか、儂わしの酒が飲めぬのか？」

　もはや是ぜ非ひもない。

　サラは大統領の面前で、床ゆかに手と膝ひざをついた。伸ばした真っ赤な舌が、枯かれ木のように痩やせた足を這う。

「そうだ、それで良い」

　まるで犬のように、自分の足からワインを舐なめとる美女の姿に、老人は無情の喜き悦えつを覚えた。

「これからもせいぜい励はげめよ、儂のためにな」

　老人の奇き怪かいで醜しゆう悪あくな哄こう笑しようが、豪ごう奢しやな部屋に陰いん々いんと響ひびいた。
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　コイド市の夜は深い。

　電気の供給がまともになされていないため、ほとんどの家々で夜は早々に眠ねむりにつくのだ。

　悲しいほどに美しい星空の下、沈ちん黙もくに沈しずみこんだ町並みで、とある家では窓にランプの灯ひが揺ゆれていた。

　傾かたむき、吹ふけば飛ぶようなあばら屋。その片かた隅すみで、アクセサリー売りの少女は熱心に素材を吟ぎん味みしていた。

「もうお前も休んだら？」

　部屋の隅すみで横になっていた母親が、咳せきこみながら言った。去年から患わずらった胸の病やまいのせいで、ひどく痩せ細っている。

「わたしなら大だい丈じよう夫ぶだよ」

　手を休め、少女は母に笑いかける。

「今日は稼かせぎがよかったから。今月のお薬も買えたし、わたしも久しぶりにお腹なかいっぱい食べれた。お母さんもゆっくり休んで、早く体を治して」

「いいお客が来てくれたもんだねえ」

「うん、ちょっと間が抜ぬけてたけど」

　何せ、一個一ドルで売っているアクセサリーを、二個一五ドルで買ってくれたカモがいたのだ。お人ひと好よしな東洋人の顔を思いだし、少女は感謝する。

　おかげで今日の夕食は、いつも親子で分け合っているパンを、それぞれ一つずつ食べることができた。しかもおかずに、酢す漬づけの野菜まで買えたのだ。普ふ段だんの生活からは、考えられない贅ぜい沢たくである。

　この幸運を、このまま逃のがす手はない。

「あのお客の言ってたことは、正しい。アクセサリーにおまじないという発想、わたしにはなかった」

　商品への付加価値の付ふ与よというのは、確かに見過ごせないビジネスモデルである。

「善は急げ。さっそく今晩から始める」

　グッと拳こぶしを握にぎり、決意を新たにする少女を、母はじっと見つめていた。

「まず手始めに、このブレスレットを──」

　そこで少女は、ようやく異変に気づいた。

「……明るい、ねえ？」

　母もまた、怪訝そうな声を上げる。

　拾いもののビニールシートを貼はった窓まど越ごしに、いつの間にか外から光が差しこんでいるのだ。

　赤々とした、ひどく禍まが々まがしい光が。

「ちょっと見てみる」

　不ふ吉きつな予感に突き動かされ、少女は窓に駆け寄った。薄うす汚よごれたビニールシート越ごしでは、ぼんやりとした光源があることくらいしか分からない。隙すき間まから外をながめる。

「……え？」

　街が、燃えていた。

　市街の反対側、家々を包む炎ほのおが夜空を焦こがしている。そして炎の赤の中で動く、黒い巨きよ大だいな影かげ。

　影が一歩踏ふみ出すごとに、鈍にぶい轟ごう音おんが夜の静寂しじまを打ち砕くだいていく。

　少女の体が、小刻みに震え始める。

　三年前の情景が、少女の脳のう裏りに甦よみがえる。父を殺され、家を燃やされ、何もかもを無くしたあの日のことが。

「ど、どうしたんだい、お前？」

「お母さん、早く逃にげなきゃ」

　戦争が、またやってきたのだ──




「今、帰った……」

　眠い目をしょぼしょぼさせながら、達哉はあてがわれた兵員宿舎の部屋に戻もどった。

「ご苦労」

　ドアの軋きしむ音で目を覚ましたのか、同室のユースフがベッドの上から声をかけてきた。「つーか、班長も慎しん重ちようすぎだってーの。いくらテロ屋の親玉と会ったからって、わざわざ俺たちが夜の見張りをする必要があるのかよ」

　盛せい大だいにあくびをしながら、達哉は不平をもらす。

　アデリーナや達哉からミハイロフのことを知らされたバクスターは、マランパ軍に報告すると共に、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．でも独自の行動を開始した。

『仮に襲しゆう撃げきがあったとして、ＡＳが潰つぶされたら手も足も出せんからな』

　かくして達哉たちＡＳ教導班のメンバーも、夜間に交代でＡＳ格納庫に詰つめることとなったのだ。

「明日あしたも朝から演習だろ。疲つかれてポカやらかしたら、それこそ本末転てん倒とうじゃねえか」

「愚ぐ痴ちを言ってる暇ひまがあるならば早く休め」

「へいへい、言われなくてもそうするよ～～、っと」

　服や靴くつを脱ぬぎ散らかしたまま、達哉は固いベッドに倒たおれこんだ。急速に意識が薄うすれ、眠りの園そのへと転げ落ちるまさにその時──

　突とつ然ぜんの轟音が、達哉の意識を蹴けり起こした。

「な、なんだぁ!?」

　寝ねぼけ眼まなこで周囲を見回すと、ユースフはすでに飛び起きていた。

「急げ！」

　珍めずらしく焦あせりを帯びた怒ど鳴なり声を上げ、ユースフが窓の方を指し示す。そちらを見やった達哉は、息を呑んだ。

　宵よい闇やみに沈んでいるはずの基地が、ひどく明るい。司令部棟とうが炎えん上じようしているのだ。目をこらせば、西に広がるコイド市街からも、いくつか火の手が上がっている。

「え──火事？」

　まだ目覚めきっていない達哉の顔が、瞬しゆん時じに引きつった。目の前を横切る巨大な影。カエルを思わせる頭部が、こちらを見つめている。

　暗中、燃えさかる炎に照らされた〈サベージ〉の姿は、見慣れたＡＳとは思えないほど禍々しい。

「ほ、本当に来やがった……」

「タツヤ！」

　怒ど声せいとともに、達哉の体はユースフに押し倒されていた。ほぼ同時に、〈サベージ〉頭部の機き関かん銃じゆうが火を噴ふいた。

　水平に走った一四・五ミリ弾だんが、部屋をズタボロに引き裂さく。ＡＳ戦では牽けん制せいにしかならない補助火器でも、人体ならば一発でミンチにできる。それが毎秒一〇発以上も叩たたきつけられてくるのだ。

「────!!」

　もはや、悲鳴をあげることすらできない。天てん井じようが、壁かべが、床ゆか板いたがズタボロに引き裂かれ、大小の木もく片へんが伏ふせた達哉たちに降り注ぐ。

「くっ」

　崩くずれた梁はりの欠片かけらに背中を打たれ、ユースフが小さく呻うめく。

　圧あつ倒とう的な鋼鉄の暴力は、だが唐とう突とつに止やんだ。

「い、生きてる……俺、ちゃんと生きてる」

「馬ば鹿か者もの、逃げるぞ！」

　ユースフに怒鳴りつけられ、達哉は慌あわてて跳はね起きた。腰こしを浮うかせながら窓の外を見やり、ライフルの銃じゆう口こうをこちらに向けた〈サベージ〉に気づく。

（あ、こりゃ死んだな）

〈サベージ〉の標準的な主兵装であるロギノフＢＫライフルの口径は三七ミリ。先ほどの機関銃の倍以上だ。今度こそ一発で、達哉のちっぽけな肉体を部屋ごと跡あと形かたもなく消し飛ばすだろう。

　なかば覚かく悟ごした精神とは別に、肉体は無様なまでに生き抜こうとあがく。半ば倒れこむような姿勢で部屋から飛び出そうと駆かけ出し、それを嘲あざ笑わらうように〈サベージ〉のライフルが放たれ──

　轟音。

　異音。

　爆ばく音おん。

　吹き飛んだのは、〈サベージ〉の方だった。横合いから三七ミリ弾の猛もう射しやを浴び、全身に弾だん痕こんを穿うがたれて横転する。

『生きているか、小こ僧ぞうども!!』

　聞き慣れた野太い怒鳴り声とともに現れたのは、一機の〈シャドウ〉だった。その左ひだり肩かたに記されたＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のマーク。間ま違ちがいない、味方だ。

　思わず安あん堵どにへたりこんだ達哉と対照的に、ユースフは鋭するどい声で〈シャドウ〉に問いかけた。

「バクスター班長、状じよう況きようは!?」

『詳くわしい状況はさっぱりだが、反乱軍の奇き襲しゆうで間違いあるまい。少なくとも、市街とこの基地に仕し掛かけられている』

〈シャドウ〉に乗ったバクスターが、スピーカー越ごしにそう答える。その背後では別の〈シャドウ〉が、〈サベージ〉の胸に単分子カッターを突つき立てていた。動きからして、おそらくカルロスの機体だろう。

『二人とも格納庫へ急げ。機体にはもう火は入れてある』

「了りよう解かい!!」

　急ぐユースフと反対に、達哉は足を止めてバクスターの〈シャドウ〉を見上げる。

「あのー、班長」

『どうした!?』

「ま、また実戦っすか？」

『不本意だがな。降りかかる火の粉は払はらわねばなるまい』
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「で、でも、狙ねらわれてるのはこの国の軍隊なんだし、大人しくしていれば俺たちは見み逃のがして──」

『もらえるわけないだろうが、この阿あ呆ほう!!』

「ですよねー！」

　結局、涙なみだ目めで達哉は駆け出した。




『来たか、遅おそいぞオシラ４』

　格納庫の近辺では、アデリーナの乗る〈ブレイズ・レイヴン〉二号機がライフルを構えていた。

　コールサインで呼ばれ、達哉は唇くちびるを情けない形に歪ゆがませる。

「仕方ねえだろ！　俺は兵隊でも何でもないんだよ！　遅おくれることぐらいあるよ!!」

『何をわめいている、急げ！』

「くそー、やればいいんだろやれば！」

　未練たらしく愚痴りながら、格納庫に駆けこむ達哉。ちょうどユースフの乗る〈シャドウ〉が身を起こしたところだった。

「おう、待ちかねたぞ坊ぼう主ず」

〈ブレイズ・レイヴン〉一号機の脇わきで、溝呂木がにやりと笑う。いつ弾たまが飛んでくるか分からない戦場でも、この技術者はあくまでロックだった。

「機体はもう立ち上げている。いつでも出れるぞ」

「了解」

　その声に送られ、達哉は〈レイヴン〉のコクピットに飛びこんだ。ハッチが閉じ、マスター・スーツが全身を締しめ付ける。

　大きく深呼吸をする。この期ごにおよんでようやく今さら、意識をＡＳオペレータのものに切り替かえた。

「ゴーシュ、全関節のロック解除、マスターモードは１だ。バイラテラル角は三・二で頼たのむ」

《了解ラージヤ》

　ＡＩが答えるのと同時に、機体がごくわずかに傾かたむく。ゆっくりと身を起こしながら、達哉は兵装をチェック。

　固定兵装なし。背部ハードポイントにマウントされた一〇式単分子カッターと、後──

「センセイ、ライフルは？」

　達哉のその問いに、スクリーンの溝呂木はばつが悪そうに頭をかいた。

『……用意していた実弾のマガジンが少ないらしくてな、あれくらいしか残っていないんだわ、こいつが』

「アレって？」

『だから、アレだよアレ』

「ゲッ」

　溝呂木が指し示した方向を見やり、達哉の顔が引きつった。

　それを一言で言えば、ＡＳサイズの巨きよ大だいな十文字槍やりだった。

　槍の長さは一〇メートルを越こえる。ＡＳの全高を超こえる長大な柄えの先せん端たんで、三みつ叉またの単分子カッターが穂ほ先さきとして備えられていた。

　さらにその穂先の根本部分には、短砲ほう身しんの散弾砲シヨツト・キヤノンまでマウントされている。

　恵比寿重工が開発したＡＳ─１専用装備──〈ドラゴンフライ〉近接戦せん闘とうシステム。

「俺に使いこなせるのか、アレを？」

『〈シャドウ〉での運用テストは済んでいるんだ。何とかなる、多分』

「…………」

　無責任な言葉に送られ、〈レイヴン〉は槍を手にした。機体の手の平の接続端たん子しを介かいして、火器管制システムＦＣＳが〈ドラゴンフライ〉を認にん識しき、スクリーンの右側に槍のアイコンが表示される。

　続いて戦せん況きようを確認する。データリンク機能でＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＡＳから送られた大量の情報を、ＡＩが高速で処理する。最も近きん距きよ離りのターゲットは──

《〇時方向、距離三》

「近いな」

　ゴーシュの報告に、達哉は小さく舌打ちする。とはいえ、泣き言を言っている余よ裕ゆうなどない。

「行くぜ！」

　整備員の退たい避ひは確認済み。達哉は気合いの声と共に、ペダルを踏ふみこんだ。コンクリートの床ゆかを蹴けった〈レイヴン〉は、一跳とびで格納庫から飛び出す。

　視界が広がる。スクリーンに映し出された黒い影かげに、赤い逆Ｕの字のターゲット・マーカーが重なった。

　最優先ターゲット──ＡＳだ。

「セ、〈セプター〉？」

　両手でライフルを構えた〈セプター〉が、銃口を〈レイヴン〉に向ける。

（まさか、菊乃か）

　脊せき髄ずいを戦せん慄りつが走り抜ぬける。だが、達哉の動きはよどみない。フットペダルを蹴りこんで左前方に跳ちよう躍やくしつつ、操縦スティックのスイッチを押しこむ。

「ブースト！」

　アジャイル・スラスタが、一いつ瞬しゆんだけ作動する。空中にいる〈レイヴン〉の移動方向を、右斜ななめ前へと修正。さらに、手にした〈ドラゴンフライ〉の穂先からも、プラズマの奔ほんり流ゆうが迸ほとばしった。

　ＡＳ─１の専用装備である〈ドラゴンフライ〉には、推進力補助のため小型のスラスタが内蔵されているのだ。

〈ドラゴンフライ〉の補助スラスタによって推進のベクトルをねじ曲げ、機体を急旋せん回かいさせる。結果として〈レイヴン〉は、一瞬で〈セプター〉の背後を取っていた。

〈レイヴン〉の姿を見失い、〈セプター〉はありありと戸と惑まどっている。

（こいつ、菊乃たちじゃないな）

　内心でそう断じながら、達哉の〈ブレイズ・レイヴン〉は旋回の勢いのまま〈ドラゴンフライ〉を振ふり回す。

　突き専用の武器という印象の強い槍だが、実のところその用法は刺し突とつだけではない。

　足軽たちのつくる槍やり衾ぶすまでさえ、ただ穂先をそろえて突き出すのみではない。一いつ斉せいに持ち上げて上方から叩たたくなど、状況に応じて様々な戦法を取るのだ。

　言わんや名のある武者が振るう槍ならば、その技わざは突く・払う・斬きる・跳はねる・叩くとまさに変へん幻げん自在。特に〈ドラゴンフライ〉が模した十文字槍は、穂先の左右に伸のびた刃はを用いることで、さらに多様な用よう途とを誇ほこっていた。

　一部の流派では、『槍は斬るもの、刀は突くもの』と教えることさえあったという。

　無論、そんな武術の心得など、達哉にあるはずもない。だがこの土ど壇たん場ばで繰くり出した一いち撃げきは、槍という武具の本質に限りなく一いつ致ちしていた。

　寸前で気づいた〈セプター〉は身をかがめるものの、地面と水平に走った〈ドラゴンフライ〉の穂先は、ライフルの銃じゆう身しんを叩き斬る。

　武器を失った〈セプター〉は、そのまま後方に跳び退のいた。

「逃にがすかよ！」

　叫さけぶなり達哉は、操縦スティックの兵装選せん択たくスイッチを操作。ＨＵＤヘツドアツプデイスプレイに表示された〈ドラゴンフライ〉のアイコンが、『モードＡ』から『モードＢ』に切り替わる。

〈ドラゴンフライ〉を腰こし溜だめに構え、トリガーを引く。機体の発した発砲信号が十文字槍に伝わり、その穂先が射出された。

　完全に意表を突かれたのか、〈セプター〉の動きが止まる。飛来した三つ叉の穂先は、その下腹部を見事に捉とらえた。再度トリガーを引くと、槍の柄と穂先を繋つなぐワイヤーが巻き取られ、〈セプター〉の動きを完全に拘こう束そくする。

　トドメとばかりに、トリガーを引く。〈ドラゴンフライ〉に内蔵された、五七ミリの砲門が吼ほえた。いくら射しや撃げきが苦手な達哉でも、この距離では外しようがない。

　三発の大口径徹てつ甲こう弾だんが続けざまに命中し、〈セプター〉の腰から下を吹ふき飛ばす。下半身を失った〈セプター〉は、無力化されて地面に転がった。

「イロモノと思ったら、意外と使えるじゃないか」

〈ドラゴンフライ〉の穂先を巻き戻もどし、達哉は満足そうにつぶやいた。頭上で大きく槍を振り回し、ぴたりと見み得えを切る。

「ふ、決まった」

『ほう、中々に見事な手並みではないか』

　ユースフの〈シャドウ〉から通信が入る。こちらも三機の〈サベージ〉を、鮮あざやかに無力化していた。

『だが、最後の構えがよろしくないな。槍の穂先を上げてみよ。それでずいぶんと見み栄ばえが上がる』

「なるほど、こんな感じか」

『うむ、悪くはないな。あと半歩だけ右足を踏みこみ、左ひだり肘ひじを引くがよい』

「ふむふむ──ってこんなことしてる場合か!!」

　ようやく我に返った達哉は、慌あわてて操縦スティックの音声入力スイッチを押しこむ。

「ゴーシュ、マスター・モード３だ。レーダーをアクティブにしてくれ」

《了りよう解かい》

〈レイヴン〉の頭部と胸部のフェイズドアレイ・レーダーが作動し、各種の電磁波が闇やみ夜よを探査する。

　周囲に存在する、ＡＳサイズの移動目標は七つ──その全すべてが、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．かマランパ軍の識別信号を発している。達哉は安あん堵どした。

「静かになったな」

『初動で奇き襲しゆうを凌しのげたのが大きかろう。もし最初の一撃で無人のＡＳを潰つぶされていたら、手も足も出ぬところであったわ』

「結局、バクスター班長の判断が正しかったんだな」

　散々文句を言った後だけに、どうにもばつが悪い。

　と、そこに新たな通信が入る。

『こちらナウシズ３。各員、報告を願います』

「ナウシズ──ベルさんか。無事だったんだ」

　ほっと達哉は息をつく。

『こちらオシラ３アデリーナ、司令部棟とうの火事は鎮ちん火かした。付近にこれ以上の敵機見えず』

『オシラ１バクスターだ。演習場に侵しん入にゆうした敵ＡＳは掃そう討とうした。今はマランパ軍がしらみつぶしに残敵をあぶり出している』

『オカシルラロ２ス、宿舎はだいぶやられちまったが、カエルどもは残らず踏みつぶしといた。以上』

　次々と入る報告。達哉も慌ててそれに続く。

「えーっと、こちらオシラ４達哉です。オユシーラス５フとの連れん携けいで、格納庫周辺の敵ＡＳを三機撃げき破はしました」

『ご苦労様』

　ハスキーな声の通信とともに、サラの乗った〈アルカンシェル〉が現れる。

『当アネイル基地内の敵機掃討は完かん了りようしました。今より我が隊は、コイド市街の反乱軍に向け転進します──Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の諸君、ご協力に感謝します』

『まったく、とんだ時間外労働だ。ちゃんと追加でボーナスは出るんだろうな』

『できるかぎり善処します』

　カルロスの茶々を、サラは軽く流した。そこに、バクスターが口を挟はさむ。

『サムラ少しよう佐さ、司令部との連れん絡らくは？』

『完全に途と絶ぜつ中。現場で判断するしかなさそうね』

「マジかよ」

　達哉ですら、事態の深刻さが理解できた。

　司令部からの命令がなく、現場の各部隊が連携も取れないまま場当たり的に戦うしかないのだとすれば──

『厳しい戦いになりそうだな』




〈セプター〉の狭せまいコクピットに、菊乃の潤うるんだ声が響ひびく。

「ＭＩＫＥミケ、動力レベルＧＰＬを最大マツクスへ、一気に突とつ破ぱします」

《了解》

　ＡＩの返答と同時に、〈セプター〉の巨きよ体たいに力がみなぎった。爆ばく発はつ的な瞬しゆん発ぱつ力を解放し、一跳びで政府軍部隊へと突とつ貫かんする。

　反乱軍の奇襲は、一月前から準備されていた。

　ＡＳをパーツごとに解体し、首都へと搬はん送そう。工場に偽ぎ装そうした拠きよ点てんに資材として運びこみ、あらためて組み上げる。

　まともな国ならばまず通用しない杜ず撰さんな手口だが、治安が悪化した今のコイドならば十分に可能──ミハイロフの読みは的中し、首都の中央に突とつ如じよとして一個大隊相当のＡＳが現れることとなった。

　乱戦の戦場を、菊乃の〈セプター〉は単機で駆かけ抜ける。

　単分子カッターが唸うなった。三機の〈ミストラル２〉が、瞬時に四し肢しを斬り飛ばされて無力化される。そのまま装そう甲こう車に機き関かん砲ほうの砲門を向け、掃そう射しやする。

　エンジンをピンポイントで撃うち抜かれた装甲車から、乗員がわらわらと逃げ出した。

『本当、何でここまで殺意満々なのに、誰だれも死なないんだろうね』

　呆あきれ声の通信と共に、旭の〈セプター〉が現れた。右手に五七ミリの滑かつ腔こう砲、左手に三〇ミリのガトリング砲を構えた、重火力仕様だ。

「達哉さんのことを想おもえば、問題にはなりません。それにしても、力のない抵てい抗こうですわ」

『こう混乱してちゃね。じゃあ、僕は予定通りこの一帯を押さえておくから』

「ではわたくしは東地区へ。良い敵に巡めぐり合いたいですわ」

『僕としては楽に終わって欲しいんだけどね』

　ぼやく苦労性の弟を残し、菊乃は転進した。




　街が、燃えていた。

　内乱や暴力の絶えないマランパだが、首都が戦火に巻きこまれたのは三年ぶりのことだった。

「お母さん、早く──早く──」

　体の弱い母と二人、夜のコイドを逃げ回る。街のあちこちから火が上がり、我が物顔で練り歩く鉄の巨きよ人じんを、赤々と照らし出す。

　家はどうなったのだろう？　あそこには母と二人でこしらえたアクセサリーや、その材料がいっぱいあるのだ。もしそれが燃えてしまったりしたら──

「いいから、今は逃げることだけ考えなさい」

　母の言葉に、少女ははっと我に返った。そうだ、今は逃げるのだ。逃げて、逃げて、逃げて──

（どこに、逃げるの？）

　真っ暗な夜のコイド。見慣れたはずの街並みは、まるで迷めい路ろのように少女を惑まどわす。

（どこに、逃げれば──）

　目の前の一いつ軒けん家やが、粉々に吹き飛んだ。

「いけない！」

「きゃっ！」

　とっさに母親が、少女を突つき飛ばす。崩くずれ落ちる瓦が礫れき。もうもうと立つ粉ふん塵じん。大きく咳せきこんだ少女は、目の前の情景に愕がく然ぜんとした。

「う、うう……」

「お、お母さん」

　母は、崩れ落ちた建材の下した敷じきになっていた。幸いにも怪け我がはないようだが、のしかかった木材や瓦礫のため、身動きがほとんどとれない。

（お母さん、わたしをかばって──）

　柱の一つを抱かかえこみ、思いっきり引っ張って持ち上げようとする。だが、少女一人の力では、重い柱はびくともしない。

「こ、この！」

　息を止め、歯を食いしばり、少女は全身の力をこめる。わずかに柱が揺ゆれるが、それっきりだった。少し力を緩ゆるめた途と端たん、たちまち元の位置に戻ってしまう。

「誰か！　誰か助けて！」

　声を張り上げても、足を止める人は誰もいない。みんな、自分が逃げるだけで精せい一いつ杯ぱいなのだ。

「早く、あなたも逃にげなさい」

「イヤだ！　お母さんを置いて逃げたりできない……」

　頑がん固こに言い張る少女とその母に、上から強きよう烈れつな光が差しこんだ。

「な、なに？」

　そちらを見上げた少女は、思わず呼吸を止めた。

「ひっ──」

　掠かすれた声が、乾かわいた唇くちびるから漏もれる。

　黒々とした巨大な影かげが、のしかかるように少女を見下ろしていた。頭部の巨大な眼めから放たれた光が、少女たちの姿を煌こう々こうと照らしている。

　逆光になったその姿は、まるで影かげ絵え芝しば居いの悪あく魔まのようで、禍まが々まがしい力に溢あふれて見える。

「逃げて!!　早く逃げなさい!!」

「イヤだイヤだイヤだ!!」

「そんな……ああ、神様」

　半はん狂きよう乱らんに叫さけびながら、母を救おうと無む駄だな努力を繰くり返す少女。そして、無力な祈いのりを捧ささげることしかできない母。

　そんな親子に、影──〈サベージ〉は面おも白しろ半分にライフルを向ける。ゆらゆら揺れる銃じゆう口こうが、少女を見つめ──

『ダッシャアアアアアアァァァァッ!!』

　気合一いつ閃せん──

　真上から飛びこんできた青い旋せん風ぷうが、その〈サベージ〉を叩たたき斬きった。

「あ、れ？」

　少女は呆ぼう然ぜんと、新たなＡＳを見上げる。全身を青く塗ぬり、長い槍やりを持ったその姿は、どこかで見た気がする。

（ああ、そうだ──）

　昔、父が買ってくれた絵本にのっていた、はるか東の国の戦士サムライにそっくりだったのだ。




「間に合ったか」

　スクリーンに映った母娘おやこの姿が、拡大される。二人の無事を確かく認にんし、達哉は安堵の息をついた。

　母親に覆おおい被かぶさった瓦礫を撤てつ去きよするため、〈レイヴン〉は手を伸のばす。少女は一瞬だけ身を竦すくめたが、すぐに信しん頼らいの眼まな差ざしでこちらを見上げた。

「強い子だな」

　小さく達哉はつぶやく。この信頼には、応こたえねばならない。

　素す早ばやく、かつ細心の注意を払はらって、柱や梁はり、外がい壁へきの破は片へんを取りのける。さすがに人命救助は初めてだが、それでもこの手の作業は〈ダイダラ〉で慣れている。

　すぐに瓦礫は取り除かれ、這はい出した母親と少女はひしと抱だき合う。

『お、お母さぁん。よかったよぉ』

『ありがとう、本当にありがとう』

　高感度マイクが、親子のやり取りを拾う。胸をつかれた達哉だが、このまま二人だけに構っている余よ裕ゆうはない。

「南に逃げてくれ！　そちらの安全は確保している！」

　スピーカーのスイッチを押し、そう告げた。大音声に驚おどろいた親子だが、すぐにうなずくと、立ち上がって走り出す。何度も何度も、こちらを振ふり向きながら。

「さてと──」

　意識を切り替かえる。先ほど叩き斬った〈サベージ〉から、オペレータが這ほう々ほうの体ていで脱だつ出しゆつするのが見えた。

（いっそ、踏ふみ潰つぶしてやろうか）

　わき上がる凶きよう暴ぼうな衝しよう動どうを、達哉は抑おさえた。大体、今はそのような些さ事じにかまけている余裕はない。

　立ち上がった〈レイヴン〉は、集まってきた〈サベージ〉の群れに向けて〈ドラゴンフライ〉を構える。

「そっちから売ってきたケンカだ。ブチ殺されても文句は言うなよ！」

　激情のままに、達哉は叫んだ。




「これは──」

〈セプター〉のコクピットで、菊乃は細い眉まゆをひそめた。

　政府軍の抵抗が、強まってきているのだ。先ほどまでのような力のない、場当たり的な対応ではない。ＡＳから歩兵まで集中された戦力が、確固たる意図を持って彼女の前進を阻はばんでいる。

『政府軍の指揮系統も、ある程度は回復したみたいだね』

「ええ、それに兵の練度も上がっているわ。おそらく、精せい鋭えい部隊が前線に──」

　旭との通信中、上方からの殺意が菊乃を貫つらぬく。とっさの判断で飛び退のく〈セプター〉。上空からの猛もう射しやが、機体をかすめた。

「あら、あらあらあらあら」

　眼前に着地した敵機の姿に、菊乃は喜びの声を上げた。

〈ブレイズ・レイヴン〉──彼女の思い人が操あやつる、因いん縁ねんのＡＳ。ついに待ち望んでいた日が訪おとずれたのを悟さとり、菊乃の胸は歓かん喜きに高鳴る。

「あら？」

　だが、そこでようやく菊乃は異変に気づいた。

〈レイヴン〉の色が、赤い。炎ほのおに照り返されたからではなく、装甲自体が赤く塗と装そうされている。

　それに機体の動きも、達哉の破は天てん荒こうでデタラメなものとは異なる。長い時間を費やし、訓練と経験によって磨みがき抜ぬかれたものだ。あれは──

「まさか、アデリーナさん？」

　スピーカー越ごしの問いかけに、意外にも返答はあった。

『その声、サンジョウ・キクノか』

　硬こう質しつなその声は、菊乃が知るあの少女のものだった。

「まあまあ、ですがこれはこれで──」

　失望はしない。カリフォルニアでの奇き襲しゆうを思い出す。

　あのアデリーナと、ほぼ対等なＡＳで殺し合えるのならば、それはそれで望外の幸運というものだ。

「……女性同士なら、ノーカウントですわよね」

『何の話か分からんが、借りは返させて貰う』

「本当に、そそりますわ。では、始めましょう」

　まるで舞ぶ踏とう会のステップのような軽かろやかさで、菊乃はペダルを踏みこんだ。




　右手の滑かつ腔こう砲ほうが唸うなりを上げ、放たれた五七ミリ砲ほう弾だんが〈ミストラル２〉のコクピットを撃うち抜いた。

　左手のガトリング砲が焼しよう夷い徹てつ甲こう弾を撒まき散らし、装そう甲こう車の一隊を片かた端はしから松たい明まつに変える。

　ビルの影で対戦車ロケットＲＰＧを手に潜ひそんだ歩兵を、頭部機き関かん銃じゆうで掃そう射しや。

「これで、クリア」

　旭の〈セプター〉は、圧あつ倒とう的な火力で周囲の政府軍を掃そう討とうした。このまま予定通り南西に進出するか、あるいは姉の援えん護ごに回るか──

『待てい!!』

　響ひびきわたる大音声は、ＡＳのスピーカーから発せられたものだった。機体の首を音源の方向に向け──スクリーンに映った光景に、旭は唖あ然ぜんとした。

『我が遠祖イブラヒム、そして我が父ムハンマドの名において、不義の輩やからに誅ちゆうを下す！』

「…………」

　まだ残っていたビルの屋上、満月を背に一機のＡＳが立っていた。

　肩かたにＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のマークをつけた〈シャドウ〉が、右手の単分子カッターを掲かかげて堂々と長口上を述べ立てている。

（まさか囮おとり？）

　各種センサを確認するが、付近に他の敵機の反応はない。

『賊ぞくどもよ、我が正義の刃やいばに降くだるがよい！』

　叫ぶなり、〈シャドウ〉はそのままビルの上から馬ば鹿か正直に飛び降りる。

　もはや低年ねん齢れい向けロボットアニメすら通り越こして、時代劇的な様式美の世界だ。頭痛を覚えながら、左ひだり腕うでのガトリング砲を構える。

（こういうのは、姉さんに相手をして欲しいんだけどなあ。きっと気が合うと思うよ）

〈シャドウ〉の落下速度を計算して照準、旭はトリガーを引く。それとほぼ同時に、落下中の〈シャドウ〉がビルの外壁を蹴け飛とばした。

「何!?」

　落下から横方向の跳ちよう躍やくに移った〈シャドウ〉を捉とらえきれず、ガトリング砲の掃射は虚むなしく空を切る。そのまま〈シャドウ〉が空中から投とう擲てきした対戦車ダガーが、滑腔砲を貫いた。

「くっ！」

　パージした滑腔砲が誘ゆう爆ばくする。舌打ちした旭は、機体背部のカデューカ兵装システムを展開、開いた右腕に格かく闘とう用のクローを装備する。

　その隙すきに着地した〈シャドウ〉は、素早く機体を翻ひるがえして遮しや蔽へいを取った。

（こいつ、ふざけてはいるけど──強い！）




「オシラ１は42ｅ─12ｆへと転進。オシラ２、そのまま市民を護衛して32ｂ─11ｃまで後退してください。オシラ４は──」

　指揮車両の中、ベルトランはやつぎばやに指示を飛ばしながら、デスク上のコイド市地図に赤青鉛えん筆ぴつで書きこみをしていた。

　闇やみ夜よの乱戦。奇襲によって命令系統は破は綻たんし、上がってくる情報も真しん偽ぎ定まらないものがほとんど。

　そんな中でベルトランは懸けん命めいに戦せん況きようを読み取り、作戦を指導していた。まず敵軍の要かなめと思おぼしき二機の〈セプター〉にアデリーナとユースフを当て、動きを拘こう束そく。残る敵機の『数』を味方の『質』で防ぎつつ、避ひ難なんする市民を後方に送る。

　厳しく、難解な任務だが、不可能ではない。問題なのは、むしろ──

　しばし迷った後、ベルトランはサラの〈アルカンシェル〉への回線を開く。

『何かしら？』

「本当に良かったのかい？　外部の人間に事実上の指揮権を委ゆだねるなど、これは明確な軍紀違い反はんだよ」

『背に腹は代えられない』

　サラの返答は、素っ気ないものだった。

『大体それを言うなら、そちらこそ契けい約やく違反でしょう？　ずいぶんと人の良いことね』

「…………」

　そう言われると一言もない。口ではあれこれと文句を言っていたカルロスですら、いざ参戦となると大いに乗り気になったのだから。

『それに、ようやく踏ん切りがついたのよ』

「踏ん切り、かい？」

　怪け訝げんそうに、ベルトランは問い返す。

『前からやろうと思っていたことがあるの。この国のため、誰だれかがやらなければいけないことをね。ただそれだけだから』

「それは──」

　この国を、変えねばならんのだ──

　誰かがやらねばならんのだ──

　サラの言葉にベルトランは、不ふ吉きつな記き憶おくを思い起こす。

『後で話すわ──感謝しているのよ、あなたたちには』




「流れが変わったか」

　双そう眼がん鏡きようで前線の戦況を確かく認にんしながら、ミハイロフは唇くちびるを歪ゆがめた。

　第三世代型ＡＳを集中投入した、強固な防衛ライン。数では自軍が勝まさっているものの、これを崩くずすのは容易でない。

　しかも自分はあくまで雇やとわれた傭よう兵へいの身。反乱軍の上層部から指揮権を委ねられているものの、この苦境で兵士が遺い漏ろうなく自分の命令に従うとは思えない。

（と、なれば……）

　素早く頭を切り換かえる。まずは目標を単一に絞しぼりこみ、続いてそれが可能なだけの戦力を投入──

　方針は決まった。ミハイロフは通信機を手に取る。

「キクノ、五分もたせろ」

　隣となりのトレーラーの積み荷を見上げながら、ミハイロフはそう命じた。




「うおりゃ！」

　達哉の気合いと共に、〈ブレイズ・レイヴン〉は〈ドラゴンフライ〉を突つき出す。同時に柄えに仕込まれたワイヤーガンが作動し、穂ほ先さきを打ち出した。

　射出された単分子カッターの穂先は、狙ねらい過あやまたずに一機の〈サベージ〉に命中。胴どう部ぶを貫かん通つうし、捕ほ獲かくする。

「どっせえええい!!」

　手にした〈ドラゴンフライ〉の柄を、大きく振ふり回した。三四〇〇kWのパワーと強きよう靭じんなワイヤーに引きずられた〈サベージ〉は宙を舞まい、後背から迫せまっていた別の〈サベージ〉に叩たたきつけられる。

　轟ごう音おん。

　諸もろ共ともに崩れ落ち、ピクリとも動かなくなった二機の〈サベージ〉。〈レイヴン〉はワイヤーを巻き取り、〈ドラゴンフライ〉の穂先を回収する。

「さあ、次はどいつ──」

　達哉の声に、カービン銃じゆうの唸りが答えた。遮蔽を取りながら巧こう妙みように〈レイヴン〉の背後に回りこんだ〈サベージ〉が、横合いからの猛もう射しやを浴びて大破する。

『背中がお留守みたいね。教導の名が泣くわよ』

　軽口まじりの通信と共に現れたのは、サラの〈アルカンシェル〉だった。

「サ、サムラ少しよう佐さ？」

　一変したサラの態度に、達哉は戸と惑まどう。

『戦況はまだ流動的で、錯さく綜そうしているわ。このポイントは、私とあなたで押さえます。協力して頂ちよう戴だい』

「わ、分かりました、少佐」

　通信機越しに聞こえる声は、奇き妙みようなほどの生気に溢あふれている。首を傾かしげながらも、達哉の〈レイヴン〉はサラ機の隣に並び立つ。




　アデリーナの一〇式単分子カッターと、菊乃の〈クリムゾン・エッジ〉。両者が右手で振るった刃やいばが、真っ向から噛かみ合う。

「……っ」

[image: ]

『ふふ』

　激しい火花が散る中、〈セプター〉は流れるような動きで左の斬ざん撃げきにつなげる。〈レイヴン〉は機体をかがめ、辛かろうじて回かい避ひ。そのまま伸のび上がるような体勢で、下から切り返した。

『そうですわ、そうこなくては』

　菊乃もそれに応じた。上段から一気呵か成せいに、右の〈クリムゾン・エッジ〉が跳はね上がった。

　刃と刃がぶつかり合うその直前──絶ぜつ妙みようのタイミングで、菊乃が手首を捻ひねった。

『かかりましたね』

　菊乃の嘲ちよう笑しようと同時に、〈セプター〉の刃の軌き跡せきが緩ゆるやかな円えん弧こを描えがいた。〈レイヴン〉のカッターと正面から打ち合うのではなく、横合いからその刀身を狙う。

　アデリーナもとっさに刃を引き戻もどすが、遅おそかった。異音と共に、一〇式単分子カッターの刀身が半ばから断ち切られる。

（まさか）

　菊乃の精せい妙みような剣けん技ぎに、アデリーナは瞠どう目もくする。だが、菊乃の攻せめはまだ終わらない。まだ腰こしが流れた不安定な姿勢から、左の単分子カッターが蛇へびのように跳ね上がり、〈レイヴン〉のライフルを叩き斬きる。

　あっという間に、アデリーナの〈レイヴン〉は丸まる腰ごしになってしまった。

（やはり、白兵戦では向こうが上か）

　自分と菊乃の技量差に、アデリーナはほぞを噛む。

　ペダルを踏ふみこみ、後方に跳躍。距きよ離りを取って仕切り直そうとするが、〈セプター〉も前方へのダッシュで追いすがる。

『つれないです、アデリーナさん。もっと踊おどってくださいまし』

　振り切れない。

　この建造物が密集した市街地では、アジャイル・スラスタが真価を発揮するのは難しい。そしてスラスタを抜ぬいた〈レイヴン〉の機動性は、第三世代型ＡＳの標準に大きく劣おとるのだ。

『もっと熱く！　もっと激しく！　心の赴おもむくままに!!　さあ、わたくしに身も心も委ねてくださいませ!!』

　昂こう揚ようし、熱く濡ぬれそぼった菊乃の声。ＡＳの機体越ごしに、甘い吐と息いきまで聞こえてきそうだ。

〈レイヴン〉の右みぎ腕うでが動く。腰の後ろに伸び、ハードポイントにマウントしていたハンドガンをつかみ取った。流れるような動作で構え、照準。

　だが、菊乃は止まらない。

『そんな豆まめ鉄でつ砲ぽうで──』

〈セプター〉の重装そう甲こうを頼たのみに、単分子カッターを振り上げた。

　発砲──同時に、〈レイヴン〉のマニピュレータが反動で大きく軋きしんだ。

　放たれた弾だん丸がんは〈セプター〉の左ひだり肩かたにめりこみ、そのままあっさりと装甲を貫通。内部構造を破は壊かいして、左腕の機能自体を停止させた。

『なんですって!?』

　驚きよう愕がくする菊乃。今の一撃は、断じてハンドガンの威い力りよくではない。

〈セプター〉の左腕が、だらりと垂れ下がった。四つのカメラアイが、愕がく然ぜんと〈レイヴン〉が手にしたハンドガンを見つめる。

　ツーソン・インスツルメントＭ57。

　中折れ式リボルバーという簡素な構造の採用によって、〈ボクサー〉等で用いられる五七ミリ弾だんの使用を可能とした大口径ハンドガンだ。

　イロモノとして区分されることも多い銃だが、状じよう況きようがはまればこのように絶大な威力を発揮する。

『まさか』

〈セプター〉に向け、アデリーナは立て続けにトリガーを引いた。

　Ｍ57の装弾数は四発。二発目を菊乃は辛かろうじてかわし、三発目は右の〈クリムゾン・エッジ〉を盾たてに防ぐ。だが、最後の一発が腰よう部ぶに命中した。〈セプター〉の機体が大きく揺ゆれ、辛うじて踏み止まる。

『まさか……あんなにわたくしを焦じらしておいてから、一息に貫つらぬくなんて』

「切り札は、最後まで取っておくものだ」

　艶なまめいた菊乃の声に、アデリーナは素っ気なく答えた。

『本当につれない方。達哉さんのことだけでも妬ねたましいというのに。悔くやしいですけど、やはりこの身の火ほ照てりを抑おさえきれません。ああ、なんてはしたないんでしょう』

「…………」

　奇妙な艶つやのある声に、アデリーナは背筋を震わせた。同時に菊乃の〈セプター〉は後退に移る。

『今日はわたくしの負けですが、次こそはあなたを桃とう源げん郷きようへと導いて差し上げます。では、ご機き嫌げんよう』

「訳の分からないことを……」

　追撃しようとするアデリーナだが、寸前で思いとどまる。

〈レイヴン〉の機体に目立った損傷はないものの、刀は折れ、ライフルは失い、ハンドガンは撃うち尽つくした。深追いは避さけるべきだろう。

　理性ではそう判断できるのだが、本能が全力で警告している。今ここで、あの敵を仕留めるべきだ、と。

「二度と出てくるな、この変態」




「見事だ」

　難敵を退けたアデリーナを、ユースフは賞賛する。

　この一勝で、戦いくさの流れは大きくこちらに傾かたむいていた。反乱軍はすでに夜や襲しゆうの利を失いつつあり、今また先さき駆がけの要かなめが敗れた。

　あと一手、それで戦せん況きようは覆くつがえる。戦機を肌はだで感じ取り、ユースフはそう直感した。

『やってくれるね、全く』

　忌いま々いましげな舌打ちと共に、敵──旭という名をユースフは知らないが──の〈セプター〉はガトリング砲を乱射してきた。ユースフは乱数機動で回避しつつ、ライフルで撃ち返す。

　数発の三七ミリ弾が、〈セプター〉の機体正面に命中した。だが堅けん牢ろうな装甲に阻はばまれ、致ち命めい傷しようは与あたえられない。互たがいに遮しや蔽へいを取り、弾倉を交こう換かんする。

「次で決め──何っ!?」

　機を見計らって遮蔽から飛び出した途と端たんに、ユースフは目を見はった。〈セプター〉が、パージしたガトリング砲を投げつけてきたのだ。

（何のつもりだ？）

　奇き襲しゆうにしては、あまりにも稚ち拙せつだ。ユースフは難なくサイドへのステップで身をかわし──そこでようやく旭の意図に気づいた。

〈セプター〉が頭部機き関かん銃じゆうを乱射、その火線が自ら放ほうり投げたガトリング砲を捉とらえる。巨きよ大だいなドラムマガジンを貫通し、満まん載さいされた焼しよう夷い弾が誘ゆう爆ばくした。

「不覚！」

　至近距きよ離りの爆発に巻きこまれ、ユースフの〈シャドウ〉は宙を舞った。受け身も取れず、地面に叩きつけられる。

《警告、脊せき椎ついダンパーにクラス２の損傷、および二次冷れい却きやくシステムの機能低下。機体温度上じよう昇しよう中です》

「くっ」

　ＡＩであるヌワースの報告に、ユースフは唇くちびるを噛んだ。同時に爆風を突っ切り、〈セプター〉が突っこんでくる。

『もらった！』

　右のクローが振ふり下ろされる。回避する余よ裕ゆうはない。転てん倒とうしたまま、〈シャドウ〉は左腕を突つき出した──対戦車ダガーを握にぎりこんで。

　互いの右手と左手が激げき突とつし、ダガーに内蔵された成形炸さく薬やく弾が炸さく裂れつする。先ほど以上の衝しよう撃げきが、〈シャドウ〉を襲おそった。

〈シャドウ〉の左腕は肘ひじから先が消し飛び──その代だい償しようとして、〈セプター〉の右上半身を抉えぐり取っていた。

『お──お前、無茶苦茶だ！』

「無茶を無茶で返しただけよ。辻つじ褄つまは合っていよう」

　警報で埋うめ尽くされる〈シャドウ〉のコクピット。だが機体は、まだ動く。

　ジャックナイフ機動で跳ね起き、単分子カッターを抜き放つ。

「ズルフィカールに勝まさる刃やいばなく、アリーに勝る勇士なし」

　謳うたいながらの一いつ閃せんが、〈セプター〉を斬り捨てた。




　二機の〈セプター〉が倒たおれるのと同時に、反乱軍には明らかな動どう揺ようが走った。こちらの砲火に押されてずるずると後退し、崩くずれていく。

『お、終わった、のか？』

「まだ気を抜かないで」

　達哉が上げたうめき声に、サラはぴしゃりとそう言った。

『あー、はい、当然であります！』

　慌あわててかしこまる達哉に、サラは小さな──本当に小さな笑みを浮うかべた。

　政府軍はすでに、反乱軍の攻こう勢せいを跳ね返し、徐じよ々じよに戦線らしきものまで形成しつつある。サラの周りにも、達哉の〈レイヴン〉に加えて部下の〈アルカンシェル〉が二機、集結している。

（このまま戦線を押し上げれば、おそらく勝てる）

　心身ともに疲ひ労ろうはある。ひたすら乱戦を駆かけ回り、数で押してくる〈サベージ〉の群れを押し返していたのだから当然だ。

　だが同時に、昂こう揚ようが全身の細さい胞ぼうを賦ふ活かつしていた。

　誤解を恐おそれずに言えば、とても楽しかった。

　誰だれに命じられるわけでもなく、ただ己おのれの判断で市民を守るために戦う──それが、こんなにも心躍おどることだとは思わなかった。

（職業軍人失格よね）

　心中で自じ嘲ちようする。だが、後こう悔かいはない。おそらくは兄も、そうだったのだろう。

　ならば自分も、なすべきことをなさねばならない。

『オシラ１より各機へ。市民の収容はほぼ終しゆう了りようした。これより、逃にげ遅おくれたものがいないかの確かく認にんに移る』

『了りよう解かいしました、協力に感謝します』

　バクスターからの報告に、サラは答えた。まだ油断はできないが、やはり流れはもうこちら側に──

　その時だった。鈍にぶい異音とともに、部下の〈アルカンシェル〉の一機が横転した。コクピットを正確に、投とう擲てきされた単分子カッターが貫いている。

『ど、どこだ？』

　うわずった達哉の声。サラも素す早ばやくスクリーンに目を走らせ、そのまま絶句した。

　街を焼く炎ほのおに照らされた、ビルの屋上に、火花が散っていた。続いておぼろげな影かげが揺れ、虚こ空くうからにじみ出るように一機のＡＳが姿を現す。

「これは……不可視型ＥＣＳ!?」

　驚おどろきに、サラの声は掠かすれる。

　見たことのない機種だ。黒一色で塗ぬられた細身の機き影えいは、ＥＣＳを解除してもなお、闇やみに半ば溶とけこんでいる。頭部の真ん中では大型のカメラアイが、鈍く明めい滅めつしている。

　燠おき火びのように揺れる『一ツ目』に威い圧あつされた〈アルカンシェル〉は、思わず後ずさった。




「手て酷ひどくやられたようだな、キクノ、アキラ」

『申し訳ありません、ステファン・イリイチ』

『旭との合流は成功しました』

「そのままＢ─３のポイントへ下がっていろ。俺も標的を一撃して離り脱だつする」

　ミハイロフは『一ツ目』のコクピットで、素早く指示を出した。スクリーンに映った〈アルカンシェル〉の一機、サラ・サムラ少しよう佐さの乗った隊長機を確認。

（あれか）

　乱戦は収まりつつあるものの、政府軍側のＡＳはまだ各所に分散している。奇襲の障害になりうるのは、標的の他に〈アルカンシェル〉とＡＳ─１がそれぞれ一機のみ。

　跳ちよう躍やく──敵機の砲火をかわし、猛もう禽きんの鋭するどさで舞まい降りる。

　着地──同時にカッターを抜ぬき、手首のスナップのみで投げる。一機の〈アルカンシェル〉が、コクピットを貫かれて崩れ落ちた。

　疾しつ走そう──青いＡＳ─１が今さらながらに反応するが、遅おそい。狙ねらいの甘い射しや撃げきを難なく回かい避ひしながら、さらに二本の単分子カッターを抜き、両手に構える。

　交差──そのまま『一ツ目』は、標的の〈アルカンシェル〉に肉にく薄はくする。

「確実に、仕留める」




「こ、この！」

　まるで悪夢のような光景に、サラは愕がく然ぜんとした。わずか一分足らずの時間、わずか一機のＡＳによって、戦況は一気に覆された。

　トリガーを引く。だが両手に構えたカービン銃じゆう弾だんがまき散らされる寸前、『一ツ目』が二本のカッターを投擲した。飛来したカッターは恐るべき正確さで、カービンの銃口を貫く。

「まだ──」

〈アルカンシェル〉のウェポンラックが作動する。悠ゆう長ちように武器を持ち替かえている暇ひまはない。サブアームを使用し、そのまま射撃体勢に移行。

　ライフル、滑かつ腔こう砲、榴りゆう弾だん砲、ロケットランチャー──四つの砲門が、至近距離で迫せまる敵機を捉える。

　発砲。同時に『一ツ目』は機体を前方に倒した。転倒──はしない。ほぼ水平の姿勢で、地面をこするようなぎりぎりの高さを保ち、かつ速度は落とさない。

　まるで這はいずり回る蛇へびのようなしなやかさで『一ツ目』は濃のう密みつな弾幕を瞬しゆん時じに回避し、こちらの懐ふところに飛びこんだ。

　突き出される単分子カッター。迫り来る切っ先が、やけにゆっくりとスクリーンに焼きつく。

　機体を貫つらぬく刃。響ひびき渡わたるアラート。制せい御ぎよを失った電力が回路を逆流し、コクピットで火を噴ふく。断続的な爆発。激げき烈れつな振しん動どう。もはや悲鳴すら上げられない。何かが砕くだけ散る致ち命めい的な音──

「あ──」

　視界が闇に閉とざされる。急速に薄うすれゆく意識の中、通信機から響く歪ゆがんだ叫さけびだけが耳に残った。

『サラ──サラ！』




「そんな──」

　その光景を見せつけられ、達哉は硬こう直ちよくした。

「サラ、さん……」

　決して、親しかった間あいだ柄がらではない。言葉を交かわしたことも数度だけ。だがそれでも彼女は、肩かたを並べて戦った仲間だった。

　思い返す。今朝方までの暗く沈しずんだ態度と、別人のようだった先ほどの様子。何がきっかけかは分からないが、確かにあの人は変わろうとしていた。

　それを──この『一ツ目』が踏ふみ潰つぶした。

「許せねえ……」

　歯を食いしばる。軋きしんだ奥歯が砕け散った。

「ぶっ殺す!!」

　叫びと共に、達哉の〈ブレイズ・レイヴン〉は地上の流星と化した。アジャイル・スラスタが最大出力で吼ほえ、全速全開での突とつ撃げきをかける。

『やめろタツヤ、お前の勝てる相手ではない！』

　アデリーナの通信も、達哉の耳には入らない。

「喰くらいやがれ!!」

　突撃から、右手一本で槍やりを突き出す。背後からの一撃を、『一ツ目』は振り向きざまにかわす。だが、これも想定済み。

「ブースト！」

〈ドラゴンフライ〉の補助スラスタが作動し、突きの軌き道どうを強ごう引いんに書き換かえる。ありえざる直角の変化をした槍が、そのまま死角から敵機を──

「え？」

　──貫きはしなかった。

　まるで予想していたかのような正確さで、『一ツ目』は身をかがめる。それだけで、敵機は〈レイヴン〉の暴風のような攻せめをするりと凌しのいだ。その手で、サラを斃たおした単分子カッターが唸うなる。

「まだだ、行くぞ!!」

　この間合いでは、槍の長さがかえって不利になる。とっさに伸のばした左手が、背負った一〇式単分子カッターの柄えをつかんだ。そのまま一挙動で抜き放ち、斬きりつける。

　上から下へと走った変則の抜き打ちと、敵機の一撃が交差する。

　異音とともに〈レイヴン〉も『一ツ目』も平へい衡こうを失って大きくよろめいた。コクピット内にアラームが鳴り響く。

　両機とも被ひ害がいは甚じん大だいだった。防ぼう御ぎよを考えずに一撃を繰くり出した結果、互たがいの左ひだり腕うでを斬り飛ばしたのだ。

　だが機体を立て直したのは、敵機がはるかに早い。まだ腰こしが流れた不安定な姿勢で、至近距きよ離りから最後の単分子カッターで斬りつけてくる。

「う、うわぁぁぁっ」

　とっさに右半身になってコクピットを庇かばいつつ、横っ飛び。かわしきれなかった刃やいばがアジャイル・スラスタを貫き、引き裂さかれた右腕がもぎ取られる。両腕を失った〈レイヴン〉は、そのまま転てん倒とうした。




「しぶといな」

〈レイヴン〉の生き汚ぎたなさに、ミハイロフは唸った。その声には、賞賛の思いがわずかにだが滲にじんでいる。

　今の二手、共に殺すつもりのものだった。にもかかわらず〈レイヴン〉は大破しつつも凌しのぎきり、あろうことかこちらに一ひと太た刀ちを浴びせたのだ。

　周囲を確認する。分散していた政府軍やＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＡＳが、この近辺に集結しつつある。このまま手負いで戦うのは避さけるべきだ。万が一にでも、この機体の素す性じようを知られるわけにはいかないのだから。

　もぎ取られた『一ツ目』の左腕を拾い上げ、ふと興を覚えたミハイロフはスピーカーのスイッチを押した。

「イチノセ・タツヤか、覚えておこう」




『イチノセ・タツヤか、覚えておこう』

　スピーカー越ごしの声に、達哉は意識を取り戻もどした。

　コクピットは、全くの闇の中だった。スクリーンや各種コンソールからは完全に光が消え、鼻をつままれても分からないような暗がりになっている。

「この声、あのテロ屋の親玉か……」

　正直、予想はしていた。あの『一ツ目』のＡＳにミハイロフの面おも影かげを重ね、達哉は身を震ふるわせる。

「しかし、手酷くやられたもんだな──って、あれ？」

　ペダルを踏みこみ、達哉は困こん惑わくした。〈レイヴン〉の機体が、全く反応しないのだ。

「おいゴーシュ、被害報告だ」

　音声入力スイッチを押してそう命じるが、ＡＩはウンともスンとも言わない。〈レイヴン〉は、完全に機能を停止している。

　しかもマスター・スーツの拘こう束そくも解けていないため、機体を捨てて脱だつ出しゆつすらできない。

「じょ、冗じよう談だんじゃねえ!!」

　ようやく事態の深刻さを悟さとり、達哉は真っ青になった。

　収束に向かいつつあるとはいえ、いまだ周囲は戦せん闘とうの真っ最中なのだ。そこで機能を停止したＡＳから脱出できないなど、鉄の棺かん桶おけに閉じこめられたに等しい。

　焦あせる達哉の耳が、かすかな音声を捉とらえる。鋼鉄の足音と、ガスタービン・エンジンの独特な唸り。間ま違ちがいない、〈サベージ〉だ。

「や、やばい！」

　ゆっくりと、だが確実に、死の足音が近づいてくる。達哉の口は、恐きよう怖ふでからからに干上がった。必死でペダルとスティックを動かすが、無情にも機体は眠ねむったままだ。

「や、やめろ、来るな!!」

　足音が止まる。覚かく悟ごを決める間もなく、ＡＳ用ライフルの砲ほう声せいが鳴り響いた。

「────」

　マスター・スーツに拘束された体を可能な限り丸める。だが、それっきり何事も起こらない。

　唐とう突とつに、スクリーンが明滅した。アルファベットで記されたメッセージが、高速でスクロールしていく。到とう底てい、目を通しきれない。

《機体システム、作戦モードに復帰します》

　ゴーシュの合成音声の直後、スクリーンに外の情景が映し出された。

　まず目についたのは、コクピットを撃うち抜ぬかれて横転した〈サベージ〉と、その背後でライフルを構えた〈シャドウ〉の姿だった。

「ユースフ、か？」

『危機一いつ髪ぱつであったな』

　スピーカー越しの声が響き、ようやく達哉は一命をとりとめたことを悟る。

　このユースフの射撃が、長い夜に放たれた最後の銃弾となった。




「サラ！」

　大破した〈アルカンシェル〉のコクピットを、ベルトランはのぞきこんだ。

　手動操作で、外部からマスター・スーツを解除する。解放されたサラの肢し体たいを、コクピットから引きずり出した。

「……あ」

　ぼんやりと、サラが目を開いた。同時にゴボリと、口から血の玉を吐はき出す。

「あ、ベル」

「しゃべるんじゃない。すぐに衛生兵を──」

「無理だよ、どうせもう、私は」

　まるで蝋ろう人にん形ぎようのように血の気のない顔で、サラは小声で言った。

「ねえベル、本当に何であたしたちの国はこうなのかしらね？　植民地経済を押しつけ、独立後も権益を手放そうとしなかった旧フ宗ラ主ン国スのせい？　冷戦構造の下、独裁を見み逃のがしてきた超大国アメリカのせい？　それとも──」

「だから黙だまって──」

「──それとも、良い国を造るだけの能力も意い欲よくもない、私たちマランパ自身のせいなのかな？」

「…………」

　ベルトランは、もう答えなかった。一本のタバコをサラにくわえさせ、手元のライターで、火をつけた。

　わずかに首を動かし、サラはうなずく。

　もう紫し煙えんを吸うことすらできず、サラはぼんやりと笑えみにも見える表情を浮うかべている。

「ようやく分かったよ。サラ、君はマホメドのしたことに決着をつけたかったんだね──あいつと同じやり方で」

「はは、わかっちゃったんだ……」
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　サラの顔に、笑みが浮かぶ。子供のころからずっと見てきた、屈くつ託たくのないあの笑顔が。

「やっぱりベルには、かなわないなあ──」

　タバコが、彼女の口元から転がり落ちた。

「……サラ」

　ベルトランは身をかがめ、見開かれたままのまぶたをそっと閉とざす。

　涙なみだを流せない自分自身に、やり場のない怒いかりを感じていた。




　　　　７




　反乱軍の奇き襲しゆうで、アネイル基地は大きな被害を受けていた。

　司令部棟とうは全焼を免まぬかれたものの、半ば焼け落ちた無残な姿を晒さらしている。三つの兵舎のうち二つは〈サベージ〉の機き銃じゆう掃そう射しやを浴び、半はん壊かいしていた。負傷者の救助作業が、ようやく終わったところだ。

　辛かろうじて無事だったＡＳ格納庫、大破して運びこまれた〈ブレイズ・レイヴン〉一号機を、達哉はしゃがみこんだままぼんやりとながめた。

「落ち着いたか？」

「あ、ああ」

　隣となりに腰を下ろしたアデリーナからそう問われ、達哉は何とかうなずいた。心身ともに疲ひ労ろうの限界だが、その程度の見み栄えはある。

「嘘うそをつくな。もう限界だと、顔に書いてあるぞ」

　そんな内心をあっさり見み透すかされ、達哉はそっぽを向いた。

「サムラ少しよう佐さ、死んじまったよ」

「そうだな」

「俺、何もできなかった」

　つぶやく達哉の肩かたに、アデリーナは無言で手を回した。

「リ、リーナ？」

　驚おどろく達哉だが、リーナは何も答えない。そのまま優やさしく、達哉の背をさする。

「…………」

　達哉もまた、その心地ここちよい感かん触しよくに身を委ゆだねた。

　どれくらい、そうしていただろうか。

「ありがとう」

「構わない」

　礼を言った達哉だが、同時に羞しゆう恥ちの念が湧わき上がった。

「まったく、情けないな、俺。本当、みんなに頼たよりっぱなしで」

　実際、あの時もユースフに助けられなければ──

「──って、ユースフは!?」

「あそこだ」

　ようやく思い至った達哉に、アデリーナは呆あきれ顔で格納庫の片かた隅すみを指し示す。〈シャドウ〉から降りたユースフが、整備員たちと打ち合わせをしていた。

「……やっぱ、礼くらい言った方がいいかな？」

「手短かにな」

　アデリーナにうながされ、達哉はユースフに歩み寄る。

「よ、よう──」

　軽く手を上げて呼びかけると、ユースフは切れ長の目をこちらに向けた。打ち合わせが終わったらしく、整備員は〈シャドウ〉に向かう。

「さっきはマジでやばかった。助かったよ。ありがとう」

「なに、気にするな。当然のことをしたまでなのだからな」

「そう言ってくれると、助かるよ」

　達哉は小声でそう答えた。

「しかし軍人の道を選んだ時から、いつかは初うい陣じんの時が来るとは思うておったが、まさかそれが祖国を遠く離はなれた地になるとはな」

「──あ」

　そこで達哉は思い出した。これがユースフにとっては初めての実戦であり、しかもユースフは──

「そ、その……大だい──丈じよう夫ぶなのか？」

「何がかな？」

「いや、だってお前、初めて敵撃って、しかも──」

『殺した』という言葉を口に出せず、言い淀よどむ達哉。そんな姿を目にして、ユースフは鼻で笑った。

「何だ、そのようなことか」

「そのような、って……」

「いつか来るべきことが、今日来たまでのことよ。その程度の気構えは、持っていたつもりだ」

「強いな、お前は」

　揺ゆるがぬユースフの姿に、達哉は重く息をついた。

「俺なんかもう、サムラ少佐が死んじまって、突つっこんだらあっさり返り討うちにあって、もうそれだけで一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいで……」

　疲つかれ切った声で弱音を漏もらし──そこで達哉は、ようやく違い和わ感に気づいた。

（──え？）

　およそ三ヶ月前、北陸で生まれて初めてＡＳ同士の戦せん闘とうに巻きこまれた時のことを思い出す。

（あの時俺は、完かん璧ぺきに錯さく乱らんしていた）

　九六式改に一いつ蹴しゆうされた〈ダイダラ〉の、狭せまいコクピット。恐きよう怖ふで呼吸すらままならず、傷ついた市之瀬建設の仲間たちの姿に怯おびえ、強こわ張ばった手を操縦スティックから離すことさえままならなかった。

　それが今日は、目の前で生まれて初めて知人の戦死を見せつけられながら、怒りと殺意に駆かられて戦闘を続けたのだ。

（確かに俺はあの時、あのミハイロフって野や郎ろうを殺そうとした）

　達哉が体験した実戦は、これで四度目。その四度の鮮せん烈れつな経験が自分自身を大きく変えたことに、達哉は今さらながら気づいた。

　不意に足あし下もとが覚おぼ束つかなくなる。

『多分、ここにお前がいるから──だと思う』

　先日の『決けつ闘とう』後、アデリーナに告げた言葉が甦よみがえる。

　あの言葉は本心からのものだ。アデリーナと共にあるため、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で──この世界で生きていくことを、達哉は選んだ。その思いは、今でも変わらない。

　だが──その選せん択たくの本当の意味を、果たして自分は理解していたのか？

　立ち尽つくす達哉を、ユースフはやや不ふ審しんげに見やる。

「先に行くぞ。さすがに私も疲れたでな。そなたも早く休め」

「あ、ああ……」

　立ち去るユースフの背を達哉はぼんやりと見送った。




　格納庫を出たユースフは、雑ざ魚こ寝ねを強しいられる兵舎を避さけて、基地の裏手へと足早に向かった。

　灌かん木ぼくの根元に腰こしを下ろす。暗がりの中、ユースフはじっと自分の手を見つめた。

「この程度、か……」

　しばしの後、ユースフは携けい帯たい型の衛星電話を取り出す。通信衛星を利用し、世界中で使用が可能な機種だ。

　番号を入力すると、すぐに繋つながった。

『……若？』

　幼い子供の心から聞き慣れた、落ち着いた少女の声。ユースフの乳ち兄妹きようだいで、侍じ女じよのサミーラだ。

「何、少しそなたの声が聞きたくなってな」

『……そう』

　それだけのやり取りで何かを悟さとったのか、サミーラの声にほんの少しだが気づかわしげなものが混じった。

『……マルヤムさまに変わる？』

「いや、そなたの声が聞きたいのだ」

『……分かった』

　そのまま、二人は語り明かした。不思議なことにいつもは無口なサミーラがあれやこれやと話し続け、ユースフは静かに相あい槌づちを打っているだけ。

　そんな二人の時間は、東の空が白むまで続いた。




　一夜明けた朝──
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「ちょっといいっすか、ベルさん」

　焼け残った本部棟とうの入り口で、ベルトランは達哉から呼び止められた。

「何の用ですか？」

　言葉には、わずかだが険が混じってしまう。昨晩の戦闘後から、一いつ睡すいもせず事後処理に当たっているのだ。小休止で外の空気を吸いに出たのだが、すぐ書類仕事に戻もどらねばならない。

　タバコが欲ほしい──禁きん煙えん中にもかかわらず、そんな誘ゆう惑わくが頭をもたげる。

「サラさんと、その、お兄さん──のことです。ええと、その、三年前……」

「────」

　だが達哉の言葉が、眠ねむ気けと疲労を根こそぎ吹ふき飛ばした。

「彼女から、何か聞きましたか？」

「ああ……いえ、その──な、何でもありません！」

　目を伏ふせたまま、途切れ途切れに語る達哉の顔を、後こう悔かいの表情がよぎった。そのまま深々と頭を下げる。

　おそらくは、他人の事情に土足で踏ふみ入ろうとしたことを恥はじているのだろう。

「すいません、余計なこと言って！」

「待ちなさい」

　謝るなり駆け出そうとした達哉の背を、ベルトランは呼び止めた。

「え」

　振ふり返った達哉を、ベルトランはしばし見つめる。

（どうしますかね？）

　昨夜、サラの遺のこした言葉が脳のう裏りをよぎる。もし自分の推測が当たっているならば、彼女の死は──

「確かめるべきでしょうね」

「は？」

　唐とう突とつなベルのつぶやきに、達哉は戸と惑まどいの表情を浮うかべている。それを無視し、ベルトランは告げた。

「ついて来てください、イチノセくん」




　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が事務用に借りている、本部棟の一室。扉とびらを開けると、作業中だったバクスターとカルロスが達哉たちを見やった。

「小こ僧ぞう、なぜお前がここにいる？　お前はリーナやユースフと、格納庫に回れと指示したはずだが」

「えーっと、それは……」

（いや、俺にもよく分からないんですけど）

　バクスターににらまれ、たちまち達哉はしどろもどろになる。

「少々用がありまして、私が呼びました」

「そうか」

　ベルトランの弁明で、バクスターは追及を打ち切った。達哉は半目でベルトランを見やるが、あっさりと無視された。

『市民を守るための貴とうとい犠ぎ牲せいとなった国家の英えい雄ゆうサラ・サムラ少しよう佐さに、私は全国民を代表して哀あい悼とうの──』

（サラさん……）

　ラジオから流れるカロン大統領の演説に、達哉の胸は疼うずいた。と、カルロスは作業の手を休めて毒づく。

「けっ、何を言ってやがるんだ、この野郎。おめーがもっとしゃきっとしてりゃ、あの姉ちゃんも死なずにすんだかもしれないってのによ」

　ひどく不ふ機き嫌げんそうな声だった。

　実際、表向きの発表はどうあれ、昨夜のサラの命令違い反はんは、マランパ軍内部でも問題になっているらしい。関与したＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．第三班もまた、契けい約やくを打ち切られて予定半ばでこの国を去ることとなる。

「まったく、あの姉ちゃんもいい面つらの皮だぜ」

「いい面の皮なのはどちらでしょうかね」

「あ？」

　小さくつぶやいたベルトランに、カルロスは怪け訝げんそうな目を向ける。

「どういう意味だよ、それ？」

「いくつか気になったことがあるのですよ、今回の件では。まずは訓練の内容──」

（そういやベルさん、そんなこと言ってたな）

　先日、達哉やアデリーナに語ったことを、ベルトランは繰くり返す。

「──このように、今回わが社が行った演習の多くは、この国の現状に一いつ致ちしていない。事実、昨晩の戦闘もあくまで防ぼう御ぎよが主体だったわけですし」

「言われてみればそうだな」

　納なつ得とくした様子のカルロスを見やり、ベルトランは言葉を続ける。

「次は報ほう酬しゆうです。〈レイヴン〉を除いても、〈シャドウ〉と〈サベージ〉、さらにマウリッツ・システムまで持ちこんだ大仕事にしては、報酬が少なすぎます。あの額では間ま違ちがいなく足が出る」

「…………」

「…………」

　カルロスは無言でベルトランの話に聞き入り、バクスターは同じく無言のまま自分の作業に没ぼつ入にゆうしている──ように見えた。

「最後に、先日我が社の口座に入ったあの大金、あれはいったい何です？」

「────！」

「ちょっと待て、そんなことがあったのかよ!?」

　バクスターの広い背中が、初めて揺ゆれた。カルロスも驚おどろきを隠かくせない。

「入金のタイミングが、我が社がマランパと契約を結んだ直後。複数のダミー企き業ぎようを介かいしていましたが、ようやく金の出所がわかりました」

「もったいぶってるんじゃねえ、早く言えよ」

　苛いら立だたしげに机を叩たたくカルロスを見やり、ベルトランは眼鏡の位置を直す。

「合衆国政府です」

「──へえ」

　多少は予期していたのか、カルロスも驚きを表情には出さない。

「えーっと、どういうことっすか？」

　どうにも事情が呑みこめず首を傾かしげる達哉を、カルロスがにらむ。

「つまりだな、タツヤ。ベルはこう言いたいわけだ──今度の仕事の裏には、アメリカ様が本当のスポンサーとして控ひかえていた、ってな」

　大げさなゼスチャーで言いながら、カルロスはベルトランの方を振り向く。

「で、アンクル・サムの大将は、俺らが訓練した姉ちゃんの部隊に、首都のどこかを攻せめて欲しかったと？」

「あくまで、推測ですが」

　導き出された答えに、カルロスは生なま唾つばを呑んだ。

　様々な意味で政情が不安定な南米で軍務についていたカルロスにとって、ベルトランの指し摘てきからごく自然に一つの解が導かれたのだ。

「……クーデター？」

「──!?」

「はい」

　目を剥むく達哉とは対照的に、ベルトランの返答は平静そのものだ。

「資源国の政変に密ひそかに介かい入にゆうして、自分の息のかかった政権をお膳ぜん立だてする。よくある手口ですよ。その点、サラは理想的だ。若い美人の女性将校が、兄の遺志を継ついで国を正す──どうです、この筋書きは？」

「なるほど、そうなれば兄貴の名前で反乱軍とも話を通せるって寸法か。は、こいつはどうして」

　カルロスは、大おお仰ぎような身み振ぶりで肩かたをすくめる。無言でうなずいたベルトランの視線が、眼鏡越ごしにいまだ沈ちん黙もくを守っていたバクスターを射い貫ぬく。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．うちが絡からんでいるとなると、中央情報局ＣＩＡではありませんね。社長のコネを考えますと国家安全保障局ＮＳＡ、あるいは国防情報局ＤＩＡあたりがクライアントでしょうか」

　息いき詰づまるような沈黙の後、ようやくバクスターはため息をついた。

「内戦の落としどころとしては上出来──というのが社長の判断だった」

「何だよそいつは！」

　たまりかねて、達哉はデスクを殴なぐりつけた。鈍にぶい音が響ひびきわたる。

「それじゃ──それじゃあ、サラさんが死んだのは、俺たちのせいじゃないか！」

「違いますよ、イチノセくん。彼女に対する全すべての責任は、マホメドを殺した私にあります」

「────」

　ベルトランの言葉に、達哉は唇くちびるを噛かみしめた。

「でも、でも俺──」

　耐たえきれなくなった達哉は、そのまま部屋から駆かけ出した。

「なぜ、わざわざ小僧を連れてきた？」

「彼には、知る権利がありましたから。それにもう、私はこのことで嘘うそをつきたくない」

「ご立派なことで」

　静かに告げるベルトランを、カルロスは皮肉混じりに賞賛する。そのまま視線を、バクスターに向けた。

「なあ旦だん那な、俺たちこんな稼か業ぎようをやってるんだ。そりゃまあ、仕事に多少の裏ぐらいはあって当然だ。つーかむしろ、この程度なら上等な方だろうよ」

　言葉とは裏腹に、カルロスの言葉はひどく苛立たしげだった。

「だからってさ、そんなつまんねー仕事にガキどもを噛ませるってのは、どうにも筋が通らないんじゃねえか？　旦那よお」

「これについては、私もカルロスに同意ですね」

「…………」

　その真しん摯しな問いに答えることは、バクスターにはできなかった。




「一応の仕事は果たした」

『ご苦労だったな。これでカロン政権も終わりだ。あの大統領、何を血迷ったのかついに鉱山の国営化に踏み切るつもりだったのだからな』

「そんなにあの大統領のやり方が気にいらんならば、反乱軍に手を回すなどという回りくどい手を使わず、いっそサラ・サムラの擁よう立りつに噛んだ方がよくはなかったか？」

『馬ば鹿かを言うな。アメリカの紐ひも付つき政権など認められるか。そこマランパは、我が国の勢力圏けんだ』

「つくづくおたくらと、あの兄妹きようだいの相あい性しようはよくないようだな。おたくの国が、我が祖国の轍てつを踏まぬことを願うよ」

『どういう意味だ、ロシア人』

「単なる忠告だ。ではな」

　クライアントへの報告を終え、ミハイロフは電話を切った。

「スポンサー──フランス対外治安総局ＤＧＳＥですか？」

「そうだ」

　旭の問いに、手短かにうなずく。

「これで俺たちもお役ご免めんだな。反乱軍の連中にある程度の義理を果たしたら、次の仕事に移るぞ」

「それにしても、フランスのやり口もえげつないですね。三年前は反乱の阻そ止しに動きながら、政府側に見切りをつけた途と端たんに反乱軍にテコ入れして、ちゃっかり利権は確保ですか」

「わたくし、やはり資本主義は苦手です」

　憮ぶ然ぜんとする旭に、不満そうな菊乃。姉弟きようだいの反応に、ミハイロフは広い肩をすくめる。

「それが今の俺たちにとっては飯の種だ。それに──」

「ステファン・イリイチ？」

　怪訝そうな声を上げる旭。ミハイロフが口元にごく小さな、だが確かな笑えみを浮うかべていたのだ。

「いや何、今回は中々楽しめたからな」

「は？」

「イチノセ・タツヤか。キクノが執しゆう着ちやくする理由が少し分かった」

「ステンカ小お父じさま！」

　顔を真っ赤にした菊乃が、憤ふん然ぜんと立ち上がる。

「い、いくら小父さまでも、あの方は渡わたしません！　あの方はわたくしにとって、そう、いわば運命の──」

「何を言っているんだお前は？」

「すいません、こんな姉で本当にすいません」




　空港へと向かうマランパ軍の軍用車両が、コイドの街を抜ぬけていく。うち一台の後部座席で、達哉は力のない視線を窓の外に向けていた。

「来て、見て、何もなせずに去る──か」

　街にはまだ、戦火の爪つめ痕あとが生々しく残っている。それを見やって、達哉は深々とため息をついた。

　ひどく、うちひしがれた気分だった。

　個人の力では抗あらがいようのない、巨きよ大だいな力。人々を巻きこみ、すり潰つぶし、押し流す権力パワーという存在の一いつ端たんに触ふれ、圧あつ倒とうされたのだ。

「俺たち、いったい何のためにこの国に来たのかな」

「決まっている。仕事だ」

「え？」

　きっぱりと断言する言葉に振ふり向くと、隣りん席せきでアデリーナが腕うでを組んでいた。

「大体、君は余計なことを考えすぎだ。あれをみろ」

「……あ」

　アデリーナの指し示した方向を見やって、達哉は小さな声を立てた。

　逞たくましくも今日から商売を再開している露ろ天てん商しようの中に、あのアクセサリー売りの少女がいたのだ。

「少なくとも、あの子の命を救ったのは、君がやったことだ。違うか？」

「────」

　不意に、何か熱いものがこみ上げてきた。空を見上げ、まばたきをし、達哉は懸けん命めいにこぼれ落ちる涙なみだを止める。

「その──ありがとう、リーナ」

「泣くな、バカ」




　この一ひと月つき後、反乱軍の大規模攻こう勢せいによって首都コイドは陥かん落らく。カロン大統領は処しよ刑けいされ、新政府の樹立が宣言された。

　だが国際社会はこれを承しよう認にんせず、また首都から追われた政府軍残党も、各地で反はん撃げきに移る。

　マランパの戦乱は、いまだ収まる気配すら見せていない。
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「クララが家出したあっ!?」

「そうなのよ」

　驚おどろく達たつ哉やに、マオはどんよりと答えた。くわえたタバコから立ち上る煙けむりも、心なしか色いろ褪あせて見える。

　ここは、ロサンゼルス市に置かれたＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービス本社だ。大通りに面したビルのフロア一つを借り切って、オフィスにしている。

　主に事務仕事や交こう渉しよう事の場として用いられているため、達哉たち現場のインストラクターが来ることはあまりない。その社長室で、達哉たちはこの椿ちん事じをマオから知らされていた。

「……またですか」

　素すっ頓とん狂きような声を張り上げた達哉とは対照的に、アデリーナはやけに醒さめた態度でマオを見ている。ちなみにラシッド本国へ戻もどる用事があったため、ユースフはこの場にいない。

「こんな書き置き残してね」

「どれどれ」

　クララの残した手紙に、達哉はざっと目を通す。

『人民が武器をThe　right　of　the　people所有し携帯する権利は、to　keep　and　bear　arms,侵されちゃならねーんだshall　not　be　infringed!!』

『アタシが死んでI'll　give　up冷たくなった手からmy　gun　when　you銃を奪われるまでは、take　it　fromアタシは銃をmy　cold,放棄しないdead　hands!!』

『銃が人をGuns殺すんじゃねえ、don't　kill人が人を殺すんだpeople,　people　do!!』

「…………」

　どこぞの圧力団体のような主張だった。

「何だこりゃ？」

　ちんぷんかんぷんな達哉の隣となりで、アデリーナはため息をつく。

「要するに、ライフルを取り上げられキャンプへの出入りを禁じられたことへの、抗こう議ぎの家出だと」

「みたいね」

「あの子の家出も久しぶりですが、行き先は？」

「一応、見当はついてる」

「待て待て待て！」

　さくさくと進む話の流れに、達哉は突つっこんだ。

「何でそんなに落ち着いてるんだよ、リーナ!?　一大事じゃないか！」

「そう珍めずらしいことじゃないからな」

「は？」

　目を瞬しばたたかせる達哉の前で、アデリーナは大たい儀ぎそうに腕を組む。

「クララの、あの気き性しようと行動力だ。わたしが知っているだけでも、何回も家出をしている。最近はずいぶん大人しくなったと、感心してたくらいだ」

「なるほど」

　言われてみれば、確かに納なつ得とくできる。達哉はどっと疲つかれた。

「それで、わたしたちが呼ばれたということは、いつも通りに？」

「そーゆーこと」

　机に頬ほお杖づえつきながら、マオは達哉たちを見やる。何やら嫌いやな予感がしてきた。

「あたしは大事な商談で、しばらく動けないのよ。代わりにあんたたち二人で、あの子を迎むかえに行ってくれない？　一応、出張あつかいってことでちゃんとギャラも出すからさ」

「…………」

　その言葉に、達哉は露ろ骨こつに顔をしかめた。

「雇やとい主にこんなこと言うのもなんですけど──」

　半目でマオを見やる。

「それ、親としてどうなんすか？」

「分かっているわよ、ダメな親だってことくらい」

　そう答えながらマオは、ほとんど吸わないまま灰になったタバコの吸い殻がらを、灰皿に押しつけた。

「でもマランパの件、あたしが話をつけないと収まりそうにないのよ」

「……なるほど、そういうことっすか」

　憮ぶ然ぜんとした声で、達哉はそう言った。

　正直、マランパの件についてもマオに言いたいことは山ほどあるのだが、達哉はひとまず言葉を呑みこむ。

「そりゃ、あんたたちには悪いと思ってるわ。あんなやばいヤマに突っこませた後、今度はこんな厄やつ介かいごとだし。そりゃさあ、あたしだって今すぐにでもクララのところに行きたいわよ。でもさ、義理と人情秤はかりにかけりゃ、情に棹さおさせば流されるし、智ちに働けば角が立つし、意地を通すのも窮きゆう屈くつだし……」

　グダグダと、マオが垂れ流す愚ぐ痴ち。それが段々と、尻しり上あがり気味にトーンを上げてきている。

「──って、あたしの知ったことかぁっ!!」

「うお!?」

　逆ギレしたマオの叫さけびに、大きくのけぞる達哉。一方のアデリーナは、表情一つ変えてはいない。

「落ち着きましたか、社長？」

「ま、まあね……」

　言葉とは裏腹に、マオはまだ肩かたを上下させている。

「で、やってくれるの？　はいか肯こう定ていで答えて欲しいんだけど」

「選せん択たくの余地なしかよ!?」

「ついては、出張手当についてだけど……」

「もう受じゆ諾だくしたことになってるし!?」

「若い子が細かいこと言わないの。そうね、クララ連れて帰ってきたら、リーナのおっぱい触さわらせてあげるから」

「最善を尽つくします、マム」

　達哉は唐とう突とつに背筋を伸のばすと、一分の隙すきもない見事な敬礼をした。

「よろしい」

「……社長？」

　勝手にダシにされたアデリーナが半目でにらむが、マオはどこ吹ふく風と新しいタバコに火をつけている。

「それで社長、クララの居場所は？」

「テキサスよ。アンダーソン農場っていう小さな牧場に、あの子がお世話になってるみたい」

　身を起こしたマオが、数枚のチケットを取り出す。

「ダラスまでの航空便と、現地での足は手配してるから」

「了りよう解かいいたしました」

　さすがにこういった手回しにはそつがない。達哉はチケットを受け取り──そこでようやく、当然の疑問に気づいた。

「そういやなんでクララのやつ、テキサスの牧場なんぞにいるんすか？　社長かあいつの知り合いでも？」

「一人だけ、ね」

　ごくさりげない声で、マオは言葉を続ける。

「まさか？」

　アデリーナの表情が動いた。相当に嫌そうな目で、マオに先をうながす。

「その牧場にはね、半年前から、あの子の父親──あたしの別れた亭てい主しゆが転がりこんでるのよ」




「妙みようなことになったなあ」

　車の助手席から外をながめ、達哉はぼやきとも嘆たん息そくともつかない声を上げた。

　乾かわいた褐かつ色しよくの草原が、緩ゆるやかにうねりながら地平線の向こうまで広がっている。そこかしこに点在する、丈たけの低い灌かん木ぼく。時折り強い風が吹き付つけるたび、砂煙が激しく舞まい踊おどった。

　雄ゆう大だいなテキサスの大平原──そのど真ん中を突っ切って、国道が一直線に走っている。達哉とアデリーナが乗った乗用車は、北を目指して走っていた。

「ところで、一応つっこんどくけど──」

　代わり映えのしない景色にやや飽あきた達哉は、チラチラと視線を運転席のアデリーナに向ける。

「どうした？」

「お前のその服、やっぱり社長からか？」

「うむ、テキサスの牧場に相応ふさわしい装よそおいを、わざわざ用意してくださったのだ」

　生き真ま面じ目めな顔でうなずくアデリーナの頭では、つば広のカウボーイ・ハットが揺ゆれている。

　派手な房ふさ飾かざりの施ほどこされた、コーデュロイのチョッキとミニスカート。膝ひざ下したのウェスタンブーツは、さりげなく刺し繍しゆうで飾かざられている。

　そんなカウボーイ──もといカウガール姿で、アデリーナは満足げに胸を張った。

「郷に入れば郷に従え。こういった社長のご配はい慮りよには、まったく頭が下がる」

「いやだから、どう考えても遊ばれてるだろ、お前」

「何か言ったか？」

「いや、何も」

　不用意なことを言って、またデコピンをもらってはたまらない。話をそらそうと、達哉は手元の地図に目を落とす。

「え、ええっと、アンダーソン牧場ってのはこの先のパンパって町を抜ぬけて、もうちょい先だよな。一三〇マイルって何キロだっけ？」

「およそ二〇〇キロメートルだ。今の時間だと、夕暮れ時になりそうだな」

「そうか」

　ふと、やり取りが途と切ぎれた。再び車内に、沈ちん黙もくが訪おとずれる。

（あ、やべえ）

　マランパ、戦せん闘とう、恐きよう怖ふ、殺意──黙だまっていると、つい余計なことを考えてしまう。と、アデリーナがこちらを、伏ふし目がちに見ていた。

「……まだ、引きずっているようだな」

「そ、そんなことないって」

　気き遣づかうような響ひびきの声に、むしろ達哉の方がうろたえる。そんな達哉に、アデリーナはそっとため息をついた。

「もしかしたら、社長もこれを見み越こしていたのかもしれん」

「へ？」

「急に通常の仕事に戻るよりは、リハビリを兼かねてのんびりと出張──そういうお考えなのかもな」

「ああ、なるほど」

　確かにマオなら、それくらいの配慮はするだろう。もしかしたらマランパの件でも、彼女なりに負い目を感じているのかもしれない。

　うなずいた達哉だが、ふとあることに思い至った。

「なあ、ところでリーナ」

「どうした？」

「その、クララの親父おやじさんってどんな人なんだ？」

「…………」

　達哉の問いかけに、アデリーナはむっつりと顔をしかめた。

（どうしたんだ、いきなり）

　内心で首を傾かしげながら、達哉は続けて言葉を重ねた。

「いやさ、これから会うかもしれない人なんだろ？　事前にある程度は知っといた方がいいのかな、とか思ったりしてさ」

　実際、興味もある。

　なんせあのメリッサ・マオと、『三回結けつ婚こんして三回離り婚こんした』男なのだ。どんな御ご仁じんなのか知りたい──というより、ぶっちゃけうらやましい。

（ったく、あんな美人の奥さんに何の不満があるんだよ。いやまあ、確かに性格はアレだけど）

　達哉は内心で、少しばかりむかっ腹ぱらを立てていた。

「あの男か」

　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな声で、アデリーナはうなる。

「わが社の創設者の一人だ。今は社を離はなれているが、本来は役員の一人でもある。無任所だがな」

「ほうほう」

「社長やバクスター班長の話によれば優ゆう秀しゆうな兵士らしく、本人もそう吹ふい聴ちようしてはいるが、わたしは一度も腕うで前まえを見たことがない」

「何でまた？」

　首を傾げる達哉。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．でインストラクターをしていれば、その技能は自然と周囲にも知られるはずだ。

　それともマオのようにもう現場の第一線を離れており、デスクワークに専念していたのだろうか？

「それ以前にあの男は、真ま面じ目めに働いたことが一度たりともない」

「いやちょっと待て」

　事実は想像よりさらに悪かった。

「月の半分も会社に出てこない。たまに出社しても昼過ぎが大半。勤務中から酒を飲み、まったく悪びれない」

「…………」

「無益どころか有害だ。一度、わたしが一ひと月つきかけて作成した戦術レポートをあの男が紛ふん失しつした時は、本気で殺意を覚えたぞ」

「何でクビにしないんだよ、その穀ごく潰つぶし」

「知らん。とにかく、カルロスの一〇〇倍はダメな男だ」

「そいつはひでえな……」

　話半分としても、相当なものだ。

「理解できんのは、社長やクララだ。腐くさっても実の父親なのだから、クララが懐なつくのは一〇〇歩譲ゆずって理解できないこともない気がするのもやぶさかではない。だが社長さえもまだ未練があるようなのは、どうにも納なつ得とくできない」

「男運がないのか、男を見る目がないのか、それとも単なるだめんずゲボリャハァっ!?」

「社長への侮ぶ辱じよくは許さんと、何度も言ったぞ」

　デコピンで達哉を打ち抜き、アデリーナは冷ややかに言った。

「ちょうどいい機会だ。この際あの男には徹てつ底てい的な教訓を与あたえ、二度と社長やクララの周囲をうろつけなくしてやろう。そうだ、それがいい……」

　物ぶつ騒そうな誓せい言ごんを延々とつぶやき続けるアデリーナと、昏こん倒とうしたまま目覚める気配のない達哉を乗せ、車は快調に旅路を急いでいた。




　バー・ローンスターは、パンパの町にある唯ゆい一いつの酒場だ。

　開かい拓たく時代のサルーンを思わせる広々とした造りの店で、今日もまだ夕暮れ時から、周辺の牧童や農夫が一日の疲つかれを癒いやすために集まっている。

「どうよ、こないだ探してた仔こ牛うしは見つかったのかい？」

「それがなあ、見つかったのはいいが脚あしを折っていやがった。もう潰つぶすしかねえ。くそ、とんだ大損だ」

「はは、そいつはついてねえな」

　バーボンやテキーラのグラスを手に、男たちは会話を楽しむ。興が乗った客の中には、ギターやハーモニカを手にカントリーミュージックの素人しろうとセッションを行っている者もいた。

　ポーカー勝負のテーブルからは、派手な歓かん声せいや罵ば声せいがひっきりなしに上がる。

　活気に満ちた、陽気な空間。と、板張りの玄げん関かんドアが軋きしみながら開く。

「あん？」

「おい」

　集まった酔すい客きやくたちの視線。その目がすっと細まる。どうひいき目に見ても、友好的な者ではない。

　新来の客は、東洋人の少年と白人の少女──何とも店の雰ふん囲い気きにそぐわない、よそ者の二人連れだった。




（おお、リアルウェスタンだ！）

　バー・ローンスターのドアをくぐった達哉は、店内の情景に内心で声を上げた。映画好きだった母の志し保ほにつきあって、子供のころに見た西部劇映画を思い出したのだ。

　ちなみにそれらの映画のほとんどはアメリカで撮とられたものではなく、イタリア製のいわゆる『マカロニ・ウェスタン』だったのだが、幸か不幸か達哉はそこまで詳くわしくは知らない。

　ホールの真ん中を突つっ切り、カウンター目指して堂々と進むアデリーナ。達哉も好こう奇き心丸出しで周囲を見回しながら、その後に続く。周囲の非友好的な視線も気にしない──というか、ほとんど気づいてはいない。

「何にするかね？」

　いい具合に煤すすけたマホガニーのカウンターの向こうから、バーテン兼けん任にんの店主が聞いてきた。

「そうだな、ミルクをもらおう」

「あ、俺も同じで」

　周囲から、あからさまな失しつ笑しようが上がる。客の中には、達哉たちにぶしつけな嘲ちよう笑しようをわざとらしく見せつける者までいた。

（何だよ、車の運転中だから仕方ないだろ！）

　むっとする達哉の目の前に、ドンとタンブラーが置かれた。ふちのぎりぎりまで、牛乳がなみなみとつがれている。

「お待ちどう」

　小太りな初老の店主は、そう一言だけ告げた。

「ど、どうも」

　軽く頭を下げた達哉は、タンブラーに口をつける。おそらく地のものなのだろう、そのミルクは非常に濃のう厚こうで、実に旨うまかった。

　と、アデリーナがマスターに話を切り出す。

「道を聞きたいのだが」

「警察はこの店を出て右手の方だ」

「先に行ったが留守だった」

「グレッグめ、また油を売っているのか」

「またって、この町の警察は留守が多いのかよ」

「…………」

　押し黙ったマスターだが、ややあってアデリーナに声をかける。

「で、どこだい？」

「アンダーソン牧場だ。大まかな地図しか持っていないので、詳しい場所や道のりを聞きたい」

　その途と端たん、不意に店内の喧けん噪そうが途と絶だえた。

　アデリーナがアンダーソン牧場の名前を出した途端に、牧童たちがぴたりと口を閉とざしたのだ。探さぐるような目を、ちらちらこちらに向けてくる。

「な、なんだ？」

　思いがけない反応に戸と惑まどう達哉。

「お前さんたち、あの牧場の客人かい？」

「まあ、そんなところだ」

　探るような店主の言葉に、アデリーナはうなずいた。正確には客人クララの知人なのだが、達哉もわざわざ訂てい正せいはしない。

「へえ、そいつは聞き捨てならねえなあ」

　達哉たちに向かって、ひどい南部訛なまりの英語がかけられた。カウンター席の右にいつの間にか、一人の牧童が立っている。

　いや、その一人だけではない。左に一人と背後に二人。合わせて四人の男たちが、達哉とアデリーナを囲んでいた。

（こいつら……）

　緊きん張ちように身を硬くする達哉。

　明らかに、真っ当な牧童ではない。暴力を生なり業わいとする者に特有の、危険で刹せつ那な的な臭においを立てている。

「ジョニー、俺の店で騒さわぎは許さんぞ」

「分かってるってとっつあん、ちょいと客人と話すだけだっての」

　釘くぎを刺さしたマスターの言葉をいなし、ジョニーと呼ばれた男は達哉たちへの言葉を続ける。

「あんな貧びん乏ぼう牧場になんの用があるか知らねぇが、とっとと帰んな。さもねぇと、あんまり愉ゆ快かいじゃねぇ事故が起こるかもしれんぜぇ」

「そうはいかない。あの牧場には、連れが厄やつ介かいになっているからな」

　露骨な脅おどしに、アデリーナは平然と答える。

「てめえ、ひょっとしてあの優やさ男おとこの女イロか？」

　野や卑ひな笑いを浮うかべたジョニーに、アデリーナは振ふり向きもせず言った。

「不ふ愉ゆ快かいな誤解だな。警告しておくがこれ以上の行こう為いに及およぶのなら、こちらも実力を行使するぞ」

「おいおい、おっかないなあ、お嬢じようちゃん」

　笑いながらジョニーが、アデリーナの白い剥むき出しの肩かたを鷲わしづかみにした。そのまま振ふり向かせようとする。

「それとも、これ以上のことをして欲し──」

　その途端に、ジョニーの笑い声が断絶する。アデリーナが振り向きざま、強きよう烈れつなバックハンドブローを顔面に叩たたきこんだのだ。

「警告はしたはずだぞ」

　鼻柱をへし折られてうずくまるジョニーを、アデリーナは冷ややかに見下ろした。

「このアマァ……てめえら、やっちまえ!!」

「おう！」

　逆上したジョニーの命令一下、男たちは達哉とアデリーナに襲おそいかかる。

「またこういう展開か!?　ぜんぜんリハビリになってねえよ！」

「君は下がっていろ」

　必死で逃にげ惑まどう達哉を尻しり目めに、アデリーナは前に出た。

　つかみかかってきた大男の両手をかいくぐり、逆に右手を取って素す早ばやく足を刈かる。

「う、うお!?」

　梃て子この原理で投げ飛ばされ、宙を舞まう大男。続いてカウンターに飛び乗ったアデリーナは、酒さか瓶びんやグラスを蹴け飛とばしながら、三人目の男のあごに強烈なサッカーボールキックを見舞う。

「ああ、やっちまったよ」

　吹ふっ飛んだ男たちは、それぞれ別のテーブルに叩きつけられた。皿やグラスが宙に舞い、テーブルを囲んでいた客に、頭から酒やポークビーンズをぶちまける。

「うお!?」

「てめえ、何しやがる！」
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　我関せずと見物を決めこんでいた客たちも、これには怒おこった。もとより血の気の多いテキサス男同士だ。手て荒あらく蹴けり飛ばされたならず者が、また別のテーブルに突っこむ。まき散らされる、カードとチップ──

　悲鳴と怒ど号ごう、そして拳こぶしの応おう酬しゆうが、あっという間に拡大する。ローンスターの店内は、すでに無差別級バトルロイヤルの会場と化していた。

「争いが争いを呼ぶのか。暴力の連れん鎖さはいつ見ても悲しく、そして虚むなしい」

「元げん凶きようが何したり顔で語ってるんだよ！」

　達哉のつっこみをさらりと無視し、アデリーナは目の覚めるようなワン・ツーからハイキックのコンビネーションで、四人目をＫＯした。

「こ、このガキども……」

　ぞっとするような怨えん嗟さの声。真っ先にアデリーナから叩きのめされたジョニーが、鼻血をぼたぼたこぼしながら立ち上がる。

「なめやがって、ブチ殺してやる!!」

「う、うわ！」

　襲いかかってくるジョニー、その手の中でぎらりと光る抜ぬき身のボウイナイフに、達哉は悲鳴を上げた。

（やべえ、こいつ目がマジだ）

　とっさに伸のばした手が、カウンターにまだ残っていたウイスキー瓶をひっつかむ。

「く、来るなあ!!」

　全力で振り回したまだ満まん杯ぱいの酒瓶は、ジョニーのナイフに先んじて、彼のこめかみにめりこむ。

　鈍にぶい音が響ひびき、重い手て応ごたえが達哉の右手に残る。今度こそジョニーは完全に昏こん倒とうした。白目を剥むいて、ぶくぶくと泡あわを吐はき出している。

「ひょっとして、殺すつもりだったのか？」

　何だかやばそうな痙けい攣れんを始めたジョニーを見下ろし、アデリーナはつぶやく。心なしか、少し青ざめている。

「で、でも瓶で人を殴なぐったら、こう派手にパリーンと割れてさ──」

「それは映画の中だけだ」

「え、そうなの？」

　とりあえず、状じよう況きようを確かく認にん。あからさまに悪意を向けてきた四人は（主にアデリーナが）叩きのめしたが、派生した大おお喧げん嘩かは大絶賛で続行中だ。

「おいリーナ、どうするよ──」

　達哉が焦あせった声を出すのと同時に、乾かわいた爆ばく音おんが店内に響きわたった。

「うわ！　じゅ、銃じゆう声せい!?」

「いや、爆竹と──発はつ煙えん筒とうか」

　アデリーナの言葉通り、同時にもうもうと上がった白はく煙えんが、フロアを白く閉とざす。

「な、何だこりゃ!?」

「おい、何のまねだ一体!?」

　客たちも、殴り合いの手を止めてあたりを見回す。

「こっちだ、リーナに新入り!!」

　よく聞き慣れた、舌足らずな叫さけび声が二人を呼んだ。

「クララ！」

「やっぱりここにいたのか」

　達哉とアデリーナは駆かけ出した。

「とりあえず、勘かん定じようはツケにしておく」

　まったく動じていないマスターに見送られ、達哉とアデリーナはバーを突つっ切る。半開きの扉とびらから転がり出た先には、クララの小さな姿があった。

「とりあえず、二人とも貸しだからな！　さっさとトンズラするぞ！」

　同時に、突っこんできたピックアップトラックがぴたりと横付けになる。内側から開くドア。

「は、発進します！　急いで乗ってください」

「おいおい」

　ピックアップのドライバーに、達哉は目を丸くする。運転席でハンドルを握にぎっていたのは、クララと同年代の少年だったのだ。




　酒場での騒そう動どうからわずか一分後、達哉たちのトラックはフルスロットルでパンパの町から飛び出してた。

　運転手は達哉に交代済みだ。アデリーナは後ろの荷台で、後方を警けい戒かいしている。

「追っ手は来ないようだな」

「そいつは一安心」

　ほっと息をついた達哉は、助手席を見た。

「それにしても、無免で街まで車を転がしてくるってのは、大した肝きもっ玉だな。ええっと、マーカス・アンダーソンくんだっけ？」

「はあ、運転自体は牧場の祖父から仕込まれていますんで」

　マーカスと名乗った少年──クララたちが居い候そうろうしているアンダーソン牧場の跡あと取とりらしい──は、しれっと答えた。

　大人しげな顔立ちといい、柔やわらかな枯かれ草色の髪かみといい、かなり繊せん細さいな外見をしているのだが、中身はかなり図太いようだ。

「こまけーこと言うなよ、新入り。大体オメーだって、ガキのころから無免で〈ダイダラ〉に乗ってたんだろ？」

　悪びれずに、同じく助手席のクララが茶々を入れる。

「いやまあ、確かにそうだが、公道と私有地の違ちがいってものがだな……」

　さすがにこう話を持ってこられると、達哉の分が悪い。わざとらしく咳せき払ばらいをして、話題を変える。

「んでクララ、その格好も牧場からの借り物か？」

「へへ、似合うだろ」

　小さな胸を張るクララの服装は、いつものロリータ・パンクからは一変していた。

　シャツにベストとネッカチーフ、色いろ褪あせたジーンズに頑がん丈じような革のブーツ、そしてつば広の帽ぼう子し。要するにアデリーナ同様、カウガールスタイルでキメていたのだ。

「社長と考えること一いつ緒しよかよ。このコスプレ親子め」
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　うめく達哉。と、そこで荷台のアデリーナが開いた窓まど越ごしに口を挟はさむ。

「それで牧場主の倅せがれと居候の娘むすめが、発煙筒だの爆竹だのまで持ち出して何をしていた？　そもそも、あのバーにいた無法者は何だ？　アンダーソン牧場の名を出した途と端たんに、絡からんできたのだが」

「あいつらか！　牧場を狙ねらう悪漢の手先だ！」

「……は？」

「その、恥はずかしながらうちの牧場は今、ちょっとしたトラブルを抱かかえていまして。クララちゃんたちには、色々とお世話になっているんです」

「要するに、パパとアタシは悪漢の魔まの手から牧場を守る用心棒ってわけだ」

「いつの時代の西部劇だよ」

「相変わらず、トラブルに巻きこまれやすいな」

　予想していた事態ではあるが、やはり『またか』とげんなりしてしまう。

「つーわけでリーナに新入り、アタシはしばらくＬＡロサンゼルスには帰らねーからな。一宿一飯の恩義を忘れてトンズラしちゃ、女がスタるってもんだ」

　勇ましいクララの宣言に、達哉とアデリーナは顔を見合わせた。

「どうするよ？」

「本来なら、縛しばり上げても連れて帰るべきだが」

「……あ、あの」

　物ぶつ騒そうな会話を交かわす二人に、マーカスがおっかなびっくり割って入る。

「どちらにせよ今日はもう遅おそいですし、お二人ともうちの牧場に泊とまってくれませんか？　その、祖父も喜ぶでしょうし」

「そうだな」

　すでに日はとっぷりと暮れ、夜空に星が瞬またたいている。長旅の疲つかれを考えれば、今日はもう休むべきだろう。

「リーナ、今晩は世話になるってことでいいかな？」

「それが妥だ当とうだろう。これ以上わたしたちが押しかけて、迷めい惑わくにならなければの話だが」

「迷惑だなんて」

　どこか寂さびしそうに、マーカスは小さく笑った。

「三年前に僕の両親が事故で亡なくなってから、祖父母と僕の三人暮らしですから。お客さんは大だい歓かん迎げいです。最近はクララちゃんたちのおかげで、静かな家がずいぶん賑にぎやかになりましたし」

「親おや御ごさん、亡くなってたのか。悪いこと聞いたな」

「いえいえ、お気き遣づかいなく」




　　　　２




　アンダーソン牧場は、テキサス北部にある個人経営の牧場だ。

　面積はおよそ七〇〇〇エーカー。数百頭の牛を養える牧草地に加え、競走馬を飼育するための馬小屋や馬場が付属している。

「ここです」

「オーライ、っと」

　マーカスの案内に従い、達哉はピックアップのハンドルを切った。牧場のゲートをくぐると、牧草地の真ん中を未み舗ほ装そうの私道が走っている。

　しばらく進むと、こぢんまりした丘きゆう陵りようの向こうに一いつ軒けんの民家が見えてきた。

「あそこか？」

「ああ。アタシらが世話になっている家だ」

　アンダーソン宅は、二階建ての木造家だった。古いがよく手入れされており、裏手にはトタン張りの大きな納な屋やが建っている。古ぼけた井い戸どの片かた隅すみには、なぜか一台の幌ほろ馬ば車しやが放置されていた。

　庭先でピックアップを停とめ、達哉たちはぞろぞろと車を降りる。

「おう、お客人か。よう来たよう来た」

　玄げん関かん先さきで達哉たちを出で迎むかえたのは、気さくそうな初老の白人男性だった。目め尻じりには深いしわが刻まれ、髪にも髭ひげにも白いものが混ざっているが、骨太な体格や機き敏びんな身のこなしに、老おいの影かげはまだ現れていない。

「紹しよう介かいします。祖父のヘンリー・アンダーソン。ここの牧場主です」

　マーカスに紹介され、達哉たちもヘンリー氏に挨あい拶さつする。

「あ、どうも。クララの友達の市いち之の瀬せ達哉です」

「アデリーナ・ケレンスカヤだ。クララが世話になっている」

　差し出された二つの手を、ヘンリーは握り返す。よく日に焼け、分厚い、なめし革のような手だった。

「ま、立ち話も何じゃ、今日はゆっくり休んでくれい。ちょうどメシの用意ができたところじゃしな」

　ヘンリーの案内で、達哉たちは食堂に案内された。年配の夫人──ヘンリーの妻のマーガレットが、台所からせっせと料理を運んでいる。

「あらあらまあ、こんなに若い方がたくさん来るなんて。どうぞ席について」

　うながされ、席に着く達哉たち。と、クララは周囲をきょろきょろ見回した。

「マギーばあちゃん、うちのパパはどこ？」

「もう先にお酒を召めされて、部屋でお休みになっていますよ」

「また酔よい潰つぶれて寝ねてるのかよ。いい加減、風か邪ぜ引いても知らねーぞ」

　父親の醜しゆう態たいに毒づくクララだが、その袖そでをマーカスが引っ張った。

「ほら、あの人もあれでいざという時は頼たよりになるんだから。無む駄だ飯めしぐらいとか、穀ごく潰つぶしとか、そんなこと思ってないよ」

「……つまりそう思っているんだな」

「何をやっているのだ、あの男は」

　フォローになっていないマーカスのフォローに、アデリーナはため息をつく。そのままこめかみに指を当て、ヘンリーを見やる。

「ところでミスタ・アンダーソン──」

「ヘンリーでかまわんよ、お嬢じようさん」

「ではヘンリー、クララたちから聞いたが、何やらトラブルに巻きこまれているとか？」

「うむ──」

　眉み間けんにしわを寄せて険しい顔を作って見せたヘンリーだが、不意に破顔する。

「まま、難しい話は後にして、冷める前にメシにしよう」

「賛成っす」

　達哉はゴクリと生なま唾つばを呑みこむ。目の前の皿に鎮ちん座ざした、一ポンドはありそうなぶ厚いステーキ。立ち上る湯気と香かおりに、達哉の食しよく欲よくは臨界に達していた。

「君のそういうぶれないところには、ある意味で感心する」




　ステーキの味は、素す晴ばらしいものだった。

　脂あぶら身みが少ない赤身の肉だが、肉自体は柔らかい。歯ごたえのあるどっしりした肉質に、塩こしょうのシンプルな味付けがよくあっていた。

「一ひと月つき前に落として熟成させた肉です。美お味いしいでしょう？」

「────ん」

　自じ慢まんげなマーカスの言葉に、達哉はうなずいた。

　正直、今は口を食事以外の用よう途とに使うのが惜おしい。ひたすら肉を切り分けては、がつがつと胃い袋ぶくろに詰つめこんでいく。

　一方のアデリーナは、一切れステーキを口にして、かすかに眉まゆをひそめた。

「確かにうまい。だが──一味足りん」

「ほう」

　失礼ともとれるアデリーナの評価に、だがヘンリーは面おも白しろそうに笑った。

「お嬢ちゃん、甘ったるいソースをかけんと肉が食えんという輩やからかね？」

「いや、ソースなどいらない。必要なのは──これだけだ」

　アデリーナが取り出したのは、マヨネーズのチューブだった。

「おい、待て──」

　達哉が止める間もなく、アデリーナは最上のステーキに向けて、マヨネーズをぶっかける。

　ニュルニュルニュル──絞しぼり出されたマヨネーズが、色よく焦こげたステーキの焼き面に白い格子模様を描えがいた。

「うむ」

「うむ──じゃねえよ！」

「謝れ、この牛育てたヘンリーじっちゃんに謝れ！」

「まあまあ、食の好みというのは自由ですし」

　つっこんだ達哉とクララは、逆にマーガレットからなだめられる。

「すごく、太りそうですね」

「摂せつ取しゆした以上のカロリーを消費すればいいだけのことだ。何も問題はない」

　マーカスの遠えん慮りよがちだが厳しい指し摘てきにも、アデリーナは平然としていた。




　食事の終わりには、熱いコーヒーと甘い揚あげ菓が子しが出された。

「で、そろそろ話を聞きたいのだが」

「そうじゃなあ」

　くつろいだ空気の中でアデリーナが本題を問いかけると、ヘンリーはどこか遠いまなざしで答えた。

「まあ、話と言ってもありがちなものじゃがな。ようするに、この牧場の土地を欲ほしいという連中がおるんじゃよ。少々、乱暴な手に訴うつたえてもな」

「地上げ……いや、待てよ──」

　ふと達哉の脳のう裏りを、ユースフの顔がよぎる。テキサスの主要産業と言えば、農業と、あと一つ。

「ひょっとして、石油っすか？」

「いかにも。よく分かったな、お若いの」

「ええ、まあ」

　まさか『中東の産油国の王子が知人にいますから』とは言えずに、達哉は曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

「なるほど、ではこの牧場の地下に油田が？」

　アデリーナの指摘に、ヘンリーはうなずいた。

「ここに石油が埋うまっとること自体は、ずいぶん昔から分かっとったんじゃがの。あまりに深すぎて掘ほっても採算が取れんという話で、手つかずのままだったんじゃい。そのはずがなあ──」

「何でも新しい採さい掘くつ技術が開発されたらしくて、タチの悪い業者から目をつけられたんですよ」

　心底から弱った声を、マーカスは絞り出す。

「ドナルド・レスター、ここらへん一帯の石油を牛ぎゆう耳じる大おお立だて者ものじゃ。昔からタチの悪いギャングとつるんでおってな。最近は強ごう引いんな手練手管をゴリ押しし、たくさんの牧場から土地を買い叩たたいておる」

「ああつまり、パンパのローンスターってバーにいたチンピラどものことも……」

「ジョニーなら、レスターの手下の一人じゃよ」

　ややオーバーな身み振ぶりで、ヘンリーは言葉を続ける。

「牧場の片隅に石油井戸を掘りたい──というならまだしも、土地をまとめて全部よこせと言われてはの。わしのひい爺じいさんの代から続く牧場、おいそれと手放すわけにはいかんわい」

「それ以来、色々といやがらせがありましてねえ。うちで働いてくれた人も、ほとんどやめてしまって。ただでさえ息子むすこ夫ふう婦ふが亡なくなってから人手不足なのに、困ったものですよ、まったく」

「それで、偶ぐう然ぜん通りすがったパパがじっちゃんを脅おどしてたチンピラを叩きのめして、それ以来この牧場に転がりこんでるってわけだ」

「……なるほど」

　とりあえず、事情は把は握あくした。

「で、どうするよリーナ？」

「そうだな、クララが世話になった相手を──」

　ふと、アデリーナの言葉が途と切ぎれた。何やら、低いエンジン音が近づいてくる。

「自動車──客か？」

「ふむ、今夜は千客万ばん来らいじゃの」

「いや、これは──まさか……」

　軋きしんだブレーキ音、開くドアの音、いくつもの足音。達哉の中で、危機感がみるみる膨ふくれ上がる。

「おいリーナ、まさかこれって」

「伏ふせろ！」

　アデリーナの叫さけびと同時に、達哉はクララとマーカスを両りよう脇わきに抱かかえて床ゆかに身を投げ出す。アデリーナはマーガレットを押し倒たおし、ヘンリーは意外なほどの機敏さで伏せた。

　次の瞬しゆん間かん、乾かわいた音と共に食堂の窓ガラスが割れ飛ぶ。

「やばいやばいやばい！」

　頭の上を飛び交かう銃じゆう弾だん。達哉はわめきながら子供二人を抱え、台所のカウンターの陰に転がりこむ。

「銃声からして、一〇人前後ってところか。くそ、ローンスターの報復かよ」

　達哉の腕うでの中で、耳をすませたクララが小さくつぶやく。一方のマーカスは、完全に震ふるえ上がっていた。

「こらマーカス、男ならブルってんじゃねえ！　キン○○ついてんのか!?」

「だ、だってクララちゃん──」

　どもりながらマーカスが反論していたところに、銃を構えたアデリーナが、マーガレットを庇かばいながら駆かけこんできた。ヘンリーもそれに続く。

「またずいぶんと乱暴なことをしおる。脅しのつもりかの？」

「分からん。強ごう盗とうに見せかけて邪じや魔ま者ものを始末、ということもあり得るぞ」

　淡たん々たんと答えたアデリーナが、ふとヘンリーを振ふり返った。

「あなたはずいぶんと落ち着いているな」

「ふん、西部の男というのはな、この程度ではうろたえんもんじゃい」

　鼻息荒あらく答えたヘンリーが、割れ飛んだ窓の外の暗くら闇やみを、忌いま々いましそうににらみつける。

「人の牧場で好き勝手しおって！」

「まあまあ、そろそろ反はん撃げきの頃ころ合あいではありませんか、あなた？」

「うむ、目に物見せてやるかの？」

　老夫婦の交わす物ぶつ騒そうな会話に、達哉は段々と不安になってきた。

「反撃って、何……？」

「これじゃい！」

　言うなりヘンリーは、台所に据すえ付けられた『ある物』から、被かぶせていた布をはぎ取った。

「こ、こいつは──」

　現れた得え物ものに、達哉は目を剥むいた。

　木製の古ぼけた砲ほう架かの上に、黒光りする銃じゆう身しんが鎮座している。それも、一門だけではない。多数の銃身を束ねたそれを、達哉は幕末ものの時代劇で見たことがあった。

「ガ、ガトリング砲だとぉっ!?」

「おい新入り、そいつは砲キヤノンじゃなく銃ガンだぞ」




　アンダーソン家の前庭には、襲しゆう撃げき者が乗りつけた三台のトラックが停まっていた。ヘッドライトで照らし出された母おも屋やに向かい、男たちは銃やライフルを景気よく撃うちこんでいる。

「いいぞ野や郎ろうども！　ローンスターでの借りを返してやりな！」

「へい、兄貴！」

　ジョニーの煽あおり文句に、手下どもは威い勢せい良く答えた。

　折れた鼻と割れた脳天の治ち療りようのため、ジョニーの頭部は包帯でグルグル巻きになっている。まるでミイラ男のような姿は、ただ見ているだけで痛々しい。

　だがその負傷にもかかわらず、本人はいたって意気軒けん昂こうだ。今も手下の先頭に立ち、自ら猟りよう銃じゆうを振り回している。

「くそ、あのジジイめ。ドイツ野郎だけじゃ足らず、また助すけっ人とを呼びやがったのか。いいぜ、こうなりゃもう戦争だ」

「分かりやした、兄貴！」

　事実誤ご認にんも甚はなはだしいが、ジョニーにそれを知るすべはない。怒いかりで頭に血が上ったまま、勢い任せでわめき立てる。

「ちょうどいい機会だ！　ジジイもババアもガキどもも、みんな引きずり出して吊つるしちまえ！　安心しろ、何やってもレスターさんがケツふいてくれ──」

　ジョニーの言葉をぶった切ったのは、一連なりの銃声だった。

「な、何だぁぁぁっ!?」

　目の前の光景に、ジョニーは絶ぜつ叫きようした。

　窓──どころか窓まど枠わくごと、母屋の壁かべが内側からはじけ飛ぶ。報復の弾幕に、ジョニーたちは慌あわてて逃にげ惑まどった。

「ジ、ジジイ！　今度は何しやがった!?」

「どうしやす、兄貴!?」

　ジョニーが答えようとした時、乗り付けていたトラックの一台が瞬時に十数発の銃弾を浴びて蜂はちの巣になった。そのまま火を噴ふき上げ、爆ばく発はつ炎えん上じようする。

「ガ、ガトリング砲だとぉっ!?」

「兄貴、ありゃあ砲キヤノンじゃなくて銃ガンですぜ」




「カカカカカ、目に物見せてやったわい」

　燃えさかるトラックの哀あわれな有様に、ヘンリーは大笑いした。炎ほのおに照らされたその横顔は、押しかけた悪漢よりおっかない。

　ヘンリーがハンドルを回すたび砲身は回転し、給弾・装そう填てん・発射・排はい莢きようのサイクルを、無む慈じ悲ひな正確さで繰くり返した。

「そんなもの、どこに持ってたんだよ爺さん」

「こいつか？　結けつ婚こんの時、マギーが持参金代わりに持ってきたものじゃい」

「何でも南北戦争の時に、おばあちゃんのご先祖様が北軍のヤンキーからぶんどった戦利品らしいよ」

「本物か!?　スゲーなじっちゃんばっちゃん」

　目を輝かがやかせて、クララは賞賛する。

　立ち上る硝しよう煙えん──

　響ひびきわたる銃声──

　真しん鍮ちゆうの薬莢が床にバラバラとまき散らされる。

　正直、段々と逃げ惑う敵の方が気の毒になってきた。

「弾たまが切れたぞい」

「はいはい、分かっていますよ、あなた」

　マーガレットが、空になった箱形の弾だん倉そうを引っこ抜ぬいて交こう換かんする。やたらと手て際ぎわがよく、中々の装填手っぷりだった。

「さあ、ワシらが連中の頭かしらを押さえとる間に、頼たのむぞクララ！」

「りょーかい、じっちゃん」

　その一言で悟さとったのか、クララがカウンターの陰かげから飛び出した。そのまま廊ろう下かの方向に駆け出す。

「あ、危ねえ！」

　とっさに達哉も、そのまま追って飛び出す。ぱらぱらと二人に銃弾が集中するが、幸いなことにかすめもしなかった。

「何やってんだよ、クララ!?　逃げるにしても、もっとやりようが──」

「逃げる？　そんな必要がどこにあんだよ」

　廊下に飛び出したクララが、不敵な表情で振り返る。

「待ってろよ、今から最高の助っ人を連れてくるからよ」

「……助っ人？」

　戸と惑まどう達哉に、クララは力強く断言する。

「なんせこの牧場には、アタシのパパ──クルツ・ウェーバーがいるんだからな！」




「だから待てよ！」

　階段を駆け上り、クララの後を追う達哉。その間にも、容よう赦しやなく銃声は響いている。

「ぬおお、ジャムっちまったぞぉ!?」

「一〇〇年以上前の骨こつ董とう品だ。そうなってもおかしくはない」

　台所の方から、ひどく不ふ吉きつな会話が聞こえた。

（やべえ、マジでやべえ）

　達哉はクララと共に二階の一室に駆けこんだ。部屋に満ちたむっとする臭においに、達哉は思わず顔をしかめる。

「酒臭くさいな、おい──ってうぉ!?」

　割れ飛ぶ窓ガラス。天てん井じように穿うがたれる弾だん痕こん。

　二階にも、流れ弾がぱらぱらと飛びこんでくる。泡を食った達哉とクララは、あわてて身をかがめた。

「パ、パパは──いた！」

　ベッドの向こうから、長い脚あしがのぞいていた。

（ひょっとして、撃たれたのか？）

　達哉が息を呑のむのと同時に、幸せそうないびきが響きわたった。どうやら単に酔よっぱらって床で寝ねているだけのようだ。

「……この状じよう況きようで、よく寝てられるよな」

　どっと疲つかれた達哉は、クララと一いつ緒しよに匍ほ匐ふく前進で床に寝転がった男に近づいた。その間にもひっきりなしに銃声が響き渡わたり、流れ弾が頭上を飛び交っている。

「パパ、起きてくれよパパ!!」

「……この人が、マオ社長の別れた亭てい主しゆ？」

　締しまりのない顔を覆おおう、伸のばしっぱなしの髪かみと無ぶ精しよう髭ひげ。長身からは力が抜け、浜はま辺べに打ち上げられたタコのようにぐにゃぐにゃしている。

　薄うす汚よごれたよれよれの服装のままバーボンの瓶びんを抱えこみ、幸せそうに高いびきをかいていた。

　どうやらこの酔っぱらいが、クルツ・ウェーバーという男のようだ。

「なあ、もう色々とダメじゃないか、この人？」

「何だと！」

　思わず漏もらした達哉の本音に、クララはきっと振り向いた。

「パ、パパは確かにいつもこんな感じだけど、ライフル持たせりゃすごいんだぞ！」

「……ライフル？」

　確かに壁には、一丁のライフルが立てかけられている。クララのものより古く、なんとレバーアクション式の骨董品だ。

「いや、だからって──」

「……やかましいなぁ、何の騒さわぎだあ？」

　不意に何の前まえ触ぶれもなく、クルツは起き上がった。どろりと濁にごった目で周囲を見回すと、大きく伸びを一つ──

「死ぬ気かあんた!?」

　血相を変えた達哉が、クルツを床ゆかに引き倒たおした。同時に頭上を、流れ弾が通過する。

（危ねえ）

　達哉の背中を、冷たい汗あせが流れ落ちる。当のクルツは、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで酒臭いあくびをしていたが。

「何だよ、また出入りかあ？　まったくめんどくせえな」

「そうなんだよパパ、またレスターの手下が押しかけてきたんだ！」

　小さな拳こぶしを握にぎって力説するクララの姿に、クルツはたちまちだらしなく相そう好ごうを崩くずす。

「おお、来てくれたのかマイ・スィート・エンジェルぅ～～」

　そのままクルツはクララを抱だきしめると、愛まな娘むすめの白いすべすべしたほっぺたに頬ほおずりする。

「ちょ、パパ、髭がジョリジョリ──ってか酒臭いって！」

　かなり本気で嫌いやがりながら、クララは身をもぎ離はなす。

「それよりパパ、また連中がやって来たんだ。パパのライフルで追おっ払ぱらってくれよ」

「え、ああ、うぅぅん」

　クルツは床に座りこんだまま、今さらながら達哉を見やった。

「で、お前さん誰だれよ？」

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の新入社員の、市之瀬達哉だよ！　んなことどうでもいいから──」

「──ああ分かった分かった、ライフルな」

　どうやら今になってようやく、クララの言葉が脳まで届いたようだ。

　クルツはライフルを手に取ると、無造作に立ち上がった。そのままふらつく足取りで、窓に寄る。なぜか流れ弾はかすりもしていない。

　月明かりの下、一〇人ほどの男が銃じゆうを手に母おも屋やと撃ち合っている。時おり食堂から撃ち返しているのは、おそらくアデリーナだろう。

「んー、つまり、あいつらやっつければいいんだな？」

　青ざめる達哉の前で、ライフルを構えるクルツ。完全に呂ろ律れつが回っていない。

「そうだけど、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうなオッサン!?」

「大丈夫だって。俺のライフルって、マジすごいから。ホントホント」

　ヘラヘラ笑いながらクルツはごくわずかに窓を押し開き、ライフルの銃身を突つき出してスコープを覗のぞきこむ。

（お？）

　その姿勢は、意外なほど堂に入っており──

「ああ、あれえ？　一人のはずが二人に見えるぞ？　スコープの故障かぁ？」

「あんたが目を回しているだけだ！」

　やはりダメダメだった。

「もういい、代わってくれ！　まだ俺が撃うった方がマシだ！」

「信じてくれよ、本当にパパは──」
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　言い争う達哉とクララをよそに、クルツはライフルのトリガーを引く。

　拳けん銃じゆうよりも格段に大きく、鋭するどい銃声が夜気を引き裂さき──あっさりと外れた。

「あ、右じゃなかったのかぁ。でひひひ、失敗失敗」

「当たると思ってたのかよアレで!!」

　クルツの締まりのない笑い声と、達哉渾こん身しんのツッコミが響く。同時に報復の銃じゆう撃げきが、窓に集中する。

「どうすんだよ!?　明らかに状況が悪化してるぞ！」

　床に伏ふせてわめく達哉に、クルツはげらげらと笑い返す。

「あー、大丈夫だいじょーぶ、左が本物だって分かったから」

「もう駄だ目めだ、このオッサン……」

　頭を抱かかえた達哉を尻しり目めに、クルツはライフルを構え直すと、再び引き金を絞しぼり──

「ウソだろ」

　続く光景に、達哉は唖あ然ぜんとした。

　男の一人が、右手を押さえてうずくまっている。クルツのライフルから放たれた銃弾が、男の拳銃を跳はね飛ばしたのだ。

「なるほどぉ、やっぱ左かぁ」

　クルツの声は、相変わらず呂律が回っていなかった。




「くそ、またあのドイツ野や郎ろうか」

　歯ぎしりしながら、ジョニーは吐はき捨てる。

　続けざまに響ひびく銃声。その度たびに男手下たちの手から拳銃が跳ね飛ぶ。あっという間に、一〇人全員が徒手になった。

「ど、どうしやす兄貴!?」

「くそったれ、ブチ殺してやる！」

　完全に逆上したジョニーは、猟りよう銃じゆうの銃口を二階に向け──

「う、うわ！」

　直後に悲鳴を上げて尻しり餅もちをついた。

　地面に転がった猟銃は、ただのガラクタと化している。二階に銃を向けた瞬しゆん間かん、撃ち返された銃弾が猟銃の銃口に飛びこみ、そのまま機関部を無茶苦茶に破は壊かいしたのだ。

「あのドイツ野郎、まさか狙ねらって……」

　ジョニーの背筋を、冷たい汗が流れ落ちる。

「く、くそ、撤てつ退たいだ！　ずらかるぞ！」

　うわずった声を何とか悲鳴にならないようこらえるのには、相当な努力が必要だった。




「す、すげえ」

　悲鳴を上げ、逃にげ惑まどう男たち。彼らにも、相手がその気になったら自分たちが全員射殺されていたと理解できるだけの想像力はあったのだろう。

　そのまま車に飛び乗り、あっという間に逃げ出した。

　突とつ如じよとして戻もどった静せい寂じやくに、達哉は息を吐いた。

「どうだ、スゲーだろうアタシのパパは」

「あ、ああ……」

　目にした神かみ業わざがまだ信じられず、達哉は呆ぼう然ぜんとつぶやく。クルツはライフルを抱えたまま、再び眠ねむりの国へと帰っている。

「こらパパ、こんなとこで寝たら風か邪ぜ引くぞ」

「……ああ、わかっているって駅員さん、ちゃんと新しん小こ岩いわで降りるからさぁ」

「おーい、ここは総武線じゃねーぞ」

　親子の会話は、どうも噛かみ合っていない。その頃ころになってようやく、パトカーのサイレンが近づいてきた。




　　　　３




　アンダーソン牧場を開いたのは、ヘンリーにとって曾そう祖そ父ふにあたるエイベル・アンダーソンという人物だ。

　ジョージアの大農園主の三男坊ぼうだったが、彼が生まれた前後に南北戦争で生家は没ぼつ落らく。貧困の中で育ったエイベルは、まだ十代のうちに家を飛び出して西部を目指す。

　流れ着いたテキサスでエイベルが得た職は、とある大牧場での雇やとわれ牧童だった。故郷とまったく異なる気候風土に悩なやみながらも、彼は身を粉にして働いた。

　そしておよそ四〇年後。牧童頭がしらにまでなっていたエイベルは、コツコツ貯ためこんだ金で自分が働く牧場のごく一部──およそ五〇〇〇エーカーを買い取り、独立した牧場主として一本立ちした。エイベルのかつての雇い主は長年の忠勤に応こたえ、一〇頭の牛を贈おくって門かど出でを祝したという。

　美談といって良いだろう。彼らの土地が元々アメリカネイテイブ・先住民アメリカンから奪うばったものだという、歴史的事実にさえ目をつむれば。

　それから一〇〇年以上、エイベルとその子孫たちはこの牧場を発展させ続けてきた。馬はトラックに代わり、牛追いに投げ縄なわを使うこともなくなったが。

「──ふわぁ」

　朝あさ靄もやの牧場で、達哉は大きくあくびをした。借り物のカウボーイ風作業服を、身につけている。

「ったく、本当に散々な夜だったな」

　昨日の夜の銃じゆう撃げき戦を思い出す。幸い怪け我が人は一人も出なかったが、食堂は無茶苦茶になっていた。

　何よりもひどかったのは、駆かけつけた警察の態度だ。ものすごくおざなりに現場を一いち瞥べつした後、ろくな捜そう査さもせずにそそくさと帰って行ったのだ。

「買収されてるにしろ、露ろ骨こつすぎるだろ」

　冷たい井い戸ど水で顔を洗いながら、達哉は憤ふん然ぜんとうなる。と同時に、また気が滅め入いってきた。

（ひょっとして俺、もうこういった殺さつ伐ばつとした世界から離れられないんじゃないのか？）

　マランパに続き、平和なはずのアメリカでもこの騒ぎだ。何だか胃のあたりが、重くなってきた。

「おはようございます、タツヤさん」

　背後から、ボーイ・ソプラノの声がかかる。振ふり向くと、作業服姿のマーカスが丁てい寧ねいに頭を下げていた。

「ああ、おはよう。昨日の晩は大変だったな」

　達哉がそう言うと、マーカスは少し疲つかれたように笑う。

「まったくです。でもどちらかというと、段々こんな鉄火場に慣れてきた自分自身がちょっと悲しい」

「お前もかよ」

　同どう病びよう相あい憐あわれむといった調子で、達哉とマーカスは深々とため息をついた。

「ところで、本当に牧場を手伝ってもらってよろしいんですか？」

「まあな。働かざる者食うべからずっていうか、家主が働いている最中に家でゴロゴロしてるって方が、居い心地ごこち悪いからな」

（暇ひましてると、色々余計なこと考えちまうし）

　内心でそう付け加えながら、達哉はちらりと母おも屋や一階のテラスを見やる。そこに座りこんだクルツが、朝っぱらから酒をあおっていた。

（ったく、あの酔よっぱらい）

　言葉には出さず、達哉は思いっきり毒づく。

「なるほど、そんなものですか」

　感心したように、マーカスはうなずいた。少年のそんな素す直なおな反応に、達哉は小さく苦く笑しようする。

「といっても俺たち、牛の世話なんぞ何もしたことないド素人しろうとだからな。役に立つかどうかは分かんないぞ」

「いえ、そんなことはありませんよ。助かります」

「で、まず何をすりゃいいんだ？」

「乳牛の世話をお願いします。ついてきてください」

「おーけー」

　マーカスに案内され、達哉は乳牛用の牛小屋に向かう。

「うぃーっく、がんばりたまえよ勤労少年」

　酔っぱらいの戯たわ言ごとは、とりあえず無視することにした。




「うっひゃっひゃっひゃ、コイツはスゲー」

　牛小屋に入った達哉がまず目にしたのは、奇き声せいを上げてケタケタ笑うクララだった。

　ずらりと小屋に繋つながれた乳牛、その一頭の足あし下もとにしゃがみこみ、乳ちち搾しぼりをしている。たぷたぷと大きく張った牛の乳ち房ぶさに、順々に搾さく乳にゆう機を押し当てているのだが──

「スゲーよ、おっぱいがこう、ピューピューって噴ふき出しやがる。つーかママよりおっぱいデケー！」

「……当たり前だろ」

　段々と頭が痛くなってきた。

　見かけだけは天使のように愛らしい少女が、こんな言動を繰くり返すのを見ていると、脳がグダグダになりそうだ。

「いつもありがとう、クララちゃん」

　マーカスの方は、まったく動じていなかった。

「おう、そっちの房ぼうの牛は、もう搾り終わったからな」

「分かったよ」

　てきぱきとした動作で、マーカスは搾乳が終わった牛を鎖くさりから放し、牛小屋の外へと追い立てていく。

（実はこいつ、大物なのかも）

　妙みように感心した達哉を、マーカスが振り返った。

「うちの牧場って肉牛は放牧しっぱなしなんですけど、乳牛は夜には小屋へ戻すんですよ。乳搾りがありますので。タツヤさんには、小屋の掃そう除じをお願いします」

「まかせとけ」

　牛小屋は、柵さくでいくつかの房に分けられている。全すべての牛が出されて空っぽになった房の一つへと、達哉は向かった。

　スコップを手に、一輪の手押し車を押しながら。

「うし、やるか」

　とりあえず、気合いを一つ入れる。

　牛小屋の床ゆかには藁わらを敷しき詰つめているが、牛の糞ふんや尿にようで汚よごれている。達哉は手にしたスコップで、ざくざくと藁ごと糞を手押し車に放ほうりこむ。

　秋の朝の気温はかなり低めだが、どっと汗あせが噴ふき出した。あっという間に、手押し車は一いつ杯ぱいになる。

「裏にトラクターを停めてます。荷台に放りこんでください」

「あいよ」

　マーカスの指示に従い、達哉は手押し車で牛ぎゆう糞ふんをトラクターに運んだ。かなりの重量だが、こういった作業には慣れている。腰こしで支え、危なげなく歩いていった。

　高台からトラクターの荷台に牛糞をぶちまける。この牛糞は、野積みで醗はつ酵こうさせて堆たい肥ひにし、飼料用の麦畑にまくらしい。

　空になった手押し車を押し、また牛小屋に戻る。まだこれが最初の一回目。牛小屋中をきれいに掃除するまでどれぐらいかかるか考えると、気が遠く──は別にならなかった。

　元々達哉は、汗あせ水みず垂らして働くことがそれほど苦にならない性格だ。ＰＭＣでの訓練漬づけな日々にどっぷりはまった後、こういった生産的な作業に従事すると、実家の市之瀬建設を手伝っていた時のことを思い出す。

「やっぱり俺、こういう仕事の方が性しように合うのかも」

「…………」

　何気なくつぶやいた達哉を、クララはじっと見ていた。




　牛小屋の清せい掃そうは、思ったよりも早く片付いた。

　仕事自体は単純な反復作業の繰り返しだし、コツをつかむのは難しくない。体力もスタミナも有り余っている達哉にとっては、朝飯前だ。

「おーいマーカス、トラクター洗ったけど、どこに直しとけばいいんだ？」

「あ、裏の納な屋やにお願いします」

「了りよう解かい」

　トラクターの運転席に飛び乗り、スロットルレバーとハンドルを操作。達哉の運転するトラクターは、ディーゼルのエンジン音を響ひびかせながら納屋に向かう。

「ここか──っておお？」

　納屋の中にトラクターで乗り入れた達哉は、納屋の片かた隅すみにうずくまる大きな影かげに、軽く目を見はる。

「ＰＳパワー・スレイブじゃないか、あれ」

　子供のころから乗っていた日本製の〈ダイダラ〉とは異なる機種だが、人型重機に間ま違ちがいない。ずんぐりとしたシルエットは、達哉の郷きよう愁しゆうを誘さそう。

「これって確かアメリカ製の〈エイプ〉ってやつだよな。何でまた、こんなところに？」

「亡なくなった倅せがれのものじゃよ」

　答えたのは、ちょうど牛の見回りから帰ってきたヘンリーだった。

「農地の開かい墾こん用に、中古のものを買ったんじゃがなあ。動かせる人間が倅しかおらんで。もう三年も、ほこりを被かぶりっぱなしじゃよ」

「……そいつはもったいないっすね」

　ざっと見たところ、故障している箇か所しよはない。少し整備して燃料を注げば、すぐにでも動き出すだろう。

「それにしても、すまんのう。おかげでワシは朝から牛の見回りに行けたし、マーガレットも家のことに専念できた。家族三人だけでは、こういかん」

　達哉と連れだって納屋から出ながら、ヘンリーは剽ひようげた声と態度でぼやいて見せた。

「もうわしも歳としじゃし、体も昔のようには動かん。いっそレクターの言うとおり、牧場を処分しちまって楽らく隠いん居きよ、ってのも考えんかったわけではないんじゃ」

「何か昨日は、カウボーイのプライドとか言ってませんでしたっけ？」

「そういうお題目で、腹は膨ふくれんからの」

　あっけらかんと、ヘンリーは言い切った。と、ちょうどそこに、牛を追っていたマーカスとクララが通りかかる。

「そんなの、ぼくはいやだな」

　小さなマーカスのつぶやきに、ヘンリーは破顔した。

「ま、そういうことじゃて」

　愉ゆ快かいそうに、ヘンリーは笑う。

「というわけでこの子が一人前になるまで、老骨にムチを打たんとの」

「まだそんな歳じゃねーだろ、ヘンリーじっちゃん」

「はて、それだと良かったんじゃがの──と」

　驚おどろきの声を上げるヘンリー。達哉もつられて牧草地の方向を見やり、目を丸くした。

「ハッ！」

　低い気勢が響く。カウガール姿で馬にまたがったアデリーナが、牛の群れ一つを追っていた。

　馬上から投げ縄なわやムチを巧たくみに使い、群れを完かん璧ぺきにコントロールしている。その姿は、達哉が素人しろうと目めで見ても様になっていた。

「あいつ、一体どこであんなこと覚えたんだよ」

「いやはや、大したものじゃて」

　呆あきれ返った達哉の隣となりで、ヘンリーはしきりに感心している。

「本職の牧童でも、今時あそこまで馬を乗りこなせる者は珍めずらしいぞい」

「……かっこいいなあ、リーナ」

　ポツリとつぶやくクララの声には、羨せん望ぼうの響きがあった。

「あのさ、クララちゃん」

「何だよ？」

「よければ、ぼくが乗馬を教えようか？」

「え？」

「う、馬屋に一頭、クララちゃんにぴったりの子が……」

　うつむいたまま、マーカスはごにょごにょと言葉を濁にごす。じっとそれを聞いてたクララが、ニパッと笑う。

「何だよ、そんなこと早く言えっての」

　そのままマーカスの背中をバンバンと叩たたく。

「馬屋だな。今から行くのか？」

「わわわ──ま、待ってクララちゃん、今から連れてくるから」

「分かった、待ってるから早く一いつ緒しよに乗ろうぜ」

「う、うん！」

　勇んで走り去るマーカスの背中を、達哉とヘンリーは見送った。

「いやはや、若いのう」

「若いですのう」




　午前中の仕事はそれで片づいたため、昼までの一時間ほどは休きゆう憩けいとなった。

「あー、疲つかれた疲れた」

　達哉は牧草地の草原に寝ね転ころび、大の字で手足を伸のばす。秋の涼すずしい風が、疲れて火ほ照てった体に心地ここちよい。

　その隣には、マーカスを待つクララがちょこんと腰かける。

「よう、頑がん張ばってるなー少年」

　頭上から、軽けい薄はくな声が振ふってきた。ふと見上げると、酒さか瓶びんをぶら下げた金きん髪ぱつの男──クルツが立っていた。

「何だ、また昼間っから飲んだくれてるのかよ、パパ」

「ははは、そうすねるなよ、マイドーター」

　そっぽを向くクララの黒くろ髪かみを、クルツはわしゃわしゃとなでる。そんな親子の触ふれ合いを、達哉はぬぼーっと見つめていた。

（このおっさん、こんなに男前だったのか？）

　身なりを整え髭ひげを剃そるだけで、クルツの様子は一変していた。細ほそ面おもての端たん整せいな顔立ちに、しなやかな長身。もっとも、口元に浮うかんだにやけ笑いのせいで、印象は三割ほど低下していたが。

「何の用っすか、クルツさん？」

　達哉の声は、まだどこか刺とげ々とげしかった。クララとの仲の良さは見ているだけで分かるが、それでも友好的な気分にはなれない。

「なーに。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の役員としては、期待の新人ってのが気になってな」

　そんな達哉の隔かく意いをあっさり無視して、クルツは達哉の隣に腰を下ろした。視線を移すと、クララがニヤニヤとこちらを見ていた。

（ひょっとしてこのおっさん、クララからあること無いこと吹ふきこまれたのかよ？）

　げんなりする達哉を尻しり目めに、クルツはバーボンの瓶に口をつけた。一口あおり、いたずらっぽく笑う。

「飲むかい？」

「いりませんってば」

　本気で嫌いやがる達哉に、クララはにんまりと笑いかけた。

「何だよ？」

「おい新入り、少しはいい顔になったじゃねーか」

「は？」

「朝方に見た時は、いかにも何か腹に抱かかえ込んでます、って顔してたぜ。それがずいぶんとサッパリしてるぞ」

「ああ……」

　言われてみて、達哉はようやく気づいた。マランパの時から胸にたまっていたモヤモヤした淀よどみが、ずいぶんと薄うすれている。

「あー、何か久しぶりに思いっきり体を動かしたら、妙みようにすっきりして」

「──へえ」

　それを聞いたクルツが、低い声で面おも白しろそうに笑う。

「いーねーいーねー、そういうのが真っ当な人生ってもんだよ、少年」

「そんなものっすか？」

「当たり前だろ。こう、額に汗あせする労働の喜びってのは、何事にも代え難がたい宝なんだぜ」

「朝っぱらから酔よっぱらってて、どの口で言ってるんだあんた!?」

　アデリーナから聞いた所行だの、今朝の飲んだくれっぷりだのを思いだし、達哉は言った。クララもやけに冷たい半目になって、にやけるクルツの胸を肘ひじでつついている。

「そう思うんだったらさ、パパももっとしゃっきりしろよな」

「言うは易やすく、行うは難し──ままならないもんだよ世の中は」

「そんなだから、ママから三行みくだり半はんを突つきつけられるんだよー！」

　口を尖とがらせて叫さけぶ愛まな娘むすめに、クルツはふてくされてそっぽを向いた。

「うるせえな、あれはどう考えてもメリッサが悪い！　俺は断じて、譲ゆずる気はねえぞ！」

（そういやこの人、いったい何で社長と離り婚こんしたんだろ？）

　達哉が半目でにらむと、クルツはうつむいたままぶつぶつとつぶやきだす。

「カレーにハチミツ入れたら怒おこり出しやがって！　隠かくし味ってものが分かってねえんだよ、あいつは！　ったくこれだから、アメリカ人の味覚はダメなんだ！　連中、甘いと辛からいとでかいと脂あぶらっこいしか味が分からねえに決まってる!!」

「そんな理由で離婚かよ!?」

　クララを見やると、歳に似合わぬ達観した表情で首を振っている。

「駄だ目めだこの夫ふう婦ふ……」

　いや、むしろ割れ鍋なべに綴とじ蓋ぶたという気もするが。

　さすがにつっこみ疲れてきた達哉に、クルツが性しよう懲こりもなくバーボンの瓶を差し出してきた。

「で、改めてどうだい？」

「…………」

　しばらくためらった後、達哉は酒瓶を受け取る。

「じゃ、一口だけ」

「おうそうか、ぐっといけ、ぐっと」

「一口だけって言ってるでしょうが！」

　初めて呑のむウィスキーの味は──意外と旨うまかった。

「真っ昼間から飲酒か」

　背後から、冷ややかな声が聞こえた。慌あわてて振り向くと、アデリーナが馬上から、冷たい目でこちらをにらんでいる。

「……あ、いや、その」

「ようリーナ、ご機き嫌げんな格好じゃねーか」

　口ごもる達哉と裏腹に、クルツは陽気に声をかけた。それを完全に無視したアデリーナは、無言のまま馬首を巡めぐらす。

　その背に、達哉は慌てて声をかけた。

「おい、待てよ。今からどこに行くんだ？」

「西の方で仔こ牛うしが一頭、群れからはぐれたらしい。探してくる」

「そうか──何なら、俺も一緒に行こうか？」

「君が？」

「ああ。ほ、ほら、どうせ探すなら、二人の方がいいだろうし」

　眉まゆをひそめていたアデリーナだが、すぐに軽くうなずく。

「確かにそうだな、私の後ろに乗るといい」

「え、馬で行くのか？」

「当然だ、早くしろ」

「…………」

　何がどう当然なのかよく分からないが、達哉はアデリーナにうながされ、馬に乗ろうとする。

「ええと、これ、どう乗ればいいんだ？」

「まったく仕方がないな、君は」

　結局アデリーナの手を借り、半ば引きずり上げられて、達哉は馬上の人となった。振り返った馬が、さも馬ば鹿かにしたようにブヒヒンと嘶いななく。

「こ、この野や郎ろう、馬のくせに！」

　たちまち真っ赤になった達哉を、アデリーナが呆れ声でたしなめた。

「何を馬とケンカしているんだ君は」

「いや、だってこいつ──」

「いいから、しっかり掴つかまっていろ。ハアッ！」

「しっかり？　ってうおぉぉっ!?」

　気合と共にアデリーナは、踵かかとの拍はく車しやで馬腹をなでた。たちまち躍おどり上がった馬の背で、達哉は情けない悲鳴を上げる。

「ちょちょちょちょい待ってくれぇぇぇっ！」

　あっという間に遠ざかっていく悲鳴を肴さかなに、クルツはもう一口ウィスキーを呷あおる。

「がんばれよ、少年」




「う、む、く！」

　激しく揺ゆれる馬上で、達哉は必死でアデリーナにしがみついていた。

「いくら鐙あぶみがないからといって、あまり脚あしをブラブラさせるな。こちらまでバランスを崩くずす」

「わ、分かった」

「ほら、もっとしっかりつかまれ」

「了りよう解かい」

　アデリーナの指示に従い、達哉は両脚で馬の胴どうを強く締しめ付けた。決死の形相でアデリーナに上体を密着させ、引き締まった腹に回した手に力をこめる。

　客観的に見て相当にうらやましい状じよう況きようではあるのだが、少女の白い柔やわ肌はだを堪たん能のうするだけの余よ裕ゆうは、今の達哉にない。

「いいか、今年生まれたばかりの仔牛だ。しっかり探せ」

「お、おう」

　そうは答えるものの、周囲を見回すことすらできなかった。ただひたすら、アデリーナの背にしがみつく。

「こ、こら、どこを触さわっている!?」

　突とつ然ぜん、アデリーナの声に焦あせりが混じる。

「ど、どこって何が!?」

　慌てて見やると、達哉がしがみついていたアデリーナのスカートが、徐じよ々じよにずり上がっている。

「ち、違ちがうって！　これは不ふ可か抗こう力りよくだ!!」

　必死に弁明する達哉を、アデリーナは鋭するどくにらみつけた。

「いいから早く手を離はなせ！」

「無茶言うなよ！　今、手を離したら落っこっちまうだろ！」

　言い争う間にも、アデリーナのスカートは動き続ける。じりじりと、じりじりと……

「やばい、このままでは──」

　──見えてしまう。

　その瞬しゆん間かん、不意に馬が大きく跳はね上がった。

「む！」

「あれ？」

　予想外の突とつ発ぱつ事にもアデリーナは動ぜず、馬上で巧たくみに手た綱づなを捌さばいて姿勢を保つ。だが乗馬には素人しろうとの達哉に、そんな真ま似ねができるはずもない。

「タツヤ!?」

　投げ出されたタツヤの体が、見事な放物線の半アーチを描えがく。一瞬の浮ふ遊ゆう感と落下の後、地面に叩たたきつけられる激しい衝しよう撃げき。

「どわぁぁぁっ!?」

　咄とつ嗟さに訓練通り体が動いた。体を丸め、頭を庇かばい、足から地面に落ちる。そのまま地面をゴロゴロと転がり、衝撃を辛かろうじて殺す。

「タツヤ!?」

「な、何とか生きてる……」

　目を回しながらも、達哉は親指を立てた。馬を止めたアデリーナは、そそくさとスカートを直している。

「まったく、破は廉れん恥ちな真似を。踏ふまれたいのか君は？」

「それはそれで……」

「馬でだぞ？」

「勘かん弁べん願います」




　結局、仔牛の発見から群れへの誘ゆう導どうまで、すべてをアデリーナがこなすことになった。

「一体、何をしにきたのだ君は？」

　乾かわいた牧草地の外れ、小川のほとりに腰こしを下ろし、アデリーナは叱しつ責せき──というよりも困こん惑わくしたように言った。いたたまれなくなった達哉は目をそらす。

「……面めん目ぼくない」

「まったく」

　落ちこむ達哉の姿に、アデリーナは軽くため息をつくと、バスケットを取り出した。

「それは？」

「マーガレットが用意してくれたサンドイッチだ。ちょうどいい時間だし、昼食にしよう」

「──一いつ緒しよに食べていいのか？」

「栄養補給は大事だからな」

　ムッツリしたまま、アデリーナはそう言った。

「サンクス」

　小さく礼を言った達哉は、サンドイッチに手を伸のばした。ハムや卵、レタス、キュウリ、チーズなど、色とりどりの具材が白いパンに挟はさまれている。

「ひょう、ひょひゅはにゃかにゃか……」

「口にものを入れてしゃべるな、バカ者」

　アデリーナが水すい筒とうのコーヒーを差し出すと、達哉は一口で飲み干した。やたらと濃こく入れられていたコーヒーは、まだ十分に熱かった。

「まったく、もう少しゆっくり食べられないのか、君は」

「えー、早飯早寝ねが大事って言ったのはリーナだろ？」

「仕事のオンとオフを切り替かえろと言っているのだ」

「まったく、ああ言えばこう言うんだから、やってらんねえよー」

「それはこっちの台詞せりふだ、猛もう省せいしろ」

「ゲラバ!?」

　またもやデコピンが炸さく裂れつした。

「まったく」

　ひっくり返った達哉を尻しり目めに、アデリーナは革のウェスタン・ブーツを脱ぬいだ。靴くつ下したも脱ぎ、剥むき出しになった足の指をにぎにぎと動かす。

「足の体操か？」

「似たようなものだな」

　言うなりアデリーナは、真っ白な足を小川の流れにつけた。

「うむ」

　そのまま足をバシャバシャさせる。跳ね上がった水しぶきが、秋の陽光にきらめいた。

「水遊びにしか見えないけどな……」

　そんなアデリーナの、いつもとは打って変わった無む邪じや気きな姿を、達哉は見ていた。とはいえその横顔は、いつも通りムッツリしたままだったが。

（楽しんでいるのか、あれ？）

　達哉が首を傾かしげていると、今までのんびり草を食はんでいた馬が、アデリーナに身を寄せてきた。そのまま鼻先をアデリーナにすり寄せ、伸ばした舌で少女の頬ほおをなめる。

「お、おい」

「こら、くすぐったいぞ」

　そう言いながらも、アデリーナに嫌いやがるそぶりはない。それをいいことに、馬の行動は加速度的に大だい胆たんになっていく。

　形のよいおとがいから、なめらかな首筋、真っ白な鎖さ骨こつのラインを経て、ついに胸むな元もとの谷間まで──

「こらこら、どこを触っているんだ」

「なに発情してやがるんだ、この馬野郎～～～!!」

　羨まし過ぎる馬の行為に、達哉の堪かん忍にん袋ぶくろの尾おが切れた。地面から跳ね起き、憤ふん然ぜんとアデリーナたちに詰つめ寄る。

「タツヤ」

「この、離れやがれ！」

　怪け訝げんそうなアデリーナには構わず、達哉は渾こん身しんの力で馬を彼女から引き離そうとする。

　だが、馬と人の体格差は圧あつ倒とう的だった。いくら達哉が押そうが引こうが、びくともしない。

　それどころか、煩わずらわしげに嘶いた馬が軽く体を振ふっただけで、あっさりと達哉は振りほどかれた。

「うおっ!?」

　バランスを崩した達哉は、そのまま頭から小川に転げ落ちた。景気のいい音と共に、水しぶきが派手に上がる。

「この馬野郎が。さっきからやってくれるじゃねぇか……」
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　低い声で唸うなりながら、達哉は立ち上がった。全身ずぶ濡ぬれのまま、馬をにらみつける。

「人間様をなめるんじゃねぇ！　馬ば刺さしにしてニンニク醤じよう油ゆで食ってやる!!」

「ガーリックはともかく、ソイソースはこの牧場にないと思うぞ」

　とうとう本気で馬とケンカを始めた達哉を、アデリーナは心底から呆あきれた顔でながめた。




「遅おそかったじゃねーか」

　母おも屋やに戻もどった達哉とアデリーナを、クララが出で迎むかえた。何やら、ひどく不ふ機き嫌げんそうな様子だ。

「どうしたんだよ？」

「レスターのタコが来たんだよ」

　その言葉に、達哉は驚おどろく。

「黒幕が来たってのか、マジかよ」

「ああ、今はヘンリーのじっちゃんが相手をしてるけど」

「私たちも行くべきかもしれんな」

　アデリーナの提案に、達哉もうなずいた。

「ああ、その方がよさそうだ」

　急ぎ足で、母屋の玄げん関かんをくぐる。

　母屋の廊ろう下かで達哉たちは、マーガレットと行き合った。手には、コーヒーポットとカップを載のせた盆ぼんを持っている。

「マーガレットさん、そのコーヒー俺たちが持って行きます」

「そう、お願いね」

　達哉たちの言外の申し出を悟さとったのか。緊きん張ちようした表情で、マーガレットはコーヒーの盆を手て渡わたす。

　軽く目配せを交かわし、達哉とアデリーナは応接室に向かった。

「そういえば、あの男はどうしてる？」

「クルツさんか？　牧場で昼ひる寝ねでもしてるんじゃないのか？」

「まったく、使えん男だ」

「そうか？　少なくとも射しや撃げきの腕うではとんでもなかったぞ」

　昨夜の神かみ業わざを思い出し、達哉はそう言った。

「わたしは、自分の目で見るまで信じん」

　アデリーナは、あくまで頑かたくなに突つっぱねる。どうやら、相当にクルツへの心証が悪いらしい。

（ま、仕方ないよな、あのオッサンじゃ）

　頭から雑念を追い払はらう。相手は昨夜、この家にカチコミをかけてきた連中の親玉なのだ。用心してもし過ぎることはない。

「コーヒー、持ってきたっす」

　軽く訪とぶらいを入れ、応接室の扉とびらを開く。

「おお、お前さんたちか」

　達哉たちの姿に、ヘンリーはほっと息を吐はく。

　簡素な、こぢんまりとした応接室だった。小さなテーブルと、その両側にソファーが置かれている。片方にはヘンリーが腰かけ、その向かいには──

（こいつが、親玉か）

　でっぷりと太った小男だった。締しまりのない顔にはうすら笑いが浮うかび、ギョロリとした目で値ね踏ぶみするかのように達哉たちを見やっている。

（何つーか、ガマガエルみたいなオッサンだよな）

　相当に失礼なことを考えながら、達哉は手早くコーヒーを配った。そのままアデリーナと二人で、ヘンリーの背後に立つ。

「では、どうあってもこの牧場を手放す気はないと？」

　ガマガエル──もといレスターが、大たい儀ぎそうに口を開く。その背後には脅おどしのつもりか、二人の与よ太た者ものがだらしない姿勢で立っている。うち一人は、昨日バーで絡からんできた男だった。

「くどい。断ると何度も言ったはずじゃ」

「まったく、こんなちんけな牧場にあれだけの大たい枚まいをはたこうと言っているのに、まだ値のつり上げが足りんのか？　あまり欲よくをかきすぎると、また不幸な事故が起こるかもしれんぞ」

「語るに落ちたな。やはり昨日のあれはお前さんの仕業か」

「はて、なんのことやら。それよりも昨日、あんたの孫と客がローンスターで暴れたそうじゃないか」

（よくもまあ、ぬけぬけと）

　当事者の達哉は、内心で顔をしかめた。

「まあいい、今日はこれで失礼するよ、今日はね」

　うっそりと立ち上がるレスター。手下たちもその後に続き、応接間を後にする。

「どうするよ、リーナ？」

「そうだな……」

　達哉の問いに、アデリーナはしばし戸と惑まどった。

「もうしばらく、この家にとどまろう。さすがにこのまま帰ったのでは寝ね覚ざめが悪い」




「ふん、いい気になりおって」

　キャデラックの後部座席で、ふんぞり返っていたレスターは鼻をならす。

「ですがボス、あそこの用心棒はやたらと腕が立ちますぜ」

「そうそう、昨日の襲しゆう撃げきに参加した連中なんぞ、もう完全にブルッちまって使い物にならねえ」

　運転席と助手席の手下から異口同音にそう告げられ、レスターは顔をしかめる。

「お前ら、もっと頭を使わねえか」

「頭ですか、ボス？」

「おうよ。いくら用心棒どもがいようが、あの家は小ちっこい足手まといを抱かかえてるだろうが、それも二人も」

「小っこい──足手まとい？　ああ、なるほど」

　得心してうなずく手下二人。

「さすがボス、考えることがえぐい」

「ふん、褒ほめても何も出んぞ」




　異変は早さつ速そく、その日の昼下がりに起きた。

「クララのやつ、遅いな」

　少女の姿が見あたらないことに気づいた達哉が、周囲を探し回る。

「確かマーカスから乗馬を習うと言っていたが、確かにもう帰ってくる時間だろう」

「だよな。どこで道草食ってるのかね？」

　と、そこで達哉の携けい帯たいに着信が入る。噂うわさをすれば何とやら、クララの携帯からだった。

「何だ、心配かけやがって」

　ほっとして、携帯に出る達哉。

「はいもしもし……」

　達哉の顔が、瞬しゆん時じに強こわ張ばる。

「イチノセ・タツヤくんだね」

　電話の相手は、クララとは似ても似つかぬ男の声だったのだ。

（この声、まさか）

「あんた、ドナルド・レスターだな？」

「そうだよ。実は先ほど、迷子になった子供を二人、保護してねえ」

「今度は誘ゆう拐かいかよ、クソ野や郎ろう」

「人聞きの悪いことを。迷子になったお孫さんとその友達をうちの別べつ荘そうで保護したから、引き取ってくれるよう、ヘンリーに伝えてくれないか。ついでに、商談をもう一度したいともね」

「な、何だって!?」

　焦あせるタツヤ。まさか相手がここまで強きよう硬こう手段に出てくるとは、さすがに思わなかったのだ。

「どうした？　返事が聞きたいのだが」

「て、てめ──」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす達哉の手から、携帯がひったくられる。

「ちょ!?」

　半ば逆上しながら振り返り、達哉は驚いた。いつの間に戻ってきたのか、クルツが達哉の携帯で会話を続けていた。

「く、クルツさ──」

　手をかざして達哉の声を制する。青い瞳ひとみが帯びていた本気の光に、達哉は息を呑のんだ。

　そんな達哉を尻しり目めに、クルツは巧たくみにレスターとの会話を続ける。

「ああ、代わった──俺かい？　あんたが思ってるとおりの男だよ──つまりそういうこった──」

　不敵な物もの腰ごしで、誘拐犯と堂々と渡わたり合っている。

「それで──おいおい、そいつは通らねえだろ──なるほど──ああ、それなら──」

　粘ねばり強く、巧みに、クルツは交こう渉しようをリードしている。人ひと質じちを取られているという不利な立場にもかかわらず、断固とした、それでいて柔じゆう軟なんな姿勢は揺ゆるがない。

　会話の断だん片ぺんを耳にするだけでも、専門のネゴシエイター顔負けの話術が分かった。

　クルツを嫌きらっているはずのアデリーナすら、無言でことの成り行きを任せている。その目には、確かに賛さん嘆たんの色があった。

「わかった、その条件はのもう──じゃあ、四時半にな」

　長い交渉をまとめたクルツは、携帯を切った。

「ク、クルツさん、やっぱあんた──」

　凄すごい人だったんだな、と続けようとした達哉を、クルツは振ふり返った。

「……どうしよう？」

「は？」

　さっきまでの自信ありげな態度はどこへやら、ひどくおどおどとした態度と声だった。クルツは青ざめたまま、頭を抱えてうずくまる。

「……も、もっと下した手てに出た方がよかったのか？　もし連中が、カッとなっちまったらどうしよう」

　瞬時に反転したクルツの態度を、達哉とアデリーナは唖あ然ぜんと見下ろす。

「つーかそもそも、ネゴのイロハが通用するようなタマなのか？　あの素人しろうとども、ひょっとして後先考えずに──」

「やはりその程度の男か、クルツ・ウェイバー」

「……少しでも感心した俺が馬ば鹿かだった」

　するとクルツはいきり立った。

「お前らは子供がいねえから、そんなことが言えるんだよ！　一〇年間、ちゃんと子供を育ててみろよ!!」

「離り婚こん歴三回で、ちゃんとクララを育てたって言えるのかよ？」

「わたしの記き憶おくだと、クララの養育はほとんど社長に任せっきりだったはずだが」

　そう冷静に指し摘てきされたクルツは、今度はやおら携帯を手にする。

「そ、そうだ、やっぱりまず警察だよな！　ええっと、一一〇番一一〇番……」

「いやだから、とっくに警察には向こうの手が回ってるでしょうが！」

「そもそも一一〇番は、アメリカでは繋つながらないぞ」




　　　　４




「くっそー、放しやがれこの変態野郎！」

　その部屋には、甲かん高だかい罵ば声せいが響ひびきわたっていた。

　レスターの別荘の一室、後ろ手に縛しばられて保護されたクララは、せめてもの抵てい抗こうとばかりに罵ば詈り雑ぞう言ごんで徹てつ底てい抗こう戦せんしていた。

「へ、変態とはなんだ変態とは！」

「ク、クララちゃん、この人をあまり怒おこらせない方が……」

　顔を真っ赤にしたレスターと、同じく縛られたマーカスがそう言った。

「はん、カヨワイ女の子を縛って楽しむようなやつが、変態じゃなかったら何なんだよ！　×××の×××××の××の×××野郎!!」

「こ、この、言わせておけば──」

　速そく射しや砲ほうのような罵詈雑言を叩たたきつけられ、レスターの顔は真っ赤に染まる。

「うっせえんだよ、このタコ親父おやじ!!　ハゲ頭がまぶしいからこっちに向けるんじゃねえってんだ、バーロー!!」

「こ、これはハゲじゃない、剃そっとるんだ!!」

　ついにレスターは、逆上のあまりついに涙なみだまで流し始めた。

「そうだぞこのガキ、スキンヘッドは髪かみの薄うすくなったボスにとって、精せい一いつ杯ぱいのおしゃれなんだぞ！」

「正直似合っていないとはいえ、それをあげつらうとは何てえクソガキだ！」

「見ろ、ボスは傷ついてるんだぞ！」

　口々に叫さけぶ手下の姿に、マーカスは遠い目で天てん井じようを見上げた。

「何で誘拐された僕たちが、責められてるんだろ？」

　この世の理り不ふ尽じんさに嘆たん息そくする少年とは裏腹に、レスターは甲高い声を張り上げた。

「もういい、とっととこのしつけの悪いガキを黙だまらせろ！」

「へ、へい」

　慌あわてて飛び出した手下が、クララに猿さるぐつわを噛かませる。

「ふ、むがふがむが──」

　言葉を封ふうじられたクララは、それでもまだ勢いよく床ゆかを転がっている。

「まったく、何てガキだ」

「とっつかまえ──もとい、保護する時もずいぶんと暴れやしたからね。ジョーンズのやつなんか、玉を片方蹴けり潰つぶされて病院送りですし」

「末すえ恐おそろしいな……」

　薄ら寒さむそうにクララを見やったレスターだが、気を取り直したように時計を確かめる。

「ま、まあ、もうじき時間だ。アンダーソンのじじいから土地を巻き上げれば、もうこのガキに用はねえ」

「始末しやすかい？」

「いや、丁てい重ちようにお帰りいただく。下手なまねしたら、後が怖こわそうだ。もう二度と会うこともないだろうしな」

「意外と気弱なんですね、ボス」

「やかましい──うん？」

　インターホンの音が鳴る。別荘の門番をさせてる手下からのものだ。

『ボ、ボス、連中が来やした』

「おう、丁重に案内しろ、丁重にな」

『それが、連中──』

　手下の声は、ひどくうわずっている。

『連中、トラックでいきなり突つっこんで来やがったんです！』

「な、何──」

　まさにその瞬間、強きよう烈れつな振しん動どうが別荘を土台から揺さぶった。




　一六トンの質量は、強烈そのものだった。

　フルスロットルで飛びこんできたトラックは、前庭の手下たちを追い散らしながら一直線に突とつ貫かん。玄げん関かんドアをぶち抜ぬき、ホールを踏ふみにじると、吹ふき抜けを飾かざる巨きよ大だいなカウボーイの人形──テキサス州博で有名なビッグ・テックスを模したものだ──の眼前で、ようやく停まった。

　正直、死人が出なかったのがおかしいくらいの大暴走だ。

「な、何だってんだ、一体？」

「くそ、なめやがって！　どこのどい……つ？」

　男の言葉は、そこで途と切ぎれる。荷台の『積み荷』がシートを跳はね上げ、立ち上ったのだ。

「え、ＡＳだと!?」

「馬鹿、あれはＰＳだ」




「さて、ようやく俺の出番だな」

　古ぼけた〈エイプ〉のコクピットで、達哉はにんまりと笑った。

　初めて乗る機種だが、操縦の感覚は乗り慣れた〈ダイダラ〉とあまり変わらない。わずかな慣らし運転で、達哉はあっという間にコツをつかんでいた。

　ディーゼルエンジンの唸うなりや、油圧装置の手て応ごたえが懐なつかしい。まるで、自分が本来いるべき場所に帰ってきた気すらする。

「さあ、行くぜ相棒」

　達哉の動きに応じ、〈エイプ〉は荷台の鉄骨をつかむと、思いっきり振り回した。ホール内を一いつ閃せんした鉄骨は、悪あく趣しゆ味みな調度品や構造材をなぎ払はらい、木こっ端ぱみじんに吹き飛ばした。

『本来いるべき場所』の象しよう徴ちようで破は壊かい工作を行う矛む盾じゆんは、とりあえず目をつぶる。

　レスターの手下たちもこれほど無茶苦茶な特攻カミカゼは予想していなかったのか、一方的に逃にげ回っている。

「ヘンリーさん、生きてるかい？」

『何とかの』

　通信機から返事。ここまでトラックを突っこませた、ヘンリーからのものだった。

『こちらオシラ３。突とつ入にゆうを開始する。陽動は任せたぞ』

「オシラ４了りよう解かいだ。せいぜい派手にやるさ」

　正面から突っこんだ達哉が〈エイプ〉で暴れて敵の目を引きつけ、その隙すきにアデリーナとクルツが裏から潜せん入にゆう──そういう手はずだった。

『こちらウルズ６。上出来だ、派手にかましてやろうぜ』

「了解了解」

　クルツからの通信に、達哉は答えた。

（それにしても、いい加減な作戦だよなあ）

　達哉の〈エイプ〉はなお暴れ回る。だが、その時──

『そこまでだ、小こ僧ぞう！』

「────!?」

　スピーカー越ごしの歪ゆがんだ声が、達哉の手を止める。沈しずみゆく西日を背に立つ、三つの影かげ。

　鋼はがねの巨きよ人じんを前に、達哉は戦せん慄りつする。

　ずんぐりとした卵形の胴どう体たいに、角張った手脚。頭部は大きく、まるでカエルのようにも見える。

　これまた、達哉がよく知った機体だった。

『ふふふ、言葉もないか、無理もあるまいて』

『そのクソ度胸は買うが、まだ早い』

『我らレスター一家三人衆がお相手しよう』

　瞬しゆん時じに陥おちいった絶望的な戦せん況きように、達哉はうめく。

「さ、〈サベージ〉だと……？」




「な、何でＡＳが……？」

　吹き抜けのホールからその光景を見下ろし、マーカスは呆ぼう然ぜんとした。

　マーカスとクララの二人はレスターに引っ立てられ、特等席からこのショーを見せられているのだ。

　そんなありさまを、ビッグ・テックスの人形はじっと見下ろしていた。

「ふん、裏ルートで入手した機体よ。保険のつもりで伏ふせておったが、まさか本当に出番があるとはな」

「そ、そんな……」

　がっくりと膝ひざをつくマーカス。いくら子供でも。ＰＳとＡＳの性能には、トラクターと戦車くらいの差があることは知っている。

「さて、これで年ねん貢ぐの納め時──うお!?」

「ふみゅ、ふみゅ──うにょわあああっ!!」

　少女らしからぬ叫びと、布の裂さける音。クララが、口をふさぐ猿ぐつわをかみ切ったのだ。

「な、なんつーガキだ──あいたたたたた！」

　右手に食いつかれ、レスターは悲鳴を上げた。




『どうした、こないのか小僧？　ならばこちらからいくぞ』

　先手を取って仕し掛かけてくる、レスター一家四天王だが七本槍やりだかの〈サベージ〉。

「う、うわああああ!?」

　恐きよう怖ふの叫びを、達哉は上げる。

　突っこんでくる〈サベージ〉を〈エイプ〉は避よけきれず、正面からぶつかり──

「あれ？」

　達哉の〈エイプ〉は、〈サベージ〉の突とつ進しんを真っ正面から受け止めていた。

〈エイプ〉の全高は六メートル、〈サベージ〉の全高は八メートル。大人と子供のサイズ差にもかかわらず、だ。

「ど、どうなってんだんだ？」

　混乱する達哉に、通信機からクルツの声が響ひびく。

『落ち着け、オシラ４！』

「ククク、クルツさん？　いやだってこれ──」

　もう、コールサインを使う余よ裕ゆうすらない。

『安心しろ、あれは〈タイニー・サベージ〉だ』




「〈タイニー・サベージ〉？」

　首しゆ尾びよく二階まで潜入したアデリーナは、後方を守るクルツにたずねる。

「金持ちの道楽で造られた機体でな。ＰＳの外装を〈サベージ〉に似せたものと交こう換かんし、〈サベージ〉っぽく見せただけさ」

「高価なオモチャということか」

　部屋の窓から見下ろした庭では、〈エイプ〉がその〈タイニー・サベージ〉とやらをぶん投げていた。

「性能は〈エイプ〉とどっこいどっこいだが、三対一はちーっときつそうだな。リーナ、俺はタツヤの援えん護ごに回る。お前はクララたちを頼たのむぞ」

「承知した」

　クルツの判断と指示は正しい。アデリーナは周囲を確かく認にんしながら、廊ろう下かに飛び出す。

「まったく、いつもこれくらい素す直なおだと可愛かわいいのにねー」

　その台詞せりふは、黙もく殺さつすることにした。




「……マジで見かけ倒だおしかよ」

〈エイプ〉に投げ飛ばされ、動かなくなった〈タイニー・サベージ〉の姿に、達哉は反応に困った。

『ふ、ロッコがやられたか。あの小物め』

『ＰＳになど敗れるとは、三人衆の恥はじ知しらずよ』

「てめえらもＰＳだろうが!!」

　渾こん身しんのツッコミと共に、達哉の〈エイプ〉は突進する。それに対し、二機の〈タイニー・サベージ〉は左右に散開して迎むかえ撃うつ。

（やべ、やっぱり二対一は……）

　達哉が焦あせったその時、右の敵機がふらつき、がくりと膝ひざをついた。見ると右膝の油圧装置が破は砕さいされ、オイルがだらだらと漏もれている。

　あれでは、これ以上まともに動けまい。

（まさか？）

　一瞬だけ、屋や敷しきの方に視線を向ける。窓の一つに、ライフルを構えたクルツの姿があった。

「サンクス！」

　口に出して礼を言い、達哉はもう一機の〈タイニー・サベージ〉に躍おどりかかる。

　横よこ殴なぐりに振ふり回された鉄骨が頭部に命中。張りぼての頭部はあっさりと吹っ飛び、バランスを失った本体はそのまま転てん倒とうした。

『ま、待て若者よ、武器は卑ひ怯きよう──』

「知ったことかぁっ!!」

　最後の〈タイニー・サベージ〉が立ち上がる前、胴どうに一いち撃げき。いい加減に固定されていた装そう甲こう──というよりただの鋼板はあっさりとはげ落ち、コクピットは剥むき出しになった。

『こ、降こう伏ふくする！　ジュネーブ条約に基づき、捕ほ虜りよとしての扱あつかいを──』

「くたばれ便衣兵！」

　蹴けりを一発。ふらついた敵機は、そのまま倒れこむ──あろうことか、堆たい肥ひ溜だめに向かって。

『ぬ、ぬおおお！　それだけはやめてえええぇぇっ!!』

　決死の形相で叫さけぶ〈タイニー・サベージ〉のオペレータ。伸のばした機体の手が地面を支え、辛かろうじて堆肥溜めへの転倒を防ぐ。

　露ろ天てんになったコクピットで、オペレータはシートベルトのおかげで辛うじて転落を免まぬかれていたが──

　無む慈じ悲ひな銃じゆう弾だんが、シートベルトを撃ち抜ぬいた。

「ぎやぁぁぁぁ!!」

「気の毒な」

　頭から堆肥溜めにダイブしたオペレータに、達哉は心底から同情した。




「ば、馬ば鹿かな、こんなにあっさりと──」

「年貢の納め時だな、おっさん」

　切り札の〈タイニー・サベージ〉を全機失い、茫ぼう然ぜん自じ失しつで立ち尽つくすレスターを、クララは不敵に笑った。

「いや、まだだ」

　明らかに正気を失った目で、レスターはクララをにらむ。

「まだお前たちが──人ひと質じちがおる。お前らを人質にすれば……」

「うわ、だっせ。往おう生じよう際ぎわが悪いにもほどがあるだろ」

「ええい、うるさい黙だまれ！」

　クララにレスターが手を伸ばしたその時だった。

「クララちゃん、逃にげて！」

　今までじっとしていたマーカスが、横合いから思いっきりレスターに突つっこんだ。

「う、うお!?」

　いくら子供といえど、日々の労働で培つちかわれた体力はかなりのものだ。不意を突かれたレスターは、そのタックルに耐たえきれず転倒する。

「マーカス、お前──」

「今のうちだ、早く逃げよう！」

「お、おう」

　急ぎ足で、廊下を駆かけ出す二人。だがまだ手を縛しばられているためバランスが取れず、歩みは遅おそい。

「こ、この、クソガキども」

　もがきながら、起き上がるレスター。隠かくし持っていた拳けん銃じゆうをマーカスの背に向ける。

「し、死ね！」

　響きわたる銃声。

「あ？」

　飛来した銃弾は、ビッグ・テックスの土台を撃ち抜いていた。大きく傾かしいだカウボーイ人形が、レスター目がけて倒れこむ。

「お──おおおおおおっ!?」

　泡あわをふいてレスターは駆け出す。だが再度の銃弾が、絶ぜつ妙みようの角度とタイミングでまたもや土台を射い貫ぬいた。

　まるで誘ゆう導どう装置が内蔵されているかのような正確さで、ビッグ・テックスはレスターを追う。

「ば、ばかなあああああ!?」

　轟ごう音おん。

　濛もう々もうと立ち上る粉ふん塵じん。

　横転したビッグ・テックスは、変わらぬ陽気な笑え顔がおのままで、レスターを押しつぶしていた。

「た、たすけてくれい……」
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「何という──」

　駆けつけたアデリーナは、この神かみ業わざに目を丸くした。

「た、助かりました、アデリーナさん」

　へたへたとマーカスがしゃがみこむ一方で、クララは自じ慢まんげに小さな胸を張る。

「どーよリーナ、やっぱりアタシのパパはスゲーだろ」

「────！」

　はっと我に返ったアデリーナは、ビッグ・テックスを巧たくみに操あやつった名狙そ撃げき手しゆ──クルツ・ウェーバーから、慌あわてて視線をもぎ離はなす。

「あ、あんなものは、ただの曲芸だ。戦場では何の役にも立たん」




　こうして一件は、あまりにも強ごう引いんかつ力ずくで解決した。

　言い逃のがれられない証しよう拠こ・証言を晒さらしたレスターは即刻逮たい捕ほされた。芋いもづる式に次々と余罪が明るみに出、もはや実じつ刑けいはさけられないだろう。

　少なくとも、彼がアンダーソン牧場に黒い手を伸ばすことは、二度とあるまい。

「迷めい惑わくをかけたのう」

　数日後、牧場を後にする達哉たち四人に、ヘンリーは頭を深々と下げた。隣となりのマーガレットは、包みをクララに渡わたす。

「うち特性のビーフジャーキーよ。お家うちへのお土産みやげにね」

　そして、最後のマーカスは──

「あ、あの、クララちゃん……」

　言葉に出せず、うつむいたまま肩かたを震ふるわせている。

「こら、もっとシャキッとしろ！」

「え、で、でも」

「あのなあ、あの時の度胸はどこ行ったんだよ？」

　ため息をついたクララは、そっと身をかがめる。

「しかたねえなあ」

　そのまま自分の唇くちびるを、日に焼けたマーカスの頬ほおに押しつけた。

「──ク、クララちゃん!?」

　電流を流されたように、跳はね起きるマーカス。その顔が、みるみる真っ赤になる。

「次だ」

「次？」

「次に会った時、お前がもっといい男になってたら、その時はオトナの、スッゲーやつをしてやる」

　ぽかんとしたマーカスだが、大きくうなずく。

「ぼ、ぼく、がんばるよ！　絶対クララちゃんのオメガネにかなう、いい男になってみせるから！」

「おう、期待しないで待ってるぜ」

　にかっと、太陽のような笑みでクララは答えた。

「……あいつ、将来とんでもない悪女になるんじゃねえか？」

「さすがは社長の娘むすめだな」

「いいや、さすがは俺の娘さ」

　げんなりした達哉と、したり顔でうなずいたアデリーナ、そして妙みように楽しそうなクルツ──三人それぞれ、クララの姿を見守っていた。




「ここで停めてくれ」

　国道を走る乗用車の中、クルツがそう言いだしたのはパンパの街の手前だった。

「パパ？」

　座席のドアを開け、クルツは車から降りた。

「じゃ、俺はここでな」

　指を立て、ごく軽い挨あい拶さつ。そんな父の姿を、クララはじっと眺ながめた。

「やっぱ、行っちゃうのかよ」

「ん、まあな。ちょいと休きゆう暇かが長かったもんで、片づけなきゃならない野や暮ぼ用が、色々と溜たまってるんだよ」

　苦く笑しようしたクルツは、そっとクララの頭をなでる。

「まだ、銃じゆうを持ちたいのか？」

「────！」

　唐とう突とつに切り出された言葉に、クララは身を硬くする。

「俺は、ママの意見に賛成だな。これ以上、お前に銃は持って欲しくない」

「そんな！　アタシにライフルを教えてくれたのは、パパじゃんか!?」

「まあ、そうなんだがなあ」

　困ったように、クルツは頭をかく。

「銃が人を殺すのではない、人が人を殺すのだ──こいつは詭き弁べんだ。最初から銃さえなければ起きなかった事件なんて、ごまんとある」

「…………」

　押し黙ったクララを、クルツはじっと見つめた。

「だがそれでもお前が銃を──力を必要とするなら、俺は止めないさ」

「パパ……」

　娘の頭をもう一度撫なで、クルツは達哉とアデリーナに視線を向ける。

「こいつのこと、頼たのんだ」

「分かりました」

「言われるまでもない」

　軽い口調で会話を交かわし、クルツは踵きびすを返す。

「じゃあな、クララ。ママによろしく伝えてくれ」

「自分で言えよ、バーカ！」

　顔をくしゃくしゃにしながら、それでも決して少女は涙なみだを流さない。遠ざかる父の背中を、じっと見つめる。

「また、会えるよな」

「当たり前だろ」

　そして最後にもう一度、クルツはクララを振ふり返った。

「お前はパパの、自慢の娘さ」








エピローグ









「ったく、やってらんないっての」

　愚ぐ痴ちと共に、マオは社用車であるリンカーンのシートに身をうずめた。

　時刻はすでに夜半を回っている。こんな時刻までクライアントへの報告──のみならず嫌いや味みまで頂ちよう戴だいし続け、マオの機嫌は最悪だった。

「愚痴を言っても始まりませんよ、社長」

　運転席のバクスターが軽くたしなめると、アクセルを踏ふんだ。スムーズに、リンカーンは発進する。

「分かってるけどさ、あの××ども。空調の利いたオフィスで書類にサインすれば、それだけで仕事は終わりって勘かん違ちがい──」

　ふとマオが、そこで言葉を切った。

「ごめん、ダグ。現場に押しつけてるのはあたしも同じよね。こんどの件じゃ、ずいぶんと貧びん乏ぼうくじ引かせちゃったし」

「ま、それが仕事ですからな」

　やや芝しば居いがかった声こわ音ねで、バクスターは答えた。

「とはいえこの先は、こういった仕事は自重すべきかと。正直、リスクが大きすぎてリターンに見合いません」

「分かってるんだけどね──おや？」

　ため息をついたマオだが、不意に携帯を取りだした。

「どうしました？」

「メールよ、クララからのね」

「ほう、それはそれは」

　メールの文面に目を通したマオが、表情を和やわらげる。

「今から帰るから、仔こ牛うしのシチューを用意しておけって。まったくあの子ったら、勝手なことばかり言って」

　わざとらしい渋じゆう面めんを作りながらも、マオの声は弾はずんでいる。

「ではこのまま、買い物に回りますか？」

「うーん、そうね。公私ってのは混同するためにあるんだし」

「はは、かないませんな社長には」

　バクスターが、厳いかつい顔に苦笑を浮うかべた。

「どうせなら、リーナやタツヤも呼ぼうかしら。マランパでもテキサスでも色々押しつけっぱなしだし、労をねぎらってのホームパーティーとか──」

　マオがそうつぶやいた、まさにその時だった。

　リンカーンの直下で、ＴＮＴ爆ばく薬やくが炸さく裂れつしたのは。




　都市の地下を縦横に走る下水道は、往々にして都市型テロの舞ぶ台たいとなる。マンホールの下に爆ばく弾だんを仕し掛かけ、標的がその上を通過すると同時に起爆させるというのは、ありふれているが有効な手段だ。

　振しん動どう感知型と遠えん隔かく操作型を組み合わせた起爆装置は、完かん璧ぺきに作動した。ＴＮＴの爆発は、リンカーンを文字通り吹ふき飛ばす。

　真っ赤な爆ばく炎えん。

　濛もう々もうと立ちこめる黒こく煙えん。

　ブレーキ音が響ひびきわたり、周囲の車が慌あわてて急停止する。勢い余って追つい突とつする車や、歩道に乗り上げる車が続出した。

「な、何だアレは!?」

「テロ？　テロなの!?」

「け、警察──いや、その前に救急車だ」

　悲鳴と怒ど号ごうが交差する中、リンカーンのタイヤがからからと転がった。








あとがき









　先日、僕と賀が東とうさんと担当のＭ井氏によるフルメタアナザーの打ち合わせ（通称・賀東塾じゆく）での一幕──




賀東「大おお黒くろくん、やっぱその服装はないだろ。正直、お袋さんから田舎のスーパーで買ってもらったみたいだぞ」

大黒「ははは。心配ご無用ですよ賀東さん。これは僕自身が、世界のユ○クロで買ったものですから。まぁ、買ってから５年ぐらい経たちますが……」

賀東「せっかく東京に出てきたんだから、もう少し服装にも気をつかった方がいいと思うんだ。沢たく山さんお店があるわけだし」

Ｍ井氏「なるほどなるほど～。どうせなら、大黒さんの服装を改造──もとい矯きよう正せいするため、一肌脱ぬいでみるのはどうですか？　『ホセ改造計画』みたいな感じで」

賀東「おお、それは面白そうだな！　よし、それじゃ一緒に色々見て回るか！」

大黒「ＯＫ、ボス！」




　というわけで、魔都・東京に馴な染じみ、ナウでヤングなシティーボーイへの第一歩を踏ふみ出すために、銀行で下ろしたなけなしのメキシコペソ……ではなく、福ふく沢ざわさんを押し抱いだいて、ドキドキと胸を弾ませたのが確かゴールデンウィーク明けのころでした。

　これまで服といえば、シャツもジャケットもズボンも、全すべてニーキュッパ以内で調達してた僕にとって、このミッションは正に清水の舞台から飛び降りるくらいの気分だったわけですが……。

　あれ以来、今日に至るまで一月以上──まったくこの件で、何の連絡も進展もないです。

　……どうなってるんだ、賀東!?　Ｍ井!!

　まぁ、僕の原稿が遅れに遅れ、ショッピングなんてしてる余裕がこれっぽっちもなかったのも事実なんですけどね……。

　俺、このあとがきを書いたら新しい服買って、巣す鴨がもに繰り出すんだ。




　さて、そんな死亡フラグはさておき、今回はかなりガチな戦争話になっています。

　三巻までの達哉だと、突発的なテロや実戦に巻きこまれることはあっても、本格的な戦争に身を置くのは初めて。

　フルメタの世界で戦争を描く以上、下へ手たなものを書けませんので資料集めだけでも一苦労でした。

　その一方で第三世界、内戦、ロボット戦闘──といったキーワードから、久しぶりにボトムズのクメン編やガサラキ序盤を見ました。

　ボトムズが面白過ぎてついついほぼ全話を見返してしまい、執筆時間がさらに減少してしまうというアクシデントもありましたが、よくあることでしょう……多分（汗）

　むしろここは、メロウリンクやペールゼン・ファイルズをぐっと我慢した、僕の自制心を褒めてください。ん？　Ｍ井氏からやたら着信がありますが、気にしないことにします。

　まぁ、つい我慢できずにザ・ラストレッドショルダーは見てしまいました。やっぱりターボカスタムはかっこいい……って、またＭ井氏から着信が。お洒落しやれな服屋でも見つけたんでしょうか？




　四巻を書き終えて一つ心残りなのは、クライマックスの戦闘が市街戦になってしまったことです。せっかくアフリカを舞台にしたんだし、ジャングルやアフリカらしい場所での戦闘をやってみたかったんですが、なかなか上手くいかないものですね。

　実は初期のプロットとしては、達哉がゲリラの捕虜になり、それを助けるためＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がジャングルにある敵拠点を襲しゆう撃げきする──という話も考えてはいましたが、話の半分まで主人公が捕虜になっていて、全く身動きが取れないというのも、小説としていかがなものかということで、没となりました。

　菊きく乃のからエロエロな拷ごう問もん──もとい尋じん問もんを受ける達たつ哉やとか、美お味いしい展開も考えてたんですが……うーん、残念！




　今回、ラストで文字通り爆弾が仕掛けられたわけですが、これを受けて次の五巻は、大きな話の転換点になるでしょう。

　作中の達哉やリーナにしろ、執筆している僕自身にしろ、戻ることができない分ぶん水すい嶺れいを踏み越えた気分です。




　さて、そろそろ紙数も尽きてきました。いつも通り、最後まで読んでくださった読者の皆様にお礼を申し上げ、筆をおかせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一二年六月　大黒尚人










解説









　フルメタ外伝、わずか一年でなんと四巻です。はやいっ！

　今回のお話は、前半はちょっとハードめ、後半はコミカルな感じでまとめさせていただきました。大おお黒くろ君（以後ホセ）が前から『失敗国家でドンパチな話がやりたいです』と言っていたので、じゃあやりますか、というくらいの軽い気持ちで進めてもらったのですが、いかがでしょうか。

　ホセといえば、三巻までのあとがきがクソ真ま面じ目めだったもので、『待てよ！　これじゃ担当モリイに言われて長い解説をグダグダ書いてる俺が、バカみたいに見えるじゃないか！　ずるいよ！　ホセもふざけろよ！』と抗議しまして、あんな感じになりました。はい。迷惑なことばかり言ってます。すみません。……いやまあ、彼がひとり立ちする時にあんな調子だとお客さんサービスが足りないから練習しなよー、とかいう理由もあったりしたんですが。

　っつーか、ホセの脱オタ・お洒落しやれ化計画かー。酔った勢いで宣言したけど、そもそも賀が東とうがお洒落じゃないし、担当モリイはまず痩やせろよという状態だし（最近ジム通ってるらしい）、前途多難な予感です。

　さて、今回のエピソード。ちょこっと重たい話もやっとこうかね、という感じだったんですが、達たつ哉やくんはなんだかんだで自分の手をまだ汚してませんね。これから先どうなることやら。お口直しに後半は気楽なドタバタ話にしてみました。カウガールですよ！　騎乗位のリーナたんですよ！　これで達哉も復活ですよ！

　……えー、失礼しました。

　原作のキャラクターは、これまでマオとオノＤくらいしか出てきませんでした。そろそろファンサービスもしておきましょうか、ということで例の台無し野郎が登場です。ホセ的にはかなりカッコいい登場やスゴ腕っぷりを描きたいようだったんですが……しかし！　そんなカッコいい彼は彼じゃない！　もっとダメなノリで出てきて欲しい！　しかも離婚の理由とか、かなりくだらない感じで！　……とあれこれお願いして、こんな登場です。

　最後のエピローグでああいう展開もあったので、また出てくるのかな？　その辺はこれからご相談していこうかと……。




　そういえば三巻でちょこっと触れた第四世代型ＡＳについてですが、いまだに全然イメージが固まってません。

　やっぱり、いちばんありそうなのは無人化なのかなあ、とか思ったりもしていますが、それって全然面白くないですよね……。やっぱりロボは搭乗して命をかけて、ドドーンと戦ってナンボでしょう！　あ、でもＧロボとかは面白いよな……。基本無力な少年が遠隔操作するから、まだ間が持つのかな。だとしたら、基本無力な美少女が、アルみたいなＡＩを搭載したとても強いＡＳを音声で遠隔操縦したら……。

　あ、なんか、これいいかも？

　いえ、無理してアナザーでやることはないと思いますが（汗）。

　えーと、まだ三ページ半か（恒例のぼやき）。

　なんというのか、自分語りとか作品語りとかが苦手なんですよね……。しかもこのシリーズはホセが書いてるから、あんまり得意顔であれこれ言うこともないというか。いやまあ、がっつり監修はしてるんですが……あ、そうだ！　今回は具体的にどういうところを監修して突っ込んでるのか、というところを書いてみましょう。テクニカルな部分で。作家志望の人にも参考になるだろうし。

　たとえばあれですね、文体。

　一巻のころからなんですが、ホセくんはどうも体言止めが多いのですよ。『アデリーナは●●した』と書けばいいところを、『●●するアデリーナ』とか書くことがやたら多いので、『体言止め減らして。つか必要ない限りやめて』とかお願いしました。ただ、アクションシーンは体言止め使うとテンポがよくなるので、その限りではない、とか。

　それから『言った』という表現のこと。これは誰でもそうなんですが、小説書いてるとどうしてもセリフの合間に『●●は言った』的表現を入れなければならない場面が多発します（特に人数が多い場面。誰が言ってるのか明らかにするため）。で、原稿書いてて同じ表現が続くのは書き手としてどうにも気分が悪い。そうなると、単純な『言った』という言葉を連発するのがイヤなので、『語った』とか『話しかけた』とか『声を張り上げた』とか『言葉を紡つむいだ』とか、あれこれ言葉をいじりまわすわけです。特に新人さんに多い現象です。

　で、作者はこれで安心できるのですが、読む方はたまったものではないのですね。読者さんは『要するに「言った」なんだろ!?　グダグダ遠まわしな表現するなよ!?』とイライラＭＡＸ。あんまりいいことありません。そんなわけで、『言った』を使うかどうか迷ったときは、腹をくくって『言った』で済ませましょう。大丈夫！　普通の読者は『言った』が一ページに三～四回出ても気にしません。これも今回、ホセにアドバイスしました。

　ほかにも主観の置きどころとか（フルメタの場合、かなり一人称に近い三人称の文章なので、常にその場面を誰が見ているのか意識しよー、という話）、コミカルな場面のコツとか（しっかりタメ作ってから、サクっと落とそー、という話）、アクション時のセリフのあれこれとか（非常時のセリフはダラダラ長くしないでビシッと短くしよー、という話）、いろいろお願いしています。

　これはほんの一端。かなり実践テクニックの話が山盛りです。

　こんな調子で書いてると、賀東がホセをいろいろいじめてるみたいに見えるんですが、そんなことはありません！　ありません！　……はず。ありません……よね……？

　などとうつむき加減で言うと、ホセも担当モリイも『大丈夫です！　勉強になります！　本当です！　本当……だよね？』と互いに顔を見合わせ悲しげな顔をします。

　担当モリイに至っては『ぼ、僕はこの打ち合わせを「賀東塾」と呼んでるんですよ！』と言ってくれます（ホセとモリイしかいないけど）。酒席でいい感じに酔っ払ってた賀東は気を良くして、『そ、そう？　じゃあさ、新人さんとかで興味のある人がいたら、アナザーの打ち合わせを聞きにきてね、って言っといてよ。いつでも歓迎するよ！』と言いました。

　それから一年。

　この四巻の打ち合わせも、賀東とホセとモリイの三人だけでしめやかに進めてます……。




　すみません。あくまでネタです。

　しかしあれですね。モリイがダイエット中のアラサー男なんかじゃなくて、ＭＩＴを飛び級で卒業した一二歳のドジっ娘こで『はわわ、賀東さん！　四し季きさんの原稿なくしちゃいました～！』とか涙目で言ってくる編集者だったり、ホセがメキシコ出身の褐色メガネ美少女で、『賀東先生……その考証は間違ってます』とかクールに言いつつ、たまにデレる新人作家だったりしたら、この仕事も楽しいのにな……（[image: ]四季さんは楽しくない）。




　さて……よーし。どうにか六ページ来た。

　この四巻と同時に、賀東のお気楽新作もリリース予定と言ってたのですが……すみません。こまごまと色んな仕事でアタフタしているうちに、遅れてしまってます。この本の帯にちょっと情報が書かれてるらしいですので、その辺り読みつつ、モフモフとご期待ください。

　そんなこんなで、今回もお忙しい中、お力添えをいただいたスタッフの方々に御礼申し上げます。ではでは。





二〇一二年　七月　賀東招二

































































































































フルメタル・パニック！　アナザー４








原案・監修──賀が東とう招しよう二じ

著者──大おお黒くろ尚なお人と





富士見ファンタジア文庫





平成24年8月25日　発行





ver.002





©2012 Shouji Gatou, Naoto Okuro, Shikidouji, Kanetake Ebikawa, Toshiaki Ihara/Fujimishobo





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『フルメタル・パニック！　アナザー４』

平成24年8月16日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p033.jpg





item/image/p275.jpg





item/image/gaiji-u2191.png





item/image/p153.jpg





item/image/allcover-001.jpg
ATEB, TBEBRADHEDS
EUOFEPSERBTBNSNE

ADBRAVETEY—KTY,

AREA
OBBBBBE

BT, EAEABANEBIT P,
B EECRDRA LD
LRDBUELR. &5 P<ILLE
BCLRNTET, DAUDERS
LTVET.

A5 MEHF-HEIRE
DI A IR (KA TS Z5TH)

|3
B

@ Ay el 15 SRR

5 >-TH
e | [HS8H

BRI

TNAHDNE, T 8k
= PEA V2O, TR OICIHIRIE
WAL THIE L2z &, 2 M VBRI,
T MAEEOD, BOTHON YIS LR,
ERODIEKE SRS NB,

22D BORD) DBER— AT TR AN T 7Y =T
2-%7, ZLTAV T Yo b bER ML IOMT
BSOS, JUE R BT L 1in s —

f%l,‘l‘\ DWILBEEBT [HOY) LIk






item/image/p195.jpg





item/image/p223.jpg





item/image/p300.jpg
(INGTILITIE—=2)

BAVERITHIRR . T8

k BARKRER : T8 (HE45mLLE)
E-v 8 T U3
BaTFhya— (BExT. KRTH)






item/image/p067.jpg





item/image/p304.jpg
BA=— Y=

¢

[FRONT viEW |

A\

4

ARM SLAVE : Tiny Savage

AATHLY/
RIEREA

AR : BHIVIITY
(13=>-779bM)— BF-2C[620kW])
BATERITRIRSM : 4556
EHAERE : 80km/h

ExmE AR LU






item/image/p303.jpg
FRUHBUNT —- LA T (UIEPS) . BABD (S 4 5) ZHFRHNAME WD, RO
BHETIWORLIZ))—AENDDHY. (41587) DULIBBREBIEST-ERTHBICOELHE
EDDH%B.

CATHOES0IBZNSHEREPSBOHTHLLRMMINLIZET IV £KEHOILEHEPHED
TRBBICHIRAEZA TS PSOBICERAT . IZIZHERE. BEHHOI I EREOMIEE
T BREBEERD. NT— 2 (F147) ZEED TV HD0. MREBMETIZS 5. A5
BREBRIOVTERS BV REXOTVF TREMA I TIZT— @A ATIATERIFISN TV SR
EAON

E50139 TICEEHRT L THY, RERKRUDES2HHEL TV,

PERB-ZASAXEY—

(H155) LB BABPSHHEDLSS. EBMPSETVWEDTY K. BREAD
BOBNATHREEAEEL T, EoZ<—HBHL THSLEL . BIEIZANLL R
BXAOBXHDAY—I1TT R () . ARG TFEROTEL . HREB=HRLLE.






item/image/p302.jpg
2 H \ 4

PRAANY Y
BHil : S1—tEI I IV (CAT C24)

I417

POWER SLAVE : APE E50

BAIFRITRIESRD : 148500
BWEERRE : 23km/h(H1THAR)
BARRER : — (RBERIIBEZITLEL)

BEERE : &L EEMBAIRE : &L v
ANTYHL L/ BRRA






item/image/p301.jpg
YIVNFHETHBINIEDAS,
BoHRWTHBIEIZIZISRHRVROA,
HRPDHEVOZFAASICELTET—4
BBRWED, EZHDORERDT T T D
BeREERDI S,
TARBECSZRBL . ERICHRESS
WZEDS, AT AR ZEBERL R
RROBEDEHAESN D, F/EZHE
BELTHERBEY FADERMEET. 7 X
UHBEEDRIFHBHHEMOA2SOP
(J%-1)—b) Z LB FHASEEE
NEFOEBETIh TS,
ZHOUI-BIEREAS ZRISE TE B EHIIR
ShTVBIRTEN. COBKIEHE0
BAFASX—N—DHRHBBFHESLAR
LBV BPBRVRET — 2D ST
EhERYTIE. 7L— LM
OPZy-99ICEEIL TLBEDD.

ZhE [RRERAPEVIEVSEG
TREIHIMEEFER/EN TS, D
FYZDBKIIMOPZY-99%HEL
=BT TIIBL, Fo7<H L <EREL-
FRRENRBLENSIETH B,
RIVNOREABICZDESLIEZRE.
BAYTIENDHBERERI VD, 7
SHOERPEHE. &5\ SHBEHSZOHE
ZRELDISRROENESD,

PERBZASAX G —

BESFOINAOTDAS, RIETH (F—/SLAR) R (A5 =) BRED . HABMOX (v RT)
ZRBICLTVRILEZEABE. HABHE EORBAEMBEEVAET, L\ 27zNETD, ESLY
IBFEBOTLEIN? - & BRAHICHIDTBHER 1 /NEIHMATEEA.

BENEARTIN AL ERDASORBET IKABICLTTEOTENTIH, ZZTHERY. E
DOXAREAL TELEDHLIEDESRAZHE—. EROTHRVL THELL, BALR. BAT
L&dh. Zh? b7zl RICBVET!






item/image/p307.jpg
FRRIEEDASEARIHTHBICEIHD
57 HRLUDERHBEBVEIA TVLEDD
e RO TOEVE TOMBE T, £D
HTCEEMTORRIREZZIERZFEEIT
WS, Eh THRBMABORITHISATEES
ERDNTWEDRE,
ETAPEHRBASHERL. BRI TOHRL
BRADEESICDON. DHHEISEERET
OBRMEARICRET HIEHHAL TS B
BESELTEBROEDMERDASIE. Th
EFCBRDSRSIFIEREIKIZE. BEDELBIC
HONZEHID S /D,

LY. ASHOFHERBRBLL TRESIE
DI —BHEDFRHE/N\ T —ICRI LM
ZFMMUZHEAT/\> v — | EFREN B EE
TRBFOT. BRZAONZRHEEAEFICPED
IR OEBBHED, ThIZTIERICRIE
TEELBRL BETHLEIBERAEI TS,
PHTASOERBE—>a>HRET BICDON.
BELEE—Sa  UPBARL N\ T —RR

FIIEE, HBHVEBEEIPTORRAHEL |

HEAT/\v—

DI TEI T TERIBLTEOH. B
BFNYE—THB. ZOBBRIBRIILH BB
BREORINTL— e BRERHEEHIE
ILED T BEAEDKRPHTEYI T HEEN%E
2. AMDROTIMERL LS IC. BHEF
BBRE—aVERUET ZENFRT. HIC
RRLRBMSEEFOE=HRABASICEL T
(V-5

RELESFHYS—6THRTIIRL. —EOR
BHTTL—MRIXZIZERTRICES . EOR
RENIFLESETHE—ETHIRTHIEES
W EAEM T, BRI RT LS E/RE
DB, AAME TIAKZEICHEAT/\ T —Ich
BbBRWEDD,
ERVATER AR THRVEFNLIELED
BRFHhYE—PERLDODEY. TOREHR
HHOTEETRESFHYE—DIARIET
WRAETHOTETS. FhICIEUTERYP
BE, L BETNEBBLTH! HD SR
2a—TRIAZ—VLHOERFhyE—H KR
EhTWS,






item/image/p306.jpg
WEAPON

RBTYI BRREHA

HEATh/77—






item/image/p107.jpg





item/image/p305.jpg
RIS (FA IS BEDIST— LA
7 (PS) IR BT EIRBDN. KB
FREROEXAIBESNMETH S,
4 <=1 D2EBLTELEEDD. 59
DRk— 92(*7/\—»0)/\—%;;3&/»&
ELRTLVELY,

RAT I 7 PHEROY Y —MBHLE
T VETETBPSHINLIER
ASICEB MY a—HESATLS \’
(FLYTHOMEBE. SV AT L
SN EMAIEL TRIEE) . 1A
BEEETIEASOREIONTHS
BRI B D78 RE EBEAD

FRHERE (ZhTOETERVS
WBHBDED) . ZZTHE— m - ﬂ\

RICBEThTVZ0H. 25

[ AR— ‘yﬁiPSJT&vbolith

ERTEEERT. EHOPSED
2

AR LEL TR EZFD TS,
ZOMEAZ—-YNRX=D ] FEKA)

Fr Y MEOGBOLLVSPSEREL /=
EFN ERVABELTVBDIRTL— '
LE—BOFBRLENWT. AEP VY
ANy r—2, FLT
ABRLIN—YVICBEBRAON TS, SR
FRPEA—FRVT7AIN—D7=. BrEtE
1BE7=<10N
IVOVRERDT(—EINEBRYSL
T HERORBEA2ANAT V%R
B (BATEALYED HRI-OHPISE) .
VOETESESRD, &IMHBLEVATLED
o) DHSLEVEICHE EA S TS,

PERBZASAX L ZY—

ZEOEERIC. BREADPELAR—YBYN—ISDF7%i#> REAR VIEW
TETNEL I BADPEEP LD TEOZLBH T HYY ;‘
YIVIUBOBERELE. 2ARED! (K) Fr/N—HLoHYD

WTBL! ChIcEEMAREBMTZ0IRETY! (SEMAZT
EXT7vY) £b. TR2ITBHOYRENSZET!






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一話　花、相似たり──



		第二話　ＷＩＬＤ　ＷＩＬＤ　ＷＥＳＴ



		エピローグ



		あとがき



		解説　　賀東招二



		機体解説



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p299.jpg
REAS, ZRREMERD

BAT.RAHICFR
ZDOW LI LARDEHROLHEIE. 7
FREEY—2—L b BEEBO
M2HRRA L . AT RTI1>
PERDLNBIENZVH. EEB

DEI2— ML BHRFRED
BRIALEEOBHIIT. B3R I
PELIELLTERS 55,
BHHEIE. TS AAEEBOBET N
BHRE—EVIVIVEREBLTVS S
75, BRAHELRAERD, ZOLHHEL
HETIE. 71— TS BREOET
LEBEEN TS, 71— ELHRD (S
NSIL2) BEE. MAKETHA—E A
BIEHEOD. TRAEOEVERTEE
A BALHANSS, EEOEREDIE.
ERENOUIICEBSNTOS (SR
M) DESBEGENB LT Il — T
POPRLS).

HEE BTy MER. ZOTHIFD
SPHRK-92 (# X—) IZBIFERST
SRGENPRTFRETREES LH>T
0B, ERGERREICL TERET. 2t
RT(FA—) FIPT XUABME (T
2 2%) RIUCRSBERATERSNT
VB, BELRBEIEE. FREEOSE,
RE7ZIT7ON)IFHMERT TVHDYZ
NRRERE, BEFRERICEBIER
THY. NREOBHH S 5 UIRE
EFBRTLS,

BRAHICHED (IAMTIV1) X ASOR
& BREERT DI OUBEE AT
B— EHRWETEVSAEWHT. T T
ICMRELTUS,

PERBZASAXZY—

ZOBFEEFRTIWAZTIZFANELIEMTETELR. THA 2 OMEIZT =X [TSRI D%
—EPSTY./\IY—TREEZABLLY. RO VA THRERLLN. B EEHUL
TELE(R) SICT TV ARBICRAD HBDF TIRE<LL. HHVSIREIVIZNDE (B
N=2) EPVBDT. BEoEBIWAICL oD 07z, EVWVDZEFRATI . BIFRICHTE TR0

HHART. AR O I B EMBFHAV NI MeA X—TFTT,






item/image/p133.jpg





item/image/p298.jpg
i : 14.5t

BHE : HRAE—EY (FaFEXH 727 Z1B 1500kW)
BAERITEIRR : 20085
BABRES : 15m

% : FN M2HB(S) 12.7mm #B3s%

AR
7 YMGFA FAMAG-G2 35mm34 7V
J5—Y-3VvE+— BVH 40mmZ1 7V
E1—Z VGM-A2(M) [F7—H4AVIISEHIY I
BAEY A7 LX MMC-C2 B3 Fhya—






item/image/p297.jpg
77 AMBE=WMRBAS, (SAMFIL2) D
R D=5 ARERELBBFO N TY
M EZ2—VAOBEHER. BEANERORK
BLAT7I M BARRRERET RIS (SRR
T 2) HEEDEFRIFBIN TS,

77 ABEEIEASEHLETIRMERN—
I ELTUET THY. EOHERIER
RENIBBARZN TR, (RO 20—
& RERIRADY 77 — LERERR. A
SEARDBHTH S [BEMBRILE] ZBK
L. 5 E—RRBSREICH A LIERE
BEZERL TS, (PIVH2 T TIV) DR
KETRENSTORFERENSITS0E
Ho7FET. [ANBICZEDYARVRTIF
AASTNEREERBDER S THS.
(FWAZ2IN) DINGD I LT I8~
[EPR-3128& 951 —QU7 I 4—4tid.
75V ANT I LHIEDRMOIRIF—
ERBHOHET2000ERMMICRIREH
REEBERTHS. EPR-313> > T IVREK
BT/RER. BHLPTVETIVT, FHRIC
BRSRMANIRAS—EV IO &Y. &
BERVHPRRIETENDH5. BER/NTD
L) T E—ERERRT IRAOEVE
ROASICHZ<EHSTTHY. RABEIS
AVI—FVE(ATVI) AR VE (N
E-0) . @7 7VAR(O—1F N BES
. ZhBDASIEVDIE[EZ- A ARIAS]
EVOME T OBGT. BBREHPE
FREMLE. MOPZy-99%EDKEKHE
SHANOMEICRIEEVBFEZ VDN
FIILNNTIE—ILEBRLEBRER ER
BALTVBRISEWBATERL,

(SARZIV2) DEBBEVDZET. BF+/ V2RI 2HESHTBENZALRAE L. B
BICEAZE. THEBICDEORA - HOERBRISEHESNTOE0R. bUESHWESIBBLEAT
SREF v/ A NI BVBET. BHDTHALZo>50F T . $9ZZICES
EVWSTET. SEIBERLELLE.
IR —E—EFEO TV Tl BLHBIEICLEL. VTHEE
BHHTLBHPH!?






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p091.jpg





item/image/p175.jpg





item/image/p296.jpg
3% .
2HB (S) 12.7mm #Psk HE&V
PGFA M811 25mm #BI53 GBIRX)
AN
)ver— BVH 40mmZ1 7V
M-A2(M) [T7—%1 V] SEHIHAI
) 77 [?274R] 76mm {EREH
BAEYRAFLX MMC-C2 B3Fhvi—






item/image/p251.jpg





item/image/p201.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
Wi =TT
: 7

[ISHEHSNR RRR
s haidutel o ed

DI SINQTE 230U |
DA OV E D SRUBANSS |

ST ER A6 D AR 4R siusy S a4 Q |

772 AV F-
N0z

2






item/image/kuchie-003.jpg
.3
D
=3

=
[=]
-
o
=
(=5
=
=
(=]
(=]
[
7]
D
=
=

ARM SLAVE : AS-1 "BLAZE RAVEN" 2%

AS-1
(FUARb177)





